



























































暗黒騎士を脱がさないで３
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ「そして、シマアジに憧あこがれたアジはマグロへ──」







　暗黒騎き士しは、失意の中で登校した。

　あの日。恋こい心ごころを抱いだく鞍くら馬ま啓けい治じの家に行ったとき、他の女と抱だき合っているのを見て以来、啓治の家には行っていない。

　日が暮れるまで泣いて、日が昇のぼるまで泣いて、自分の不ふ甲が斐いなさを猛もう省せいした。

　何な故ぜ、もっと早く思いを伝えなかったのだろう。

　どうすれば、抱き合っていたあの相手が、自分になったのだろう。

　学校を休もうかと思った。

　顔を合わせるのが、怖こわかった。

　だが、ここで休んでしまっては、暗黒騎士がエリーであると啓治にバレてしまうかもしれない。

　学校には通っていたが、啓治の顔も、その相手である田た中なかノイエの顔も見たくはなかった。

　ただひっそりと、置物のように動かず、貝のように心を閉とざしていた。

「はあ……」

「どうしたの暗黒騎士さん。最近、溜ため息いき出過ぎだよ？」

　隣となりにいる女生徒、ツインテールに黒くろ髪かみの『神しん藤どう　マホ』が心配げに声を掛かけた。

　漆しつ黒こくの鎧よろいに全身を包み、さらにその上から制服を着た不思議な女子高校生、暗黒騎士は机にぐでーんと上半身を預けて、そのまま溶とけてしまいそうなほどに草臥くたびれていた。

「出過ぎているか？」

「うん。北ほく斗との拳けんのカイオウぐらい」

「はああぁ……」

　暗黒騎士の鎧の隙すき間まから、まるで出来たての点心が如ごとく、もわもわと暗黒のオーラが漏もれていた。

「で、どうしたの？」

「うむ。マホよ。例えばの話だ」

　暗黒騎士は上体を起こし、マホの方へと体を向けて話を始める。

「うん」

　マホも、真しん剣けんに話を聞こうと、暗黒騎士の方へ体を向けた。

「一いつ匹ぴきのアジがいたとする」

「うん？」

　出だしから、意味不明な雰ふん囲い気きを感じ取り、マホは早くも顔を引きつらせたが、とりあえず茶化さずに話を聞くことにした。

「このアジは美お味いしく食べられたいと思っていた」

「それは、人間に？」

「うむ。しょうがに葱ねぎを乗っけて、彼に食べられようと頑がん張ばって流れていた」

「彼……相手は男か。そして流れるってことは……回転寿ず司しかな」

　マホの頭の中で、皿の上で寝ねそべってレーンをゆっくり流れる暗黒騎士の姿と、それを待つ鞍馬啓治の姿が想像された。

「ところが、だ。そこに忌いま々いましい存在が現れた」

「マグロとか？」

「シマアジだ」

「つまり、アジと同じ系統ってこと？」

「うむ。アジはずっと食べて貰もらおうと待っていた」

「うんうん」

　マホの頭の中で、アジとなった暗黒騎士の後ろにもう一皿。短たん髪ぱつでジト目のヘッドフォンを着けた少女──田中ノイエが載っているのが想像された。

「だが！　アジはシマアジに負けたのだっ！」

　ダン、と机を叩たたく。

　暗黒騎士の皿がスルーされて、その次に来たノイエの皿を啓治が取る姿をマホは想像する。

「まあ、シマアジは高級魚だからねー」

　マホは苦笑いしながら、精せい一いつ杯ぱいのフォローを入れる。

「アジとシマアジでは、味が違ちがう。シマアジはアジに比べてアジがある味だ」

「アジのあるアジのシマアジ……」

　マホは少しだけ頭が混乱してきた。

「アジは、どうすればシマアジになれるだろうか」

「んー、シマアジになる必要はないんじゃない？」

「ほう？」

「あじはあじであじらしいあじわいのあじで良いと思うな」

　マホは笑え顔がおで、暗黒騎士の言い回しを引用した。
















「………………」

　五秒ほどの沈ちん黙もくが流れた。

「………………あれ？」

　反応のない暗黒騎士に、マホは笑顔のまま固まる。

「……ま、ちょっと何言ってるのかわからんが」

「ええー。噓うそーん。そっちから振ふってきたのにぃー」

　歩み寄ったのに突つき放された気分で、マホは嘆なげいた。

「私はどうすればシマアジに勝てるだろうか？」

　マホはその言葉に「あー」と納なつ得とくの声を上げた。

　つまり、ちんたら流れてる内に好きな男を取られたから、代わりたいってことだと。

　その方法を、マホに相談しているわけだ。

　だが──

「んー、シマアジより人気の魚になればいいんじゃない？　別にアジでもいいと思うけど、アジから変わりたいんでしょ？」

　マホは暗黒騎士の望む答えを提示しなかった。

　暗黒騎士は、暗黒騎士。

　ありのまま、そのままでいい。

　もし変わりたいと思うなら、『ノイエになりたい』ではなく、イメージチェンジをした暗黒騎士でいればいい。

「……なるほど、シマアジになれずとも、それ以外になるという選せん択たく肢しもあるのか」

「そうそう、ハマチとか、サーモンとかね」




「……さすがマホだ。よし！　私は決めたっ！　──マグロ女になるっ！」




　何か吹ふっ切きれた表情を浮うかべていそうな兜かぶとの感じで、暗黒騎士はぐっと拳を握にぎり締しめた。

「………………うん？」

　マホは暗黒騎士の結論に、首を捻ひねった。

「憮ぶ然ぜんとしたマグロ女に！」

　両手を広げ、立ち上がる暗黒騎士。

「ちょっと座ってもう一回考えよう暗黒騎士さん。マグロ女とマグロにはサメと鮫さめ肌はだぐらいの差があると思うの」

　ちょいちょいっと手招きして、今にも飛んでいきそうな暗黒騎士を呼ぶマホ。

「毅き然ぜんとしたマグロ女に！」

「え！　どっち？」

　憮然と毅然では、真逆の意味になってしまう。

「愕がく然ぜんとしたマグロ女に！」

「見て、暗黒騎士さん、ちょっと私の顔見て。今、俄が然ぜん、啞あ然ぜんとしてるから」

『○然』の言葉を言いたいだけだと気付いたマホは、そのあとに続きそうな『○然』を奪うばい取ることで、暗黒騎士の興奮を抑おさえた。

　やっと座った暗黒騎士に、マホは溜息交じりに言う。

「マグロ女の意味、わかってんの？」

「うむ。真まっ直すぐでクールで、あまり言葉を発さない『高速』の異名を持つ高貴な女戦士だろう？」

「何そのファイナルなファンタジーに出てきそうな女」

「そんなマグロに私は──」

「ちょっと、いいかな？」

　そこへ一人の男子生徒がやってきて、暗黒騎士は言葉を失った。

（け、啓治くん……）

　顔を見るだけで、泣き出しそうな思いだ。

　鞍馬啓治。

　件くだんの、食べて欲しい相手だ。

「どうかした？」

　いつもなら、すぐ返事をする暗黒騎士が何も答えないので、マホが代わりに聞き返した。

「実は、相談があってさ」

　少し照れ臭くさそうに啓治は言う。

「暗黒騎士さんに？」

　ちらりとマホが目をやると、啓治も暗黒騎士へと目をやった。

「………………」

　暗黒騎士はじっと息を吞のみ、一言も発さなかった。

「いや、今回は神藤に相談があるんだ」

　啓治は、ばつが悪そうな顔で言った。

「意外ね。──じゃあ、本題へどうぞ？」

「なんと言えばいいか……ここに、一匹のぉ……」

　なんと表現しようか啓治が悩なやんでいると──

「……アジね。回転寿司でたとえて」

　とマホが言う。

「ん？　じゃあアジで。アジをこう、美味しく食べてたら」

「そこに、シマアジがやってきた訳ね？」

　マホの驚きよう異い的な物わかりの良さに、啓治は驚おどろき戦おののいた。

「お前は凄すごいな。そう、シマアジがやってきたんだけど、こいつがやけにぐいぐいじゃれてきてさ」

　その言葉に、暗黒騎き士しはびくんと体を震ふるわせた。

（勝手にやってきて……ぐいぐいじゃれてきた……私は、そう思われていたのか）

「そのじゃれ合ってるときに、アジがやってきてしまった」

「あらあら」

「でも、俺が食べたいのは……マグロなんだ」

「ええ！　まさかの第三者っ！」

　マホは驚いた。暗黒騎士の話と啓治の話は似ているようで違うようだ。

　恐おそらく、二人とも同じ悩みを抱かかえているのだと思ったが──

　アジとシマアジの話ではなく、アジとシマアジとマグロの話だった。

「あーもう、別腹の話なら混乱するわ。整理させて」

　マホは頭を抱えて、目を閉じる。

「おーけーだ」

「まず、あんたは、マグロが本命。これを仮にＡとするわね」

「ああ」

　啓治は暗黒騎士のことをマグロだとたとえたので、Ａとされたことに驚いた。

「で、Ａにその思いは伝えた？」

「……伝えてないと思う」

「Ａと恋こい人びと関係では？」

「ない」

「はいはい。で、そんな本命の相手がいるってのに、アジ。仮にＥとして」

「Ｂじゃなく？」

「どうせ、Ｅでしょ？」

「……まあうん」

「Ｅさんといちゃいちゃらぶらぶしていたと」

「……語ご弊へいがあるけどまあたとえばの話でね」

　マホがどこまで知っているのか、末すえ恐おそろしさを感じていた。

　ＢではなくＥ。つまり、その相手が『エリー』であることを知っているようだ。

「そこに、シマアジ……イニシャルは？」

「Ｎだね」

　最後に、ノイエ。最も早はや、イニシャルトークにする必要すらなくなってるんじゃないかと啓治は思いつつ、もうこの方向性に行ったのだから変な訂てい正せいはやめようと簡潔に答える。

「Ｎさんがやってきたと。で、Ｎさんともいちゃらぶしてた訳ね」

「……それは、これからだと思う」

「……強ごう欲よくねぇ」

　複数の女子高生といちゃいちゃラブラブ宣言。青春を謳おう歌かしている様を見て、マホは鼻で笑った。

「いや、それには理由があってね。Ｎさんは色々困ってるらしくて、ちょっと恋人のフリをすることになったんだよ」

「へえー、それって、結けつ婚こんさせたがってる親か、あるいは親に決められた婚こん約やく者を諦あきらめさせようとするときによくやる手ね」

「……お前、すげえな」

　正にその流れだ。見てきたかのように話すマホに、啓治は驚きの連続だった。

「うふふ、知ってるー」

　そして、そんな表情を見るのがマホは楽しくて堪たまらなかった。

「で、その一いつ環かんとしてその……」

　啓治は、ちらりと暗黒騎士を見る。

　本命のＡ氏である、暗黒騎士の前では言いづらい。

「ちゅーでもしてるところを、Ａに見られた」

「いや、Ｅに見られたんだ。ちゅーではないけどね」

「修しゆ羅ら場ばって来たねー」

　いよいよ面おも白しろくなってきたと、マホは笑え顔がおで足を組んだ。

「Ｅは恐らく、誤解しているんだが、実は、友達だってのに、彼女がどこの誰だれなのか、全く知らないし、連れん絡らく先さきもわからない」

「電話番号の交こう換かんもしてないの？」

「ああ。俺は誤解を解きたいんだが──その日以来会えなくて」

「なるほど。で、相談があるんでしょ？」

「……Ｎとの恋人ごっこを、続けて良いのかどうか。どうすればＥの誤解を解けるのか」

　啓治はまるで、占うらない師とでも話しているかのような気分だった。

「続けるべきかな」

「あっさり結論を出すなー」

「そこで辞めたらＮが可哀かわい想そうだし、Ｅとはそれから会ってないんでしょ？　誤解の解きようもない。辞めたとしても続けたとしても、結果は同じじゃないかな」

「まあ、その通りだね」

「ホントは、結論なんて出てから来たんじゃない？」

　マホは足を組み直し、獲え物ものを捉とらえた鷹たかのような鋭するどい眼光を向けた。

「どうしてそう思う？」

　啓治は、狼狽うろたえながらもそれを声に出さずに答えた。

　だが、ごくりとツバを飲み込む。

「あんたのご意見番は私じゃなく、辻つじ本もと豊ゆたかでしょう？　ここに来たのは、今の話を暗黒騎士さんに伝えるため。そのＥさんと同じような勘かん違ちがいを暗黒騎士さんにされないよう、さりげなく伝えること──でしょ？」

「すげえー」

　何もかも。最初から最後まで全すべてを見み透すかされている。

　絶対に敵に回したくない女だ。

「ま、どうせ辻本豊のアドバイスでそうしたんでしょうけどねー」

　マホは遠くからこちらの様子を窺うかがっている豊に小さく手を振ふった。

「まあ、それもそうなんだけどさ。神藤なら、その……見つけられるんじゃないかなって思って」

「誰を？」

「エリーって子なんだけど」

　啓治は、ちらりと暗黒騎士を見る。

　啓治は、暗黒騎士に好意を寄せている。誰よりも、何よりも。

　だから、そんな暗黒騎士の前で他の女の子を探しているなんて、もしかしたら暗黒騎士の機き嫌げんを損そこねる行こう為いなのではないかと心配だった。

「……おっけー。じゃあ、その子を探し出してあげるわ」

「え！　俺、名前もその三文字しかわからないんだけど……」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。大方、予想は付くから」

　パタパタと手を振るマホ。

「……じゃあ、神藤に任せるわ」

「はいはい。任されましょう～」

　啓治がぺこりとお辞じ儀ぎして去って行ったのを見届けたマホは暗黒騎士に顔を向ける。

「だってさ。暗黒騎士さん」

　マホはニヤニヤ顔で言う。

　探すもクソもない。啓治の言う『エリー』とは、鎧よろいを脱ぬいだ暗黒騎士の『中の人』なのだから。

「……………………ぶはーっ」

　暗黒騎士は急に呼吸を荒あららげた。

「ど、どうしたの？　……まさか、ずっと息止めてたの？」

　まるで、水中から上がってきたかのような呼吸の乱れに、マホは心配そうに声を掛かける。

「うむ。だが、なかなかエラ呼吸にはならんもんだな」

「……とんでもないマグロ女だよ」

　たとえ話は何ど処こへ消えたのか。

　真しん剣けんにマグロになろうとしていた暗黒騎士に、マホは舌を巻いた。







　　　第一章「ロリータ・アディクション」







　ジャージ姿にヘッドフォンを着けた少女、田た中なかノイエは視線を感じていた。

　体育の授業はタッチフット。アメリカンフットボールを全体的に半分ぐらいにした球技だった。

　晴天の下。そろそろ暑くなってきた気温。

　スポーツ日和びよりと言えるだろう。

　校庭に白い線が引かれ、パイロンが置かれ、コートが作られていた。

　タッチフット。及およびアメフトとは、エリアを侵しん略りやくしていくゲームだ。

　一〇ヤード毎ごとに区切られたエリアを、じわじわと進み、最終的にゴールまでボールを持っていけば良い。

　ラグビーとの違ちがいは、小刻みに攻こう撃げきし続ける点と、一度だけ『前』にパスが出来るという点だろう。




　ラグビーでは、後ろにしかパスが出来ないため、パスを受けた人間が敵てき陣じんに突つっ込こみ、止められればまた少し後ろにパスをして、その人間が敵陣に突っ込む。

　それに対して、アメフトは始まった地点から後ろにいる人間が、一度だけ前にパスを投げることが出来るゲームと言っていい。

　攻撃が始まった地点を越こえれば、そこから前にパスはしない。

　つまり、パスプレイかランプレイか。

　どこに投げるか、どこを走るか。

　一〇ヤードを獲かく得とくし、もう一度攻撃権を得るか、それともゴールまで一発で勝負するか。

　そんな裏の読み合いをやり続けるスポーツだ。

「オーマーハーっ！」

　啓けい治じの声を合図にボールがスナップされ、クォーターバックである啓治の手に渡わたる。

　五人の人間がわらわらと左側に集まりつつ、ノイエだけが一人、左に行ったと見せかけて大きくＵターンして右側へ。

　ランプレイは選せん択たくせず、全員をパスレシーバーへと使う『ショットガンオフェンス』だった。

　わらわらと左側に集まったため、ディフェンスも同じように左側に寄っていた中、すっと飛び出たノイエ。

　当然、その後をディフェンスが追いかけるが、裏をかかれたためにマークが一いつ瞬しゆんだけ外れてしまう。

　そこへ、パスが投げられて、キャッチする。

　ノイエはボールを持ったまま、一〇ヤード獲得だけでは飽あき足らず、全力疾しつ走そうでゴールへと向かった。

　後を追いかけるディフェンスの誰もが、ノイエのスピードについていけず──

　そのまま走って、タッチダウンだ。

「ナイス！」

　クォーターバックの啓治がガッツポーズを取ると、チームメンバーが全員ガッツポーズを取る。

　ノイエはボールをぽいっと近くの人間に放ほうり投げて渡し、クォーターバックをしている鞍馬啓治のところへと向かった。

　本場のアメフトと同じように、攻こう守しゆは別の生徒がやることになっていた。

　そうすることで、三〇人ほどいる生徒が全員体育に参加することが出来るからだ。

「さすがノイエだな。作戦通り一発タッチダウンだ」

　守備の生徒と交代し、啓治とノイエはゆっくりとコートの外へ歩きながら話をする。

「……気が気でない」

　喜ぶ啓治に対して、ノイエは少し寂さみしげな表情を浮うかべていた。

「どうして？」

「見られてる」

　という言葉に、啓治は頭の先からつま先までじっくりとノイエの体を舐なめるように見た。

　幼児体型。低身長で、細身。

　短たん髪ぱつにヘッドフォン。幼い顔つき。

　およそ、女子高生とは思えないほどの幼さだ。

　なのに、スポーツ万ばん能のう。

　スポーツどころか、戦せん闘とう能力すら万能。

　何な故ぜなら、ノイエもまた、暗黒騎き士しの一人なのだから。

　背も低くて、動きも小さい。

　やる気も全然感じない。

　なのに──結果を出す。

　コート上で誰だれよりも、優ゆう秀しゆうな選手。

　始まる前はそうでもないが、いざ始まると、注目の的になる。それは、体育では毎度のことだった。

　最初こそ、ノイエはその万能さ、有能さを隠かくしていたが、キャンプファイアーで『アイボク』をして以来、ノイエはその才能を余すことなく発揮させていた。

「そりゃあ、注目もされるだろ。パス取ったんだし」

　ノイエはふるふると首を横に振る。

「……もっと、遠くから」

「遠くから……」

　つまり、それはクラスメイトではないという意味だろう。

　啓治はキョロキョロと辺りを見回す。

　学校のグラウンドは、フェンスや木々に囲まれている。

　その向こうに民家があるが、窓から覗のぞけるような感じには見えない。

　見ることの出来る場所──

　それは、校舎の屋上ぐらいだろうか。

　きらり──

「ん？」

　光が、反射した。

　太陽光を、レンズが反射したのだ。

　屋上に誰かいる。それは、間違い無さそうだ。

　あの光の反射。

　レンズだとすれば、ノイエを覗いていた人物。

　いや、もしかしたら、それは啓治を見ていたのかもしれない。

　暗黒騎士を見ていたのかもしれない。

　ノイエはあくまで、視線を感じるというだけだ。

　啓治も暗黒騎士も、命を狙ねらわれる身だ。

「……もしかして、例の？」

　ノイエを狙っている人物。それは、ノイエの婚こん約やく者だろう。

「……例の、だと思う」

　そう言って、ノイエは啓治に抱だきついた。

「ちょまっ！」

　ぴょん、と飛びかかるように抱きついてきたノイエの体を抱き留とめつつ、啓治はあたふたと辺りを見回す。

　こんな光景、クラスメイトが見たら、誤解の波が広がっていく。

「恋こい人びとであるということを、知らしめるべき」

　ノイエは、婚約者との結婚を嫌いやがっている。

　それは、死を選ぶほど、強い拒きよ否ひだ。

　死ぬほどではないだろと、啓治が提案した策が、すでにもう恋人がいるということを見せつけるという方法だった。

「それは覗いてることが確定して、さらに覗いている相手が確定してからの話だろ！」

「可能性があるだけで、価値がある」

　啓治は反論出来ず、ノイエに抱きつかれたまま抵てい抗こうもしなかった。

　少しでも目立たないように、その場に座り込む。

　いつでも退どかせるよう、手はノイエの膝ひざと肩かたを抱かかえていた。

　ノイエは首に手を回したまま、お姫ひめ様さま抱っこのような形で、啓治の胡座あぐらの上にお尻しりを沈しずませた。

「全く──で、どういう奴やつなんだ？」

「どういう？」

　啓治の言う事の意味がわからず、ノイエはきょとんとした瞳ひとみで聞き返す。

　猫ねこのように大きな目だった。

「お前、言ってただろ。あいつと結婚するぐらいなら死んだ方がマシだって」

「言ってた」

　ノイエはやっとその話題が、婚約者のことを指していると気づき、目を細めた。

　話題にするだけでも、嫌な相手だから。

「それほど嫌がる相手って、そうそういないぞ？」

「……私も、あいつだけ」

　啓治から顔を逸そらし、頰ほおを胸に寄せる。

　ノイエは、心ここ地ちよさに満たされていた。

　男の腕うでの中が、これほど安心出来るとは思わなかった。

「何があった？」

「…………あいつと結婚しても、子が産めない」

　ノイエの婚約者は、女性だった。

　女子と女子の婚約。

　それは異質と言えるかもしれない。

　だが、愛に国境も性別もない。

　決して、あり得ないことではないはずだ。

　死んだ方がマシな理由とは、到とう底てい思えない。

「それだけ？」

「…………あいつは、嫌きらい」

　そのときのノイエの表情は、憎ぞう悪おに満ちていた。

　二人の間にどんな過去があるのか、啓治には想像も付かない。

「まあ、一つの理由で嫌ってる訳じゃないだろ？　その中の一つでもいいから、納なつ得とく出来る言葉が聞きたいもんだな」

　あれだから嫌い。これだから嫌い。

　一度人を嫌いになれば、その人間の人となりや性格、果てには言動一つ一つが嫌いになっていく。

　そのきっかけがなんなのかはわからない。

　だが、あるはずだ。

　誰もが納得出来るような要素が。




「…………変態」




　ノイエは少し悩なやんだ末に、一言で表した。

「ええ！　噓うそでしょ？」

　思ったより短い理由に、啓治は噴ふき出して笑った。

「奴は、紛まごうことなき、異常者」

　言い方を強められると、説得力が増す。

　異常者──と言われてもまだ範はん囲いが広すぎる。

「なんで、二人は婚約することになったんだろう」

　そんな変態と、こんなに嫌っている相手と、どういう経けい緯いがあったのか気になった。

「私の世界には、一九四の国がある。帝てい国こくはそれらを全すべて手に入れるんだけど、その方法は大きく三つ」

「三つ……」

　と言われても、当然世界が違ちがうからピンと来ない。

「まず、戦争行こう為いによる侵しん略りやく」

「ああ、そういうことね」

　啓治はノイエが何を言いたいのか理解したが、それがノイエの婚約とどう繫つながるのかわからなかった。

　とりあえず質問はせず、話を聞こうと相づちだけにする。

「暗黒騎士たち率いる帝国軍は他国を圧あつ倒とうし、世界に恐きよう怖ふと憎ぞう悪おを植え付けた。占せん領りようした領地では暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくし、完かん膚ぷなきまでに、国を、国の根幹たる民たみを叩たたきつぶしていった」

「それで？」

「今度は、降こう伏ふく勧かん告こくを行った。圧あつ倒とう的な力。無む慈じ悲ひな力で、同じようにねじ伏ふせられたくないならば──軍門に降くだれと」

「まあ、戦争は出来る限りしたくないからね。でも、降伏したら奴ど隷れいのような扱あつかいを受けたりするのかなって心配があるね」

「むしろ、降伏に応じなければ奴隷的な扱いにすると。実は、戦線が長くなりすぎて、帝国も侵略戦争は難しくなっていた」

「なるほど、上からモノを言ってるようで、帝国も戦争はしたくなかったのか」

「最初から、全てを侵略戦争で勝ち取るつもりはなかった。一度目の恐怖は、後の外交をスムーズに行かせるためだった」

「一度めちゃくちゃなことをすると見せれば、逆らいたくもなくなるってか」

　まるで、ヤクザのようなやり口に、啓治は嫌けん悪お感を抱いた。

「そして、最後に条件付けの合がつ併ぺい」

「というと？」

「色々方法はあるが、その中の一つが…………政略結婚」

「……あっ！」

　啓治はやっと、なぜノイエがこの話をしたのかを理解した。

　てっきり、相手もノイエと同じく帝国側の人間、暗黒騎き士しの一人だと思っていた。

　だが、違ったのだ。

　異世界人ではある。帝国の人間ではある。

　だが、『元々』は違う。

　帝国側の人間であるノイエと結婚することで、帝国が国を吸収したってことなんだろう。

「私は一つ条件を出した」

「ほう」

「もし、他に結婚相手が出来れば、婚約は破は棄きすると」

「なるほど、だから、お嫁よめさんになるために、この世界に来たのか」

　ノイエは帝国に言われ、暗黒騎士を監かん視しするという名目でこの世界にやってきた。

　それを利用して、ノイエは婚約を破棄しようと頑がん張ばっていた訳だ。

「私の世界では、──私は幼すぎる」

　そして、ノイエはこの世界に来たのだ。

　ロリコンがいる、この世界に──







　タッチフットの方はまた攻こう守しゆが入れ替かわり、啓治とノイエはコートへと向かう。

　ハドル（作戦会議）を開き、作戦を決める。

　作戦は、あえてさっきと同じ。

　全員がパスを受けるショットガンオフェンス。ノイエだけが右に出るパターン。

　だが、今回はタッチダウンではなく、一〇ヤードを狙う。出来る限り奥まで左側を全員が走り、ノイエだけが一〇ヤード地点まで戻もどってくるというルートを話し合った。

「オーマーハーっ！」

　ボールがスナップされ、ゲームが始まる。

　ボールを手にした啓治はパスターゲットを探す。

　全員が左を上がってく。

　パスターゲットがマークから外れるのを待ちながら、啓治はボールを構える。

　ノイエが一〇ヤード地点まで戻ってくるには、出来る限りディフェンスを奥まで引きつける必要がある。

　パスを投げるまでには、少し時間が掛かかるのだ。

　右を見て、左を見て──

　校舎の屋上に目が行った。

（今も、あそこから見ているんだろうか）

　プレイから、ほんの一いつ瞬しゆん気が逸れたその時──

　目の前に、黒い影かげ。

「しまっ──」

　啓治は、ディフェンスのタックルを受けた。

　ショットガンを選んだ時点で、パスレシーバーを追いかけるのではなく、発射台であるクォーターバックをパスする前に潰つぶす。

　ディフェンスのスーパープレイ。──サックだ。

　アメフトは、ボールを後ろにスナップしてパスを投げるクォーターバックに渡わたしてゲームを始める。

　そのクォーターバックが倒たおされれば、当然、始まった時点より後ろに下がってしまうのだ。

　一〇ヤードを進まなければならないのに、五ヤードほど後ろに下がってしまった。

　これによって、次のプレイでは、一五ヤードを取らなければならないのだ。

　タッチフットはタッチするだけでタックルと同じ扱いになるのだが、ヒートアップしすぎたのか、それともルールを理解しきっていなかったのか。

　暗黒騎士は本場アメフトの装備よりもがっちりとした装備で、啓治に思いっきりタックルしたのだ。

　その勢いで、啓治は倒れ込む。

　鎧よろいの硬かたさと、地面の硬さに挟はさまれ、啓治は思わずくぐもった声を出す。

　息が詰つまりそうだった。

「すまない」

　暗黒騎士が手を差し伸のべて、啓治を立たせようとするが、啓治は地面に倒れたままだった。

「啓治くん？　……おい！　大だい丈じよう夫ぶかっ！」

　暗黒騎士は心配になり、啓治の頰ほおを叩く。

「大丈夫……です」

　よろよろと立ち上がる啓治に、体育教師が駆かけ寄ってくる。

「おい、ホントに大丈夫か？　保健室行くか？」

「……はい。ちょっと、休んできます」

　そう言って、啓治はとぼとぼと、まるで重傷を負っているかのように装よそおいながら校舎へと向かう。

　だが、本当はぴんぴんしていた。

　暗黒騎士のタックルを受けて、息が詰まったのは確かだが、啓治は屋上が気になって気になって仕方が無かった。

　このまま、タッチフットを続けられる気がしない。

　啓治は校舎に入ると、保健室には行かずに全力で階段を駆け上がった。

　二段飛ばし、三段飛ばしで屋上を目指す。

　もしかしたら、エリーだったりするのかもしれない。

　そんな期待もあった。

　屋上の扉とびらは、常に鍵かぎが掛かっている。

　生徒が屋上にいるのは、危ないからだ。

　だが、その日は違った。

　ドアノブを捻ひねれば、ぎいっと重い戸が開き、ぶわっと風が入ってくる。

　思わず息を止めて、目を閉じた。

　目を開けると、そこには──

　晴天の空。南には燦さん々さんと照りつける太陽。

　コンクリート丸出しの屋上。

　事故を防止するために、高い柵さくで覆おおわれている。

　空調機器や、給水タンク。全てが同じ色だった。

　そんな場所に、一人の少女。

「エリー……」

　啓治は、爽さわやかな笑顔を向けるが──

　そこにいたのは、エリーじゃなかった。

　ぱっと見ただけで、違うことがわかる。

　エリーは金きん髪ぱつだが、そこにいたのは黒くろ髪かみの少女だった。

　年は、エリーと同じぐらいだろうか。

　艶つやのある黒髪。

　制服ではなく、普ふ通つうの女の子の格好──の上から、新しん撰せん組ぐみの隊服と同じようなだんだら羽織を着ている。

　赤穂あこう浪ろう士しのだんだら羽織ではない。

　青のだんだら羽織は、新撰組だ。

　そんな妙みような格好をした少女は腹ばいになって、天体望遠鏡を構えている。

　まるでライフルで狙そ撃げきしようとしているスナイパーのようだ。

　少女は、突とつ然ぜん屋上へ現れた啓治に驚おどろき、ぴょんと跳はねるように立ち上がる。

　きっ──と睨にらみ付ける顔は、幼い。

　ノイエやエリーと同じく、童顔と言えるだろう。

　それでいて、日本人離ばなれした身体能力が垣かい間ま見みえる立ち上がり方。

　腰こしには、大層な刀がぶら下がっている。

　エリーは誰だれが見ても巨きよ乳にゆうと言うだろうが、彼女は普通。

　背はエリーと同じぐらいだろうか。

「な、なんですかっ！　お前は！」

　びしっと指をさされ、啓治は頭をポリポリと搔かく。

　女子らしい、甲かん高だかい声だった。
















「そっちこそ、誰なんですかね？　見たところ、生徒でも無さそうだ」

　啓治は、これはもうノイエの婚こん約やく者であると当たりを付けて、少し警けい戒かいしながら話した。

「もんじゃでございます」

　えっへん、と胸を張る。

「……もんじゃ？」

　啓治は意味がわからず、聞き返した。

「………………」

　えっへんと胸を張ったまま、少女は固まった。

「もんじゃ」

　え？　知らないの？　と言いたげな表情で、もう一度はっきりと言う少女。

「あの、美お味いしい？」

　啓治は手て振ぶりで鉄板でもんじゃを焼く仕草を見せる。

　それに対して少女も身振りでさささっと空中に文字を書き始めた。

「忍しのぶ者と書い「あ、それはニンジャね」」

　啓治は彼女が言いたいことを瞬時に理解し、かなり被かぶせ気味に訂てい正せいした。

　被せ気味のツッコミに、少女の顔が見る見る赤く染まっていく。

「…………ニンジャって言いましたー」

　ちょっと斜しやに構えた態度で、少女はぷいっとそっぽを向く。

「負けず嫌ぎらいっ！　絶対もんじゃって言ってたじゃないっすか！」

　すぐにバレる噓うそを吐はき捨てた少女に、啓治は思わず語気を強め、さらに敬語になっていた。

「絶対にニンジャって言いましたー。あとサムライ」

　だが、少女はめげない。尚なおも噓を吐き通し、さらに追加してきた。

「あとって何！」

「ニンジャザムライ」

「どっち？」

「どっちも」

「負けず嫌いな上に欲よく張ばりっ！　普通、どっちかじゃないかな」

「…………マジで」

　少女は、ショックを受けていた。

　啓治は拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　ノイエの物言いから、もっと恐おそろしい、もっと変人だと思っていた。

　だが、思ったほど危険でもないし、異常者でもなさそうだ。

　ちょっと、頑がん固こ者ものな所はあるみたいだが──

「……はあ、俺はここの生徒で、鞍くら馬ま啓治と言いますが、あなたはどこの誰ですか？」

　啓治は仕切り直す。

「シムラ……カナエ」

（思ったより普通の名前だ）

　てっきり、ノイエを狙ねらっていた奴やつだろうと思っていたが、黒髪だし、新撰組のような青いだんだら羽織だし──もしかしたらこの世界の変態なのかもしれない。

「獅し子しの『獅』に、天あまの叢むら雲くもの『叢むら』。カナエはなんかこう、壺っぽい鼎かなえ」

「獅し叢むら……鼎かなえ」

　啓治は改めてその名前を反復し──

（絶対偽ぎ名めいだっ！）

　啓治は確信した。

　難しい漢字に憧あこがれて、今さっき思いついたような名前。

　それは、ただ単に本名を名乗りたくなかったのか。

　それとも、ノイエのようにこの世界で生きるために考えたのか。

　いずれにしても、あり得ない名前。一字一句、『考えた名前』だ。

「カッコイイです？」

　幸せそうな笑顔で言う。

「で、カナエさんはここで何をしてるんだ？」

　啓治は、カナエにどう接すればいいのか対応に困っていた。

　あたかも、インターンの学生医師が、初めて患かん者じやと話すときに敬語で行くかタメ口で行くか悩なやんでいる内に、どっちつかずになってしまったかのようだった。

「……カッコイイです？」

　むっとした表情。

　名前をカッコイイと言わないと、何も答えてはくれないようだ。

「カッコイイ。超ちようカッコイイ」

　啓治は面めん倒どう臭くさそうに、口早で褒ほめた。

「ですよねー」

　幸せそうな、笑え顔がおで言う。

　全然カッコイイと思っていないニュアンスは、カナエには届かなかったようだ。

「で？　何をしてたんだ？」

　さらに、敬語を使わずとも別に何とも思っていないような表情だったので、普通に喋しやべることにした。

「……まあ、いいです。どこかバカにしているような気はします。でも良い人そうです。これを覗のぞいてみていいです」

　カナエはそう言いながら望遠鏡の照準を合わせて、啓治にアゴで指示を出す。

　望遠鏡を覗き込んでみると──

　そこには、体育座りしているノイエの姿。

「堪たまらない太ももです」

　じゅるり。ヨダレを拭ぬぐうカナエ。

　啓治は、ノイエの言葉を思い出す。

『奴は、紛まごうことなき、異常者』

　これで、確実にこいつがノイエを狙っていると判断した啓治は、再度カナエと向き合った。

　変な敬語で話すのも、異世界人で日本語がまだ上う手まくないということだろう。

　つまり、暗黒騎き士しと同じ世界の住人。

「彼女が、好きなのか？」

「誰でもいいです」

「は？」

「幼いおなごなら、全部好きです」

（……女のロリコンは、初めて見た）

　ノイエは、ロリコンを求めてこの世界へやってきた。

　暗黒騎士の世界でのロリコンは、女子しかいないと考えれば──その気持ちも理解出来る。

　ロリコンから逃にげて、ロリコンを求めるとは、皮肉な話だ。

「カナエ、君はノイエの婚約者だろう？」

　啓治は、核かく心しんに迫せまった。

「ノイエ？」

「これで今覗いていた子」

「あー、エロメイド、ここではそう名乗ってるんですー」

「エロメイド……」

　啓治は、ノイエの本名を聞いて、偽名を名乗りたくなる気持ちを理解した。

　暗黒騎士の世界でどういう意味なのかはわからないが、この世界ではあまり名乗りたくない名前だろう。

　もしかしたら、カナエも同じなのかもしれない。

「どうして、私がエロ……ノイエの婚約者だと？」

　カナエは全く見知らぬ男が急に真実を述べたので、驚いていた。

「ノイエを見ていたから」

「なんと！　それだけで私が婚約者で、性的な目で見ていて、太ももをぺろぺろしたいことがバレたなんて！　付け根の内側の部分をぺろんちょしてびくびくってさせたいだなんて！　なんてこった！　膝ひざの裏っかわをぺろって一舐なめして、ひゃっ！　なんて言わせたいことまでバレていたというのーっ！」

　カナエは頭を抱かかえて、ゴロゴロと屋上の床ゆかを転がった。

　スカートからちらちらと青と白のシマシマなパンツが見え隠かくれしていた。

「そこまで言ってないけど」

　だんだんと、ノイエの気持ちがわかってきた気がした。

「はっ！　まさか私がこの世界の人間じゃないことも？」

　四よつん這ばいの状態でぴたりと動きを止めたカナエが、また啓治を睨にらみ付ける。

「あ、それはわかってた。っていうか──拙せつ者しやじゃないんだな。一いち人にん称しよう。ニンジャなのに」

「あなた……ニンジャですねっ！」

　びしっと指をさされた。

「……いや、違ちがうけど……確かに、似たようなもんかな？　どうしてそう思う？」

　不思議なレッテルを貼はられ、啓治は手を振ふって否定する。

　が、啓治は風使いの一族で、山ごもりして過ごしてきた。

　隠おん密みつ行動にも、長たけていると自負している。

　ある意味、ニンジャみたいなモノだ。

「……情報通過ぎます。諜ちよう報ほうを重宝してるんです」

「そうでもないさ」

「じゃあまさか……あなた──ロリアディです？」

　カナエは、ごくりとツバを飲み込み、恐る恐る聞いた。

「何そのロリアディって奴」

　聞き慣れない言葉に、啓治は首を傾かしげる。

「ロリータ・アディクション」

　略りやく称しようを開いて聞いても、まだ理解出来ない。

「ロリコンではなくて？」

　さっきもニンジャをもんじゃと言っていたので、訂正してみるが──

「ロリコンってなんです？」

　今度はカナエが首を捻ひねる番だった。

「ロリータ・コンプレックス」

「私はロリータが好きなことにコンプレックスは抱いだいていないです！」

　やだなー。何それー。とでも言いたげに、鼻で笑いながらぶんぶんと手を振って否定する。

「……あれ？　そういう風に言われるとロリコンって言葉もなんだか違い和わ感があるな。アディクションはどういう意味なの？」

「『それなしではいられない』って感じじゃないです？」

「依い存そん症しようって感じ？」

「そうですそうです！」

　やっと意思の疎そ通つうが出来たと、カナエは大きく頷うなずいた。

「ロリータ依存症……ロリコンよりヒドい気がする」

　啓治はとんでもないレッテルを貼られてしまったことに気付き、顔を引きつらせた。

「で、ロリアディなのです？」

「……いや、違うけど」

「…………あっ！　ああっ！」

　カナエは何かに気付いたように、啓治の顔を指さした。

「ん？」

「あなたっ！　エロメイドと一いつ緒しよにいた奴っ！　さっき一緒にっ！」

　ここでやっと、カナエは、啓治が先ほどノイエと抱だき合っていた人物であると気付いた。

　ワナワナと震ふるえる指先。

　それは、怒いかりと憎ぞう悪おによるものだ。

「……そうだ。俺は……」

　啓治は、続く言葉を言おうかどうか悩んだ。

　だが、この全すべて、このためにやってきたこと。

　言うしかない。

「俺は、ノイエの、エロメイドの恋こい人びとだっ！」

　ずがーん。

　カナエの全身を、稲いな妻ずまの如ごとく啓治の言葉が突つき刺ささった。

　そして、頭を抱えてまたゴロゴロと転がる。

「なんてこった！　私のエロメイドがすでにロリアディにぺろぺろ済みだなんてっ！　全身素すっ裸ぱだかにしてバターを塗ぬりたくって、ぺろぺろ済みだなんてっ！」

「いや、そんなことしてないけど」

「え？　してないです？」

「うん」

「じゃあ、許すっ！」

「えっ！　いや、恋人なんだよ？」

「恋人と婚こん約やく者では、婚約者の方が上なのです」

　啓治は、カナエと話していて、これからノイエのことをどうするべきか悩んだ。

　ノイエの言うとおり、確かにカナエは変態だろう。

　ロリータ依存症。

　傍はたから見ればただの変な奴やつだが、狙ねらわれた当の本人からすれば、恐きよう怖ふを感じるだろうし、背筋が寒くなるだろう。

　だが、人間としてそれほど悪い奴でもなさそうだ。

　ノイエを傷つけるとか、奴ど隷れいのような扱あつかいをするとかではなく、気持ち悪いほど過か剰じようで性的な愛を注ごうとしているだけだろう。

　悩なやみに悩んだ結果──

「……カナエ」

「はい」

「ノイエは……ノイエは俺のモノだ」

　啓治は、鬼おにになる決意をした。カナエには悪いが、ノイエの意思を尊重させてやりたい。

「……えっ」

「いずれ、結婚する」

「……ええっ！　ぺろぺろは？　ぺろりんちょは！」

「するっ！　ああ、するさっ！　するに決まってる！」

「な、ななななんてこった！」

　カナエはおでこをぺちっと叩たたき、ウロウロと屋上を歩き始める。

「だから、お前はノイエを諦あきらめてくれ」

「ぐぬぬぬ……あなた如きの男が……でも！　さっきロリアディではないと否定したです！」

「……さっきは噓うそを吐ついた。そうさ。俺は……ロリアディだっ！　幼い容姿の女子が大好きなんだよっ！」

　大きな声を出さなければ、吐けない噓だった。

　噓だとしても、幼い女子が好きだなんて、叫さけびたくはないものだ。

「……そうです……か。エロメイドがこの世界から帰ってこない理由がわかりました。まさか本当にいるんですね……この世界には『男のロリアディ』が」

　カナエはむむむっと口を尖とがらせ、考える。

　啓治の言動によって、やっとノイエが婚約破は棄きを目もく論ろんでいると気付いた。

「ノイエはな、お前と結婚なんかしたくないんだと」

「……そ、そんな……」

　啓治に突きつけられた真実に、がっくり膝をついてショックを受けるカナエ。

　そこまで落ち込まれると、なんだか悪者になったような気だった。

「……嫌きらわれるようなこと、したのか？」

「……記き憶おくにないです。あんなに愛し合ったのに……」

「カナエとノイエのなれそめとかを聞きたいね。そっちの世界のことは、全然知らないからさ」

「とくと聞くがよいです。私とエロメイドがどれほど愛し合っているかを！」

「愛し合った？」

　今話を聞くだけだと、一方的な愛にしか思えない。

　この話如何いかんによっては、カナエを応おう援えんすることも考えつつ、とりあえず過去話を聞こうと決めた。

「……エロメイドは、暗黒騎き士しの中でも異質な存在だったんです」

「異質というと？」

「暗黒騎士は、言わば帝てい国こく将軍。兵を率いる総大将たちなのです」

「うん」

「その中で、エロメイドは基本的に単独行動を行い、潜せん行こう活動が多かったんです」

「じゃあ、ノイエがニンジャみたいじゃないか」

「そうです！　格好良かったですぅー。私はその姿に憧あこがれたんです」

「それで、そんな新しん撰せん組ぐみみたいな格好を？」

「これはニンジャの正装なのです」

　啓治は、「……違うよ」とは言わなかった。

「で、その憧れが恋こい心ごころに変わったと」

「……私は、エロメイドを拿だ捕ほするように指示したです」

「拿捕……」

　啓治は驚おどろいた。

　何よりも、カナエが人に指図出来る立場の人間であることに。

「三〇〇人の犠ぎ牲せいを払はらって、ついにエロメイドを拿捕した私は、連日連夜、エロメイドと愛し合ったです」

「……今、なんか色々ぶっとんでるな。具体的に、ノイエがどういう状態で、カナエはどういう立場で、何をしたのか教えてくれ」

「まずエロメイドの状態……ベッドにこう、裸にひんむいて鎖くさりでつなぎ止めたです」

「一発目から強きよう烈れつにアウトだな」

「私の立場……モースネ国の姫ひめです」

「お姫様だったのっ！　意外だわ」

　立ち居い振ふる舞まいも、頭の悪さも、高貴な身分とは思えない。

「何をしたのか……ですね。そりゃあもう、いっぱい色々なことをしたです」

　じゅるり、とヨダレをだんだら羽織の袖そでで拭ぬぐう。

「舐なめ回したのか」

「あるときは筆で、あるときは孫の手で、あるときは犬を使って、色々やりました」

「……それが、ノイエのトラウマになってるわけだな」

「え！　あんなに喜んでたのに……」

「本当に？」

「……たぶん」

「で、鎖はいつ外したんだ？」

「三日目です。捕ほ虜りよ交こう換かんの話が出て、解放するしかなかったです」

「でも、お前は諦めなかった」

「はい。そこで提案したです」

「帝国の軍門に降くだる代わりに──ノイエをくれと」

「政略結婚なんて、普ふ通つうのことです。きっと、本人も納なつ得とくしていたはずです」

「あいつはな、お前と結婚するぐらいなら、死ぬとまで言ってたんだぞ？」

「なんてこった……」

「だから──」

「しょうがないです。ちゃんと──洗脳しないとっ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎるカナエ。

　啓治は、その考え、その結論に啞あ然ぜんとした。

　そして──ノイエと同じ気持ちになった。

「させねえよ。そんなこと」

　その声は、焦しよう燥そうに満ちていた。

「あなたはどうなのです！　エロメイドと、どういう関係なのですっ！」

「お前、どうせ、ノイエをこれからも見張るんだろ？」

「見み栄え張る？」

「見ていればいいさ。きっとわかる。俺とノイエの愛の方が、お前の愛より強く──そして正しいことが」

「……それは、宣戦布告ということです？」

　カナエの目が、鋭するどく研とぎ澄すまされた。

　まるで、今までのバカなカナエがただの演技であるかのような、冷ややかな目。

「ああ、その通りだ」

　啓治はその目に負けじと、同じように目を細めて睨にらみ付けた。

　一いち陣じんの風が吹ふき、西部劇のガンマンが対たい峙じしたように、二人はじっと動かなかった。







　　　第二章「リハーサル・コミュニケーション」







　暗黒騎士──『エールリンク・ラグナ・ウォルター』はマホに背中を押され、数日ぶりに鞍くら馬ま啓けい治じの家を訪おとずれた。

　鎧よろいを脱ぬぎ去り、学校の制服だけを着た、『エリー』として。

　輝かがやく金きん髪ぱつ。童顔で巨きよ乳にゆう。それが、エリーだ。

　ここへ来るのは、何日ぶりだろうか。

　毎日来たいと思っていたが、来られずにいた。

　また、あの現場に遭そう遇ぐうするかもと思ったからだ。

　好きな男が、女と抱だき合っている光景。

　それは、どんな理由があったとしても、見たくはない。

　もしかしたら、今も、それ以上の痴ち情じように遭遇するかもしれない。

　そう思うと、指が震ふるえる。




　ぴーんぽーん。

「くーらーまーくーん、あーそーぼー」

　いつもより、少し小さな声だった。

　すると──

　どたどたどたどたと足音がして、勢いよく戸が開いた。

「え！　エリーっ！　よく来てくれたね！」

　ぱあっと華はなやいだ笑え顔がおで、啓治はエリーを迎むかえ入れる。

「………………どうも」

　対して、エリーは目を逸そらした。

　啓治の顔を、直視出来ない。

「前にここで見たことは誤解なんだよ」

　啓治は、早さつ速そく本題に入った。

「……大だい丈じよう夫ぶです！　気にしてません！」

　エリーは満面の笑みを浮うかべた。

「え？」

「マホから話は聞きました！　色々大変だったそうですね！」

　それは、精せい一いつ杯ぱいの笑顔だった。

　何度も何度も、鏡の前で練習した笑顔だった。

　今度啓治に会ったら、上う手まく笑えるように。

「ああ、そうなんだよ」

　啓治は不安だった。

　エリーの笑顔が、上手すぎて。

　自然に出たとは思えなくて。

「それに、私みたいなドＹな人間が、啓治さんの色いろ恋こい沙ざ汰たのお邪じや魔まは出来ませんし」

「ドＹって何？」

「超ちよう弩ど級きゆうの幼よう稚ちさってことです」

「幼稚……」

　啓治は、じっとエリーの胸を見る。

　背は低いし、顔は幼い感じだが、体は明らかに女子高生。

　エリーには今まで、何度も相談に乗って貰もらったし、アドバイスが間ま違ちがったこともない。

　確かに、エリーは幼稚な部分がある。

　だが、それでも少なくとも、啓治よりは大人だ。

　常識知らずの啓治にとって、エリーは何歩も先を行った開かい拓たく者なのだ。

「啓治さんの恋れん愛あい！　私応援しますから！」

　そうやって、笑顔を見せるところも全すべて──啓治には『大人』に見える。

「誤解が解けてない！　ノイエと俺は、恋愛してる訳じゃないんだよ！」

「大丈夫です！　ちょっと号ごう泣きゆうしましたけど、大丈夫ですよ！」

「大丈夫じゃないじゃない！」

　啓治はどうすればいいのかわからず、頭を抱かかえた。

　そして、それがカナエのリアクションを見過ぎて焼き付いてしまったポーズだと気づき、すぐに止めた。

「……だって、私は、啓治さんにとって、何の価値もない存在。目にゴミが入った──お前のことだよって言っちゃうような存在ですもんね」

　啓治に会えない間、エリーの中でネガティブな思考はどんどん加速度を増していた。

　恋こい人びとでもない自分が、啓治の恋愛をとやかく言うことなど出来ない。

　↓

　それどころか、友達ですらない自分が、啓治さんの行動をとやかく言うなんて烏お滸こがましい。

　↓

　っていうか、私はゴミ。虫けら以下の、何の価値もない、ただ捨てられるだけの存在である自分が、啓治様のなさることに何か私見を述べるなど、度し難がたい。

「いやいや、そんなことないって」

「……私なんて……」

「俺はエリーのことが大事だから、こうして言い訳してるんじゃないか」

「え？　大事……？」

　思いがけない言葉に、エリーはぱちくりと瞬まばたきをした。

「ああ、一番失いたくない──友達なんだ」

　エリーの目の端はしに、涙なみだが溜たまってきた。

　嬉うれしかった。

　友達──ではあるが、一番失いたくないなんて言葉を掛かけて貰えるとは、思ってもみなかった。

　そんな台詞せりふ──帝てい国こくの誰だれも言ってくれなかった。

　もし言ってくれる人間がいてくれてたら、この世界に移住しようとは思わなかったかもしれない。

「ええ！　うわっ！　ちょっ！　ええ！　どうしたの？」

　女の涙に慣れていない啓治は、急に泣き出したエリーに狼狽うろたえた。

「いえ、なんでもないです……」

　ぐっと涙を拭うエリー。

「とりあえず、上がってよ。玄げん関かんで話すのもなんだし」

「はい……ありがとうございます」

「烏龍ウーロン茶でいい？」

　啓治は冷蔵庫からお茶を取りに向かい、先に部屋へ入ったエリーは布ふ団とんの上にちょこんと座る。

　いつもなら、ダイブしてからゴロゴロと転がるところだが、今回は自じ粛しゆく──出来なかった。

　ぽてっと布団へ横になり、枕まくらに顔を埋うずめる。

（啓治くんの香かおり……この布団の感かん触しよく……久しぶりーっ！）

　嬉しくてバタバタと足を動かし、枕の下に腕うでをやって、ぎゅっと枕を抱きしめる。

「とにかく、ノイエとは、何でも無いんだ」

　啓治が部屋にやってきたと同時に、エリーは体育座りになった。

「エロメイドはこの世界で結けつ婚こんするのが目的だって言ってました。だから──てっきり啓治さんと……」

　エリーが勘かん違ちがいした一番の理由は、ノイエの目的が『この世界で結婚する』ということだったからだ。

「ちょっと待ってエリー」

　啓治は、どうしても看過出来ない単語に、手を差し出して話を止めた。

「はい？」

　急に話を切ってくるような啓治は珍めずらしいので、何かあったのかと不安げにエリーが返す。

「……ノイエの本名を知ってるってことは、やっぱりエリーも異世界から来たの？」

「あ……」

　エリーは思わず、口元を手で押さえた。

　やってしまった。

　エリーは、自分が暗黒騎き士しであるということを啓治に伝えていない。

　騙だましていたと思われたくないから。

　嫌きらわれてしまうのではないかと心配だったから。

「来たの？」

「イエス、サー」

　再度問われ、エリーはしどろもどろに答えた。

「やっぱりね。日本人離ばなれしてるなーとは思ってたんだよ」

　謎なぞが一つ解けて、啓治は笑顔で言う。

「……あの、その……」

　エリーは啓治が『暗黒騎士＝エリー』の方程式を導き出すのではないかと恐おそれながら、俯うつむいて上うわ目め遣づかいに様子を窺うかがいながら話をしようとしたが、何も言葉が出てこない。

　また、墓穴を掘ほるかもしれないからだ。

「じゃあさ、ノイエの恋人のこと、知ってるかな？」

「……啓治さんのこと？」

　ノイエ……エロメイドの恋人……エリーの頭の中に、啓治とノイエが抱き合っている映像が浮かび上がっていた。

「……あれは、恋人ごっこだったんだよ」

「ごっこ？」

「そうそう。本当に恋人になったわけじゃなくて……俺が聞きたいのは、ノイエの……婚約者？　のこと」

「ああー。はい、知ってます」

　エリーの頭に、黒くろ髪かみの少女が浮かぶ。不敵な笑みで、ヨダレを拭ぬぐっていた。

　その顔を思い出すだけで、エリーは引きつった笑みを浮かべた。

「どういう人？」

　啓治は、ノイエの印象を受けたまま、カナエと対たい峙じしてしまったために、悪者だという先入観のもと、話をしてしまった。

　エリーの意見は、かなりの参考になる。

　もしかしたら、カナエの良いところが聞けるかもしれない。

　そうすれば、印象も変わって──

「一言で言うと──変態です」

　印象は、変わらなかった。

　ノイエから見てもエリーから見ても、同じ見解。

　啓治自身も、カナエと出会って同じような印象を受けたのだから、啓治は笑うしかなかった。

「二言で言うと？」

「変態で、向こう見ず」

「そりゃあまた、手厳しい言葉だな」

　としながらも、エリーの言葉に啓治は全面的に同意していた。

「幼い女の子が好きなところさえなければ、明るくて良い子なんですけど。いかんせん、頭の大部分がその性せい癖へきで埋め尽つくされてます」

「あー、確かに」

「あれ？　知ってるんです？」

「実は、一回話をしたんだ」

「そうなんですかー」

「エリーと同じ感想だったよ」

　二人は一いつ緒しよに笑った。

　互たがいに、互いの思いが同じだったことが嬉しかった。

「ってことは、もうこの世界にやってきてるんですね」

「ああ、獅し叢むら鼎かなえって名乗っていた」

「か、かっこいい……」

　エリーは衝しよう撃げきを受けた。カナエの偽ぎ名めいが、羨うらやましかった。

　まるで、アニメや漫まん画がにでも出てきそうな名前だったから。

「でさ、エリー。一つ相談があるんだ」

「はい！　なんでしょう！」

「ノイエとカナエが結婚しないために、俺とノイエが恋人になったと思わせたいんだ」

「結婚させてしまってもいいのでは？」

「いや、ノイエは命を絶ちたくなるほど嫌いやがっていた」

「まあ、そうでしょうねぇ。私でも──そうするかも」

　しみじみとエリーは言う。

　そう、エリーは知っていた。

　捕ほ虜りよとなったノイエがどういう目に遭あっていたのか。

　自由を奪うばわれ、おもちゃにされていたことを。

「そこまで悪い奴やつにも思えなかったけどね」

「犬ぐらいすぐぺろぺろしてきますから。純じゆん粋すいな変態ってだけですけど、そこがちょっと過か剰じようなんですよねー」

「あ、それはちょっと予想出来るかも」

　屋上で話していた内容を思い出し、啓治は顔を引きつらせた。

「で、まあ、恋人だってわからせるためには、どうすればいいかな？」

「んー、いちゃつけばいいと思います」

「単純だな」

「どうせ、カナエ……ですか？　はエロメイドをいつもずっと監かん視しすると思います」

「あー」

　屋上から覗のぞいていたカナエを思い出す。

　あれは体育の授業だけではなく、もしかしたら普ふ通つうの授業のときも別の角度から覗いていたのかもしれない。

　今現在、もしかしたら、家にまで行っているかもしれない。

「だから、いちゃいちゃを見せつければいいと思います」

「結局、そうなるんだね。でもエリー？」

「はい？」

「ちょっと目が怖こわい」

「……はうっ」

　啓治に言われ、エリーはパンと頰ほおを打った。

　いちゃいちゃすればいい。とは言ったが、想像するとノイエが羨ましくて、苛いら立だちを覚えていた。

「ノイエとデートをするにしても、どうやればいいのか、実はよくわからないんだ。そこで──」

「デートのやり方、私知ってますっ！」

　啓治が言わんとすることを瞬しゆん時じに嗅かぎ取り、エリーはぐいっと身を乗り出した。

「さすがエリーだね」

　デートのやり方がわからないから、エリーにリハーサルをして欲しいと言いたかったが、どうやらそれを皆みなまで言わずとも理解してくれたようだ。

　やっぱり、エリーは頼たよりになる。と、啓治はほくそ笑む。

　ほくそ笑みながら、思いっきり顔を近づけてきたエリーを手でほんの少し押し返した。

「そうですね！　デートしましょうデート！　いちゃつきましょう！　全力でっ！」

　エリーは目を輝かがやかせる。

　そして、ノイエとの恋人ごっこが許せなかった理由に気付いた。

　自分が、やれていないことを先にやられるのがイヤだったのだと。

　それを見て、やっと啓治は胸むねを撫なで下ろした。

　エリーの笑顔を、ずっと見たかったから。

「じゃあ、今から行こうか？」

　立ち上がろうとする啓治。

「あっ！　でも、その……明日あしたでお願いしますっ！」

　その啓治を手で制して、エリーが立ち上がる。

「え！」

「今日はその……用事があるんで！　明日の朝に、また来ます！」

　エリーは今すぐにでも行きたかった。

　だが、まだ行けない。

　今、行く訳にはいかない。

　いそいそと帰り支じ度たくを整えてカバンを抱かかえる。

「……そうか」

　啓治は、エリーと一緒に遊びたかった。

　だが、今日は再会を果たしただけで、それ以上高望みをしない方がいいと判断した。

　だから、止めなかった。

　明日また来ると言っているんだ。

　それをただ、待とうと思った。






















　エリーは一つ、噓うそを吐ついていた。

　デートのやり方など知らないのだ。

　もしあのまま啓治とデートに出で掛かけていたら、確実に失敗しただろう。

　しかしながら、これはチャンスだ。

　啓治とデートをする、チャンス。

　ノイエに先を越こされない、チャンスなのだ。

　だからこそ、一度マホに相談するべきだと考えた。

　失敗をするわけにはいかない。

　はやる気持ちを抑おさえて、でも抑えきれずに全力疾しつ走そうで帰宅したエリーは、マホへ電話を掛かけた。

「はいもしもしー」

　マホの声。

　寝ねていたのか、ダルそうな声。

　マホはキャミソールに短パン姿で布団の中に入っていて、今正に寝ようとしているところだった。

　まだ寝るには早い時間だが、マホは好きな時に好きなだけ寝るというスタンスなのだ。

「おい、マホよ。私だ」

　エリーこと暗黒騎き士しは、早口に言う。

「あー、うん。電話番号で誰だれかはわかってるよ」

　慌あわてた様子の暗黒騎士の電話に、マホは欠伸あくび混じりに返した。

「どうすればいい？」

　暗黒騎士はテンパりすぎて、結論から始めた。

「何が？」

　マホは暗黒騎士がテンパってるのはいつものことだと、気にも止めずに聞き返す。

「デートとは、どうすればいい！」

　その言葉を聞き、マホはぱちりと覚かく醒せいする。

「……デートするの？」

　暗黒騎士が、ついに恋こいの華はなを咲さかせたのかと、マホは少し興奮していた。

　マホが背中を押したことにより、啓治とデートをする運びになったのだと。

「いや、デートをレクチャーするのだ」

　という暗黒騎士の言葉に、マホは少し困こん惑わくした。

「まーた面めん倒どうなことを始めようとしてる？」

「え？　デートは面倒なのか？」

「ううん。別になんでもない」

「マホよ、教えてくれ！　何をすれば、素晴らしいデートなのだっ？」

　暗黒騎士は、切に訴うつたえる。

　何せ、時間が惜おしい。

　決戦は、明日なのだ。

「んー、好き同士ならどこでもなんでも、素晴らしいんじゃないのかな」

「哲てつ学がくは聞いていない」

　適当に流そうとしたマホだったが、暗黒騎士が真しん剣けんに聞いているようなので、眠ねむい目を擦こすって、ベッドに座り、足を組む。

　マホも、暗黒騎士に対して真剣に答えてあげたかったからだ。

「……じゃあ、ショッピングかな」

　デートをするには、まずショッピング。

　これから全ては始まると言っても、過言ではないだろう。

「……ショッピンク」

「ん？」

　マホはエリーの語ご尾びに少し引っかかりを感じていたが、あまり気にせず話を進める。

「で、買いたいモノはちゃんと決める」

「それまたどうして？」

　マホの言う意図がわからず、暗黒騎士は聞き返す。

「冒ぼう険けんに出掛けて、なんの成果もないなんて、面おも白しろくないでしょ？」

　マホは得意気に言った。

「確かにそうだ」

　暗黒騎士の頭の中で、ロールプレイングゲームの光景が浮うかんでいた。

　伝説の剣けんを求めて長い長いダンジョンを進んでいって、苦労を重ねたのに何にもなかったとすれば、面白くはない。

「まあぶらぶらと街を歩けばいいと思う」

「ふむふむ」

「で、ご飯食べて」

「やはり必要だな」

「人を良くすると書いて『食』。これがメインでもいいぐらいよ」

　マホはまた得意気に言った。

「確かに、飯を食べに行くのは良い案だ。では、何を食すべきだろうか？」

「そうねぇ……牛ぎゆう丼どんとかファストフードはなし」

「ふむふむ。それはまたどうして？　美う味まいぞ」

「そんなワンコインで行けるようなところにカップルで行ってどうすんのさ」

「安くて美味い。これ以上何を望む？」

「おしゃれ感は重要じゃない？」

「じゅ、重要っ！　うむ。重要だな」

　おしゃれ感というのがどういうモノなのかわからない暗黒騎士だったが、さも当然のようなマホの言いぐさに、知らないとも言えなかった。

「百歩譲ゆずって、ココイチかな」

　マホは、有名なカレーの店を思い浮かべていた。

　色々なトッピングが選べるし、サイドメニューも充じゆう実じつしている。

「あー、色々な商品があるものな」

　暗黒騎士はマホの意図するモノが、今度はしっかりイメージ出来ていた。

「ポテサラとかねー」

　ポテトサラダはみんなが大好き。カレーだけを食べるのではなく、そういうのも頼たのんでいった方がいいよと意識付ける。

「ポテサラ……あったかな」

　暗黒騎士は天を仰あおぎ、思い返す。

　メニューの中に、ポテトサラダなんかあっただろうか？　と。

「あるある」

　マホは、「さては暗黒騎士さん、カレーしか頼んだことがないな？」と少しバカにしたように頷うなずいた。

「そうなのか……私はちまきが好きだ」

「ちまき……あったかな……」

　マホは首を傾かしげる。

　まさか、知らないサイドメニューを言われるとは思わず、困っていた。

「あるある」

　今度は、暗黒騎士がマホをバカにする番だった。

「まあ、デートならイタ飯がいいんじゃない？」

　恥はずかしさを隠かくすために、マホは話を少しだけそらした。

　イタリア料理は、たとえそれがトマトソースのパスタだろうが、おしゃれ感を保つことが出来る。

　そもそも、イタリアンのお店は外観から店内から、おしゃれ感があふれ出しているのだ。

　デートで最も無難な場所だとマホは考えた。

「イタ飯か。確かに美味い。コンビニでもよく買うぞ」

　暗黒騎士は、イタ飯が大好きだった。

「そこで、まあ料理について語ればいいかな」

「語る……」

「そうそう。注文決めるときとか、どれにしようかって結構悩なやむから、こういうのが美お味いしいねーってアピールするのは結構良い手なのよ。好き嫌きらいとかもあるからさ」

「なるほど。では、存分に語ろうと思う」

「あ、でもおしゃれなお店とかって注文がややこしいときとかあるんだよねー」

「そうなのか？　私は恥はじをかかない注文の仕方をしたい」

「だったら、誰かのマネをすればいいよ」

「誰かのマネ？」

「たとえば、誰かがパスタを頼んだら、『よし、だったら私もそれにする』──ってね」

「なるほど」

　暗黒騎士の頭の中で、どんどんデートのイメージが固まっていく。

「で、ご飯のあとは適当なところで遊べばいいよ」

「ふむ。どこかいいところはあっただろうか？」

「あ、ほら、アミューズメント施し設せつあったじゃん、ボウリングとかカラオケとかダーツとか出来るところ」

「前にマホと遊びにいったところだな」

　暗黒騎士は、マホと週末に出掛けることが多い。

　そのほとんどが、ボウリングや、ダーツといった体を使った遊びだった。

「そうそう。こんなこともあろうかとね。そこで、まあダーツとかすればいいんじゃない？」

「大人のスポーツだな」

「そうそう。だんだんわかってきてるじゃーん」

「私を誰だと思っている」

「まあ、別になんだっていいけど……やるならカッコイイゲームがいいかな。あそうだ。そこで相手を褒ほめること」

「褒める？」

「そうそう。褒められて嫌いやな人間なんていないし、男ってのは、女子より立場が上で、常に褒められたがってるもんなのよ」

「……なるほど」

　マホの完全な偏へん見けんを、暗黒騎士はそのまま真に受けた。

　彼女の言うとおりに進めて、間ま違ちがったことはあまりない。

「べた褒めしちゃいなさい。べた褒め。あっちが褒めて来なくても、こっちから褒めてやる寛かん大だいな心を持ってね」

「べた褒め──では……そうしよう。…………で？」

「ん？」

「その……接せつ吻ぷんはいつすれば？」

「隙すきがあったらいつでもいいんじゃない？」

「……好きがあったら……」

　暗黒騎士は顔を赤らめた。

「不意打ちしちゃえ」

　マホは電話越ごしに、暗黒騎き士しが照れているのを感じ取り、にやりと不敵に笑うのだった。







　次の日、エリーと啓治は駅前へとやってきた。

　六月に入り、じめじめとした空気と湿しつ気け。そして夏に近づく気温。

　いよいよ、長なが袖そでが暑苦しくなってきた今日この頃ごろ、エリーはいつもと変わらず制服姿だった。

　駅に向かって、二人仲良く並んで歩く。

　啓治の家から駅までは、歩いて一〇分も掛かからなかった。

「まずはショッピンクです」

　エリーは右手を高く上げ、行軍の士気を上げる。

「ショッピンク？」

　啓治は聞き慣れていそうで聞き慣れていない妙みような単語に首を傾げる。

「ショッピンク。つまり──ショッキングピンクですっ！」

「え？」

　てっきり、ショッピングを言い間違えたのかと啓治は思っていたが、どうやら、意図的に間違えたようだ。

「今から、林はやし家やばりのショッキングピンクを探す冒険に出で掛かけます！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎるエリー。

「その言い方だと、まるで一門全体を指してるように聞こえるけど、ペー、パー子師し匠しようね……ってなんでショッキングピンクを探す冒険ってことになったの！」

「目的のない冒険なんて、面白くないじゃないですか」

「……まあ、それはそうだけども」

　ショッピンクを探す旅。

　果たして、それは面白い冒険なのだろうか。

　という根本的なことを啓治は考えていた。

　電車に乗って、おしゃれが集まる街へと向かう。

　あの、東口に西武百貨店があったり、西口に東武百貨店があったりして紛まぎらわしいことで有名過ぎる街だ。

「あ！　あれ結構ショッキングじゃないですか？」

　窓の外に、広告の看板がある。

　エリーは椅い子すに膝ひざをのせて、窓の外を眺ながめている。

　それはまるで、子供のようだった。

「まあ、結構なピンクだね」

　啓治は、一目することもせずに、眉まゆ毛げをかりかりと搔かきながら返した。

　ショッピンクなモノは町中に全然溢あふれていない。

　せいぜい、看板ぐらいだ。

　その看板も、うっすらピンクなぐらいで、一つしか見つからない。

「むぅー」

　エリーは上う手まく行かない冒ぼう険けんに、頰ほおを膨ふくらませて不ふ機き嫌げんそうな表情を浮うかべた。

「まあ、その内見つかるんじゃない？」

「そうですよね！　帰るまでには絶対見つけてみせます！」

「楽しみにしてるよ」

　それ以上の会話もなく、かの街へと着いた。

　地方から出てきたばかりの人間には地下迷めい宮きゆうとしか思えない広大な駅構内を抜ぬけて、地上へ出る。

　さて、ここからどうしようか？

　と啓治が言うより早く。

「ご飯行きましょうか！」

　とエリーが笑え顔がおで言う。

「ご飯？　あー先にご飯行く？　そっか、ランチタイムの内に行きたいね。どこがいい？」

　どこか遊びに行ってからご飯にすると、一五時を回ってしまう。

　一五時から一七時は店を閉めているところも多いため、食事にいくならば少し混こんでも一二時付近で狙ねらうべきだと啓治は考えた。

「５５１とか」

　エリーは人差し指を立てて、待ってましたと言わんばかりに言った。

「え！　肉まんとかの？」

　まさかの蓬ほう萊らいに、啓治はエリーを二度見する。

「はい。ポテサラもあるみたいですよ」

「５５１にっ？　あったかな？」

「まあ、百歩譲ゆずって──ですけどねー」

　エリーは、マホとのやりとりを思い出していた。

　そう、エリーはあのときからすでに、『ココイチ』と『５５１』を勘かん違ちがいしていた。

「この辺りには、多分５５１は無いと思うんだよね」

　啓治は元々関西の出身だから知っていた。

　豚ぶたまんで有名な５５１の蓬萊は、関西にしか店てん舗ぽを出していないことを。

「え！　そうなんですか！」

　エリーは小さく驚おどろいたあと、小首を傾かしげた。

（ならば何な故ぜ、マホは百歩譲って５５１でも良いと言ったのだろう？）

　デートに来る場所を間違えてしまったのか。

　せっかく教わったプランを実行出来ず、戸と惑まどっていた。

「お寿す司しとかどうかな？」

　そこで、啓治が提案する。

「……えっと」

　エリーはマホの言葉を思い出す。

　牛ぎゆう丼どんやファストフードはダメ。

　寿司はダメなところとは言ってなかったはずだ。

「じゃあ、お寿司屋さんに入りましょうか」

　問題なしっ！

　ぐっと親指を立てるエリー。

「ちょうど、給料が出たところだし、美お味いしいモノ食べようよ」

　啓治は笑顔で親指を立てた。

「奇き遇ぐうですね！　私も給料貰もらったところなんです！」

　それもそのはず、二人は同じ時期に、同じ場所でバイトをこなしているのだ。

　啓治よりも、コスプレで人を呼んだエリーのほうが、給料は割り増しだった。

　まだそれほどの給料ではないが、初給料は自分へのご褒ほう美び。

　寿司屋という選せん択たくは、二人を興奮させていた。

　だが、啓治は緊きん張ちようしていた。

　寿司屋──それは、大の大人でも憚はばかれる、特大の大人の社交場。

　いや、そこは最も早はや、戦場である。

　飛び交かうネタの応おう酬しゆう。

　粋すいな空気のぶつかり合い。

　言葉による、射しや撃げき。空中戦が繰くり広げられる。

　どこに地じ雷らいが隠かくされているかわからない。

　踏ふんだが最後、飛び上がって空気をぶちこわす、Ｓマインのような言葉の地雷が色々存在するのだ。

　デートで、その雰ふん囲い気きを味わう訳にはいかない。

　お茶のことを『あがり』と言うべき場所なのか。

　箸はしで食うべきか、手で食うべきか。

　そういった、常識やローカルルールの『正解』がここにはある。

　少しでも常識クイズに答えられなければ、「ちっ、この素人しろうとが」という目で見られるのだ。

　そう、古参兵（常連客）と新兵（一いち見げんさん）の戦いである。

　もし、寿司屋でちゃんとした対応、動き、言動が出来れば、デートは成功と言える。

　もし、空中戦に敗北すれば、このあとのデートにまで、敗戦の空気を背負い続けることとなるだろう。

　緊張しながらも、ＰＤＡで付近にある寿司屋を検けん索さくし、店へと向かう。

　がらがらがらがら……

　のれんをくぐり、引き戸を開けて店内へ。

　テーブル席が三つにカウンターの奥には店主が一人だけという、こぢんまりとした寿司屋だった。

　それなりに客が入っていて、カウンターにもテーブル席にも客がいる。

　それら全すべての人間が、入ってきた場違いな若いカップルを見る。

　啓治には、それらの目が夜の路地で光る野の良ら猫ねこのようにぎらついて見えた。

「……いらっしゃい」

　ナイフのように研とぎ澄すまされた眼光。白髪しらが頭に、白いハチマキ。使い込まれて取れないほどシミのついた白衣。

　いけすをバックに、魚を捌さばきながら、小さく呟つぶやくような声だった。

　寿司屋には、二種類の店主がいる。

　元気いっぱいか、神しん妙みような面おも持もちか。

　軟なん派ぱか硬こう派はのどちらかに二極化するのだ。

　出来れば、明るい雰囲気の方が良かった。

　この店主のパターンは、ローカルルールが存在するパターンではないだろうか。

　啓治はごくりとツバを飲む。

　だが、もう入ってしまった。後あと戻もどりは出来ない。

　ここで踵きびすを返すと、敗北を意味する。

　諦あきらめたら、そこでデート終しゆう了りようですよ。

　前へ出るんだ。まだ、敗北が決まった訳じゃない。

「二名ですけど、空いてますか？」

　啓治が指でピースを作りながら聞く。

　顔が、引きつっていた。

「カウンターでもいいですかい？」

　ぎろりと鋭するどい眼光の店主に言われ、啓治は小刻みに頷うなずいた。

　動どう揺ようしてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶです。いいよね？　エリー」

「啓治さんのお好きにどうぞ」

　この動揺が、エリーに伝わっていないだろうか？　不安に思いながら、席に座る。

「すいやせん……予約が入っておりまして」

　テーブル席は一つ空いていたが予約と書かれたプレートが机の真ん中に置いてあった。

　啓治は、心の中で舌打ちをした。

　テーブル席じゃないならやめておきます。

　なんて、逃にげることは出来た。

　逃げるべきだったのではなかろうか？　この戦場で戦えないのではないだろうか。

（さて、何を頼たのもうかな）

　と細長くて薄うすいメニューを開く。

　達筆な字で書かれている。

　達筆すぎて、雰囲気でしかわからない。値段や雰囲気、文字数で大体を予想するが、その中で、ランチのおすすめというのを見つけた。

　その横で──

「チャーハンを一つ！」

　手を挙げて、満面の笑みでエリーが注文する。

「え！」

　まさかの注文に、店内にいる全員がエリーを二度見した。

「……すいやせん。チャーハンは、ありません」

　大将はぶっきらぼうに答える。

　その眼光の鋭さに、啓治は恐きよう々きようとした。

（エリーっ！　何頼んでんのっ！）

　と心の中でしかツッコミが出来ない。

「無いんだったら仕方がないですねー」

　残念そうに、エリーはメニューへと目を戻もどした。

「……へい」

　渋しぶい顔で、店主は一言だけ返す。

（あぶねー。怒おこってないようだな）

　啓治は、ほっと胸を撫なで下ろす。

　エリーが金きん髪ぱつであったことが、幸いしたのだろう。

「チャーハンだぁ？　ここをどこだと思ってやがんでい！　けえれっ！」

　なんて言われてしまう可能性もあったろう。

　だが、エリーは日本人とは思えないような容姿。

　外人さんが寿司屋でテンション上がって適当な注文をしてしまったと解かい釈しやくされたのなら、今の失敗は、セーフ。

　ラッキーパンチという奴やつだ。

　だが、これが続くとは思えない。

（早く、注文を決めなければ──）

　啓治は焦あせっていた。

　せっかく入った寿司屋だ。ランチのセットを頼むべきか、それとも一つ一つ選んで頼むか。ここに来て、優ゆう柔じゆう不ふ断だんさが出てしまった。

（そう言えば……飲み物がないな）

　ちらりと店内を見回すと──ご自由にどうぞ、と湯飲みとポットが置いてある。

（あぶねえ。ここ、セルフか）

　店主が一人なのだから、当然それも考えられる。何やら教訓じみた文章がつらつらと書いてある陶とう器きの湯飲みに、パックのお茶。そこにお湯を注ぐのだろう。

　冷蔵庫には、ビールやオレンジジュースにコーラ。ペットボトルの天然水があった。

　これも、セルフで勝手にどうぞという感じだ。

　危あやうく、『とりあえずお茶を下さい』なんて言うところだった。

　一方──

　エリーは困った表情を浮うかべた。

　マホは言っていた。

　デートで食べるなら、『イタ飯』であると。

　それは、イタリア料理を意味していたのだが、エリーは炒いためた飯。つまりチャーハンであると思っていた。

　ベストチョイスが出来ず、エリーは困こん惑わくしたのだ。

　そして、マホはこうも言っていた。

『そこで、まあ料理について語ればいいかな』

（よし、こうなったら──）

　エリーは立ち上がる。

「あ、お茶なら──」

　啓治はエリーがお茶を取りに行くために立ち上がったと思った。

　だから、俺の分もお願いしていいかな？　と続けるつもりだったのだが──

「主人、私はマグロが好きだ」

　急な告白に、啓治は立ち上がったエリーをあんぐりと口を開けて見上げていた。

（急に何言い出したのこの子ーっ！）

　啓治がおろおろし始めた頃ころ──

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

　頑がん固こ者もののように見えて、ちゃんと話を聞いてくれる店主のようだ。

　とりあえず、啓治は様子を見ることにした。

「主人、私はマグロが好きだ」

　エリーは両手を広げてもう一度言う。

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

「主人、私はマグロが大好きだ」

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

「トロが好きだ。中トロが好きだ。大トロが好きだ。ほほ肉が好きだ。アゴ肉が好きだ。カマトロが好きだ。つのトロが好きだ。目玉が好きだ。赤身が好きだ」

　エリーはすらすらと早口言葉のようなスピードで、しかし一度も詰つまることなく語る。

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

「平原で、街かい道どうで、塹ざん壕ごうで、草原で、凍とう土どで、砂さ漠ばくで、海上で、空中で、泥でい中ちゆうで、湿しつ原げんで──この地上で食べられるありとあらゆるマグロが大好きだ」

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

「戦列をならべたマグロ漁船の一いつ本ぽん釣づりが、轟ごう音おんと共にマグロを引き飛ばすのが好きだ。空中高く放ほうり上げられたマグロが船上でびちびちになった時など心がおどる」

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。
















「漁師の操あやつる延はえ縄なわが、マグロを傷付けず捕ほ獲かくするのが好きだ。悲鳴を上げてそうに水中から飛び出してきたマグロを冷れい凍とうした時など胸がすくような気持ちだった」

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

「トローリングを揃そろえた船隊がマグロを蹂じゆう躙りんするのが好きだ。恐きよう慌こう状態の新人が既すでに息絶えたマグロを何度も何度も長なが靴ぐつで蹴けっている様など感動すら覚える」

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

「敗北主義の逃とう亡ぼうマグロ達を、巻き網あみで一いち網もう打だ尽じんにする様などはもうたまらない。泣き叫さけぶマグロ達が私の振ふり下ろした手の平とともに金切り声を上げる漁船に乱らん獲かくされるのも最高だ」

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

「哀あわれなマグロ達が健けな気げにも立ち向かってきたのを追い回し、定てい置ち網あみで捕獲した時など絶頂すら覚える」

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

「嵐あらしの大海に滅め茶ちや苦く茶ちやにされるのが好きだ。必死に守るはずだった漁船が蹂躙され、借金のカタにやってきた素人しろうとが波に攫さらわれ殺されていく様は……とてもとても悲しいものだ」

「……へい」

　渋い顔で、店主は一言だけ返した。

「英米の物量に押し潰つぶされて、輸入マグロばかりの回転寿ず司しが好きだ。天然物を諦めて、害虫の様に養よう殖しよくマグロを回転寿司で食べるのは屈くつ辱じよくの極きわみだ」

「……では、天然の本マグロで？」

　好きと言いながら、屈辱の極みだと言っているエリーのために、店主は天然マグロを用意する。

「主人、私はマグロを──地じ獄ごくの様な赤いマグロを望んでいる。──主人、私は一体何を頼べばいい？　情け容よう赦しやのない糞くその様なネタを頼むか？　鉄風雷らい火かの限りを尽つくし、三千世界の鴉からすを殺す嵐の様なネタを頼むか？」

「トロの炙あぶりなんていかがですかい？」

「オススメを聞いているってよくわかりましたね！」

　啓治は、店主の理解力の高さに驚きよう愕がくした。

「よろしい。──ならばトロだ」

　エリーは強く頷うなずき、口の端はしを吊つり上げて笑った。

「……へい」

「我々は満身の力をこめて、今まさに振り下ろさんとする握にぎり寿司だ」

「……へい」

「だが、この暗い闇やみの底で、半世紀もの間堪たえ続けてきた私に、ただのトロではもはや足りない」

　神しん妙みような面おも持もちのエリーは首を横に振り、小さく言ったあと──

「……へい」




「大トロを！　一心不乱の大トロを！」




　びしっ、と手を払はらう。その声は、店内にこだまするほど強いモノだった。

「……へい」

　一連の注文を聞いて、啓治はやっと口を開いた。

「長なげえよっ！　大トロの炙りを注文するのに何分かかるんだよっ！」

　エリーはマホの言葉をまた勘かん違ちがいしていた。

　誰だれかのマネをして注文すれば良い。とマホは言っていた。それは、『店内にいる客と同じ料理を注文する』という意味だったのだが、エリーはとある漫まん画がのキャラクターをマネたのだ。

『よし、だったら私もそれにする』を『よろしい、ならば〇〇だ』と解釈してしまったのだ。

「あ、俺はランチのお任せで」

　啓治はあっさりとして漠ばく然ぜんとした注文だった。

　妙みように長く、凝こった注文を繰くり返されては迷めい惑わく至し極ごくだ。

　いや、エリーのおかげで、自分が頼たのむべきモノがこれだと確信出来た。

　啓治のことを思って、してくれたのかもしれない。

「……へい」

　店主は多くは語らない、息を吐はくだけのような返事。森進一のモノマネをしているかのようなボイスだった。

「あ、あと、ウニを一つ」

　啓治は追加注文をした。

　ランチのオススメが一〇カンで一二八〇円。だが、食べ盛りの高校生に、一人前は少し足りない。

「……へい」

「すいません。こっちもウニを」

「……へい」

「あ、すいません。イクラを下さい」

「……へい」

「月見とろろを二つ」

「……へい」

「あ、じゃあ軍ぐん艦かんついでに雲くも子こ一つ」

「……へい」

　外食をすると、他人が食べているモノが輝かがやいて見えるときがある。

　同じモノを食べたいが、便乗したと思われたくない。

　そんな思いで、少しだけ違ちがうモノを頼んでしまうことがある。

　啓治がウニを頼んだことで今、店内で軍艦巻きブームが吹ふき荒あれていった。

　そんな中──瑞みず々みずしく光る大トロの炙りが、エリーの寿司下げ駄たに載せられる。

　そして、エリーは立ち上がった。

「今や、店内の半数が軍艦巻きを注文した。しかし、このマグロの輝きこそ、我らの正義の証である」

　エリーは寿司下駄を掲かかげる。

（また何言い出したのーっ！）

　啓治はいても立ってもいられず、お茶を取りに行った。

　エリーが注目を浴びると、自分も注目を浴びる。その熱視線の集中砲ほう火かから、離り脱だつしたかったのだ。

「……へい」

　渋しぶい顔で、店主が相づちを打った。

「決定的打だ撃げきを受けた客共に、いかほどの食べたいネタが残っていようとも、それは既に形けい骸がいである」

「……へい」

　渋い顔で、店主が相づちを打った。




「あえて言おう！　カスであると！」




「それは言い過ぎなんじゃ」

　啓治は周りをちらりと見て、エリーを窘たしなめた。

　カスであるとの辺りが舌を巻くほどのテンションの上がりよう。興奮を抑おさえて貰もらおうと、ジェスチャーで伝えようと必死だった。

　他のお客さんは、よくわからない演説に圧あつ倒とうされている。

「それら軟なん弱じやくなネタがこのオオ・トロアブ・リーを抜ぬくことは出来ないと私は断言する！」

「大トロ炙りのイントネーションおかしくない？」

「寿司は！　選ばれた優良種を注文してはじめて、永久に生き延びることができる。これ以上カスのようなネタを頼み続けては、人類そのものの危機である」

「人類まで行っちゃったーっ！」

「明日あしたの未来のために、我らは起たたねばならんのである！」

「……へい」

　渋い顔で次々と軍艦巻きを仕上げていく店主。顔はエリーにではなく、作っている寿司に向いていたが、エリーの話はちゃんと聞いていた。

「オオー・トロっ！」

　エリーはまた、注文する。

「……へい」

　啓治のおまかせ盛りにウニ付きで仕上げたあと、店主は一つ頷いて受注した。

　すると──

「「大トロ！」」

「「大トロ！」」

　いつの間にか、店内にいた全すべての人間が、大トロを頼んでいた。

「ええ！」

　啓治はまさかの同調に、恐きよう怖ふすら感じていた。

　熱い演説に、とうとう全員が感化されてしまったのだ。

　ここは、戦場。

　指揮官の言葉に、兵たちが奮起する場所なのだ。

「……大将、すいません。なんか変な空気になっちゃって」

　啓治は小さな声でツレの粗そ相そうを謝ったが──

「……いえ、あっしは感動しました。……売り上げ的な意味で」

「ええー」

　お寿す司し屋やさんも、大満足だった。

　高いネタを頼んでくれるなら、どんなことでも許せる。

　硬こう派はなようでいて、資本主義で現金な性格。そんな主人のいる寿司屋だったのだ。

　地じ雷らいを踏ふんでいたように啓治は思っていたが、そんなことはない。

　面おも白しろい少女がいるもんだな。と常連客も気にしてはいない様子だった。

　こうして、啓治もエリーも、タブーを犯おかさずに済んだ。

　だが、啓治は知らない。

　実は、啓治はギリギリの道を進んでいたことを。

　もしランチのおまかせを頼まなければ、単品で頼んでいたならば──

　啓治はシマアジを頼むつもりだったから。

　エリーにとって、シマアジを頼む啓治の姿は、見たくはないモノだったから。







　たっぷりと脂あぶらがのったマグロのみを堪たん能のうしたエリーと、様々な味を楽しんだ啓治。

　少々値の張る店だったが、値段以上に満足していた。

「次はどこ行こうか？」

　ぽんぽんと破は裂れつしそうなほどのお腹なかを叩たたき、啓治はのれんをくぐって外へ出た。

　通りにはわらわらと人が溢あふれ、征ゆく道を急いでいる。

「遊びに行きましょう！　ゲームですゲーム！」

　エリーには、デートプランがあった。ショッピンクも一つだけだが見つけたし、飯も食べた。

　となるとあとは、アミューズメント施し設せつを目指すだけだ。

「お、いいねーゲーセン？」

「いえ、ほら、あるじゃないですか。アミューズメントなんたらが」

「あー、あのボウリングとかカラオケとかあるところ」

「そこです！　そこ行きましょう！　そこ！」

　ぴょんぴょんと跳はねるエリーは、啓治の手を取ってぐんぐんと引っ張りながら進む。

　人の垣かき根ねを越こえて、はやる気持ちに押されて、急いで目的地へと向かった。

　休日だろうが平日だろうが、人で溢れる街。

　走ると誰かにぶつかってしまう隙すきのない布ふ陣じん。

　そこを、するすると抜けていく。

　まるで、世界の時間が止まって、二人だけの世界にいるような感覚。

　啓治は思わず、笑えみを浮うかべていた。

（あー、楽しいなー）

　エリーとこうして街の中を走り回ってるだけで、どんなゲームよりも楽しかった。

　寿司屋での一件は、結果的には拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びるほどで、流しの芸人か何かだと思われていたようだった。

　アミューズメント施設まで走った二人は、そのまま受付まで駆かけ込む。

　エリーは息も切らせずにメンバーズカードを出して、テキパキとプランを決めていく。

　啓治は初めて訪おとずれた場所だったので、ただそれを後ろから見ていることしか出来なかった。

　中に入ると、あとは遊び放題。

　空いてるゲームを好きに使って良い。

　足音も鳴らない、ホテルの廊ろう下かのようなふわふわの絨じゆう毯たんを踏みしめて歩いて行く。

　すると、すぐにダーツの台があるところでエリーが言う。

「これ、やりましょ！」

　満面の笑み。

「エリー、ダーツやったことある？」

　啓治は少し不安だった。

　やってみたいとは思っていたが、どうも手が出ないゲーム──ダーツ。

「ありますよー」

　エリーは待ってましたと言わんばかりの表情で答えた。

「じゃあちょっと教えて貰おうかな。俺、やったことないんだよ」

　小さな丸いテーブルの上に置いてある矢を取り、ちょんちょんと尖せん端たんを触さわってみる。

　コンパスのように鋭するどい針なのかと思ったが、そんなこともなくプラスチックか何かで出来ているようだった。

「ルールは色々あるんですが、とりあえず３０１ですね」

　エリーは約二メートル半ほど離はなれたところにあるダーツ台を、何やら弄いじっていた。

「何そのルームナンバーみたいなの」

　啓治は初めて聞く単語に、戸と惑まどいを見せる。

「読み方はスリーオーワンだったかな？　三〇一点を減らしていくゲームです」

「へー、じゃあ、やってみようか」

　点数を減らしていくゲーム。ダーツとはそういうゲームなのかと感心したように言う。

「一投交代にします？　三投交代にします？」

「じゃあ、一投ずつにしようか」

「はーい」

　ぴっ、ぴっ、とエリーがダーツ台を設定すると、ぴょんと一っ飛びで帰ってきた。

　ふわりと広がるスカートに、啓治はどきっとする。

「私、入れるの得意なんですよー」

　エリーはダーツを手に取り、尖端の部分が緩ゆるくなっていることが多いのでぎゅっ、ぎゅっ、と念入りに矢を締しめる。

「入れるの……」

　啓治は思わず、エリーのスカートを見た。

　ダーツを、狙ねらった場所に『入れる』という表現に辿たどり着く前に、啓治の頭の中を裸はだかのエリーが過よぎる。

（ダメだっ！　意識しちゃダメだっ！）

　一度、エリーを女子だと認にん識しきしてしまうと、どうもイヤらしい方向へ想像してしまう癖くせが、出来てしまっていた。

「あれ？　啓治さん」

「ん？」

「あは、なんだか、お鼻がびよーんってなってますよ？」

　エリーに指し摘てきされ、啓治は慌あわてて鼻を押さえた。

　啓治は、神様候補生で、ただの人間ではない。

　エロいことを考えると、ピノキオのように鼻がにゅーんと伸のびてしまう。

　エロければエロいほど、考える時間が長ければ長いほど、鼻は長くなる。

　そして、それは人間から離れているということ。

　啓治は、神になりたいとは思っていない。

　人間のままでいたいのだ。

　だから、出来る限り、『欲よく』を抑える必要があった。

「先、エリーが投げる？」

　さっと顔を背そむけて、精神統一を図はかる。

「せっかくだから啓治さんが先でどうぞ」

「よし、……じゃあ投げ方を教えて」

　くるりと顔を戻もどしたときには、もう鼻は元通りになっていた。

「まず、立ちが大事なんですよ」

「起ち……」

　啓治は思わず、下を向いた。

　もしかして、啓治の啓治が反応してしまっているのかと思った。

「ちょっとやってみてください」

　だが、エリーはそんな啓治のよこしまな思いには気付かない。

　ちょうど、投げる地点である白い線があったため、下を向いたのはその確認であると感じていた。

「……こう、かな？」

　真まっ直すぐ投げようと、啓治は右みぎ肩かたをダーツ台に向けるように立つ。

「あ、いい立ち方ですね」

　エリーは笑顔でうんうんと頷うなずいた。

「そうかな？」

「私、その立ち方好きなんですよー」

「……それは嬉うれしいね」

　立ち方に好きも嫌きらいもないだろうと思いながらも、啓治は小さく答えた。

「でも、せっかくなんで、こう台に対して平行に──」

　エリーがしゃがみ込み、啓治の足をくいっと横に向ける。

　台に向けて平行に右足を横向け、さらに体重を掛かける。

「ちょっと傾かたむいてるけど、いいかな？」

　まっすぐ立っているというより、線から少しでも前に出ようと上半身を前にする体勢だった。

「いいです。その傾きがちょうどいいところに当たるんですよ」

（傾き……ちょうどいいところに当たる……）

　啓治の頭の中で、曲げた人差し指を嚙かみながら恍こう惚こつな表情を浮かべ、仰のけ反ぞるエリーの裸の姿が横切る。

　そんな妄もう想そうを振ふり払はらい、伸びた鼻をぐっと押さえ込みながら啓治はダーツを投げる。

「ほっ」

　たすっ──矢がボードに突つき刺ささる。

「あー、良いところに入らなかったな」

　真ん中を狙ったが、少し上に矢は当たった。

「ううん。凄すごいですよ！　ちょっと上の辺りが一番いいんです！　良いところに入ってますよ！」

　ド真ん中のブルは五〇点。

　だが、その上にある二〇点エリアの真ん中。トリプルゾーンに矢は刺さっていた。

　二〇のトリプル。つまりそこは、ブルよりも点数の高い、六〇点の場所だ。

「いい？」

「はい。凄くいいです。大っきいですよー。上のところを突き刺すのが凄いんです」

（大きい……上のところを……凄い）

　啓治の頭の中を、裸のエリーが横切った。

　馬乗りになって、胸を寄せるだっちゅーのポーズのエリーが。

「なら良かった」

　ごくり、とツバを飲み込んで、その音を聞かれまいと笑顔で言う。

「あはは。鼻が伸びてる啓治さん、可愛かわいい」

「んなっつ」

　啓治は変なところを褒ほめられて、顔が真っ赤になってしまい、何も言葉が出なかった。

　意い気き揚よう々ようと、エリーがダーツの矢を回収に向かう。

「奥まで……入っちゃってます……んっ」

　ダーツの矢が抜ぬけない。
















「ぐりぐりしてみたら？」

「んっ……あっ……」

　ぐりぐりと回すようにしながら、やっと抜くことが出来た。

　啓治は頭を抱かかえた。

　エリーの可愛らしい声が、全すべてそっちの声に聞こえてしまう。

　今の啓治には、もう背せ伸のびの「んー」ですら喘あえぎの声に聞こえてしまうのだろう。

　頭のどこかにある、『エロスイッチ』が完全にＯＮになっていた。

　矢を回収して、そのままその矢を構えるエリー。先ほど啓治に教えたのと同じ構えだ。

「じゃあ、私の番ですね！　えいっ！」

　楽しそうな笑顔で構えるエリーだったが、一いつ瞬しゆん──ほんの刹せつ那なの時間だけ、その目は標的を捉とらえた殺し屋のような冷ややかさを帯びた。

　たすっ──

「お、いいね」

「あー、入りました！　気持ちいいですねぇ」

　エリーの投げた矢は、ド真ん中。

　たすっと真ん中に入るのを見るのは、気持ちが良いものだ。

　啓治は、思わず拍はく手しゆをしていた。

　ぴょんと跳はねるように、矢を回収しにいくエリー。

「んっ……あれ……また……」

　また深く刺さってしまったのか、上う手まく抜けない。

「ぐりぐりしてみたら？」

「……すごく硬かたいです。んっ、しょっ……」

　どうも手間取っているようなので、啓治も台の方へと向かった。

　ぐりぐりぐりぐり……右に左に捻ねじりを加える。

「あ、もう抜けそう」

　なんなら抜くのを変わろうかとも思ったが、ポンと引き抜けた。

「ふう、ちゃんと出ましたね」

　矢が曲がってしまってないかを確認して、無事に抜けたことにほっとするエリー。

「……うん、そうだね」

　啓治はエリーのダーツが、いや、台詞せりふが、どうしてもエロく感じてしまう。

（くっ！　早く、早くこのゲームを終わらせなければっ！　頭の中で試合が始まってしまうっ！）

　啓治は、出来る限りエロいことを考えないよう、苦労していた。

　こんな公共の場で、人にん間げん離ばなれした鼻を晒さらす訳にはいかない。

　これだったら、さっきの演説の方がまだマシだ。

　そのあとも、入れては出して、差しては抜いてを交こう互ごに繰くり返し、三〇一から始まった点数も、残り一〇にまで下がった。

「へー。ダーツっててっきり高い点数を狙うだけのゲームだと思ったけど、減らしていくゲームなんだねー」

「高い点数だけを狙うのもありますよー」

「ご、ごめん。さっき言ってたね。ルールが色々あるって」

　啓治は狼狽うろたえていた。鼻が伸びて仕方が無い。

「最後の一投──ほっ」

　たすっ──

　啓治の最後の一投は、狙った場所には入らず、少し上の一三に刺さってしまった。

　三〇一は、きっちりその点数に入れるゲーム。

　残り一〇で一三に入れば、バースト。ミスということになり、点数は一〇のまま。

　素人しろうとのダーツは、言わばこの最後の一投を狙い通りに入れられるかで決まると言っても過言ではないだろう。

　対するエリーは、残り二一。

　これをあっさり、七のトリプルで終わらせてしまった。

「おおー、すげーなおい」

「はあ……イっちゃいました」

　恍惚の表情を浮うかべるエリー。

「……あ、これ先にあがられたら出番ないのか。そりゃそうか」

　自分もゴールするというゴルフ的な考えで一〇狙ねらいをしたが、台は反応しなかった。

「もう一戦やります？」

　エリーが笑え顔がおで言う。

　その笑顔に裸はだかのエリーがダブついて、啓治は顔を背ける。

「……いや、別のゲームにしよう」

　啓治は、このゲームを続ければ、どんどん鼻が伸びてしまうと感じていた。

「楽しくなかったですか？」

　エリーは、まだまだダーツをやりたかったが、啓治がしたくないというならしょうがないと、矢を片付ける。

「……うん。いや、楽しかったけどそれ以上に……」

　啓治の奥歯に何か引っかかるような物言いに、エリーはきょとんとした表情で小首を傾かしげる。

（落ち着け俺！　エリーはきっと、いや間違いなくエロいと自覚していないっ！　エリーは悪くない。全部エロく感じている俺の感受性が悪いんだ！）

　ぶんぶんと首を振って、邪じや念ねんを払った啓治は、笑顔でエリーの肩かたをぽんと叩たたいた。

「さ、次行こうか」

　ダーツが悪いんだ。

　幸い、ここには出来るゲームが沢たく山さんある。

「そうですね。あ、じゃああれやりましょう。あれ」

　エリーが指を差し向けた先にあったのは──ビリヤード台だった。

「お、ビリヤードはやったことあるんだよ」

　啓治は、少し自じ慢まん気げだった。

　二人はすたすたと歩いてビリヤード台へと向かう。

「そうなんですか？　デスラーって奴やつですね」

「誰だれがヤマトの諸君だよ。ハスラーねハスラー」

「え！　啓治さん、デスラーじゃないんですか！」

　エリーは大げさに驚おどろいてみせた。

「顔色見て？　デスラー色になってないでしょ？」

　啓治は自分の顔を指さして、アピールする。

「ホントです！　カッコイイところとカリスマ性しか似ていないっ！」

　目を大きく見開いて、エリーは驚きよう愕がくした。

「べた褒めすぎて恥はずかしいわっ！」

　とデスラー談義をしながら、二人は立て掛けてあるキューを手に取った。

「この太くて硬い棒、つい触さわりたくなりますよねー」

　とエリーは笑顔で言う。

　啓治は、目を丸くした。

（ば、バカな……）

　そして、キューを持ったまま、ワナワナと震ふるえる。

　啓治は恐きよう怖ふすら覚えていた。

　回かい避ひしたはずだ。

　エロいことだらけの、『大人のゲーム』は回避したはずだ。

（はっ！　そうかっ！　そうだった！）

　そして、啓治は気付く。

　ビリヤードもまた、ダーツと同じく『大人のゲーム』と呼ばれていることに。

「先っぽをくりくりしていいですか？」

（先っぽを……）

　啓治は、頭がくらくらしてきた。

　笑顔で長い棒を握にぎるエリーを見ていると、胸がドキドキして堪たまらなくなる。

「いいけど、それをやるとどうなるんだ？」

　狼狽えている様子を勘かんぐられないよう、平静を装よそおう。

「これで、捻りを加えたりするんです」

　チョークでキューの先を優やさしく撫なで回すエリー。

「へえー」

「先っぽくりくりして、塗ぬりたくらないと、難しいです」

　回転を掛かけるには、チョークで丹たん念ねんにキューを磨みがかなければならない。

　キューを持つエリーの手元が、何やらイヤらしく思えてきた啓治は、そそくさと玉を準備する。

「じゃあ、今回はエリーが先でいいよ」

　啓治はビリヤードをやったことはあるが、回転を掛けたりという高度なテクニックはしたことがなかった。

　ただ単純に、まっすぐ打つという素人のハスラーだ。

　だから、エリーのやり方を見てみたかった。

「よーし、今回も負けませんよー」

　袖そでをまくり、意い気き揚よう々ようと構えるエリー。

　ビリヤードの姿勢は、持っているキューに顔を近づけることで、狙いを定める。

　それはつまり、上体を曲げるということ。

　そして、それはつまり──お尻しりを突つき出すということだ。

　ぷりっとした丸いお尻。

　スカートに包まれた、女の子のお尻。

　じっと見ていたら、パンティラインが浮かび上がってきそうな、お尻。

　それが、啓治の前に突き出された。

　ごくり。

　啓治は腰こしを摑つかんでしまいたい衝しよう動どうを抑おさえる。

　が──エリーはちょっと距きよ離りを間ま違ちがえたのか、一度上体を起こし、一歩下がって、また構える。

　ちょん、と啓治の股こ間かんにお尻がぶつかった。

「あ、すいません」

「……ああ、うん」

　すぐに退ひくことが出来たはずだ。

　ボールを見ていたのではない。ずっとお尻を見ていたのだから。

　だが、動けなかった。

　トラックに轢ひかれそうになる猫ねこのように、ただ襲おそいかかってくるエロ兵器を、眺ながめることしか出来なかった。

　それは、心のどこかで、『触りたい』と思っていたからだろうか？

「玉に触っちゃってます？」

　エリーは素す振ぶりをしているつもりだったが、ちょっと玉に当たっていたような気がしていた。

「え！　いや、大だい丈じよう夫ぶ。玉までは触ってない」

　啓治は、白い玉ではなく、金色の玉の話だと思い、狼狽えながら返した。

「えいっ！」

　ブレイクショット。ビリヤードはこの最初の一発が華はな。

　一〇個の玉が激しくぶつかりあい、クッションに跳はね返され、ポケットへと入っていく様は、豪ごう快かいかつ爽そう快かいである。

「あ、入りましたぁ」

　嬉うれしそうにエリーは言う。

　五番の玉が、ポケットへと吸い込まれていった。

（大人のゲームはなんでこう『入る』モノばっかりなんだよっ！）

　啓治は妄もう想そうから抜ぬけ出せずにいた。

　続けてエリーが打つ。

　二人がしているのはナインボール。番号の振ふられた玉を一から九まで順番にポケットへ落としていくゲーム。

　順番に落としていかなければならないが、九番の玉がポケットに入れば、その時点で勝ちとなる。

　ビリヤードと言えばナインボール。

　経験者である啓治もエリーも、説明は不要だった。

　エリーの第二打。

　クッションを跳ね返った白い玉は、次に狙うべき一番の玉には当たらなかった。

「あー。球筋がちょっとダメでしたねー」

「じゃあ、俺の番だな」

　啓治の番になり、くりくりとキューの先っちょを触る。

「はい、頑がん張ばってください！」

「でも、これ無理かなー」

　最初は玉が多い。

　一番を当てるのも難しければ、そのあとどれをどう当てて玉を入れるか、啓治は悩なやんでいた。

「これはですねー。入り口をちょっとアレして、で壁かべに当てて、そのまま一気に奥まで入れちゃうのが一番良いと思います」

　啓治の頭の中に、また裸のエリーが顔を出す。

　その表情は、初めての啓治を手玉に取ろうとしているかのように、妖よう艶えんだ。

「……んーどういうことかな？」

　入り口をちょっとアレして……と口で言われても難しい。

「ちょっと指でやりますね」

「指で……」

　エリーはとん、と指を台にのせる。

「まずはここを攻せめるんです。思いっきり突いてください」

　啓治の頭の中で、その白くて細い指を舐なめるエリーの姿が浮うかぶ。そして、その指をすーっと下半身へと──

（ダメだダメだ！　落ち着け。冷静に聞くんだっ！）

「すると、この壁に当たって、ここに当たります」

　クッションで跳ね返らせて、一番を狙ねらうということだった。

　まっすぐ一番を狙うのではなく、クッションに当てることで、一番の飛んでいく方向が違ちがう。

「で、ここに当てると、こうなって」

　その先にあった三番を狙う。

　さらに、その三番の先には──九番の玉。

「──ぐっと奥まで入っちゃうんです」

「奥まで」

「一発でイっちゃいますよ！　やってみてください！　超ちよう～気持ちいいですよ！　きっと！」

「やってみようかな？」

「しちゃいましょう！」

「難しそうではあるね。イけるかな？」

「ちゃんとしたポイントに当てれば絶対イっちゃいます！」

　慣れた手つきで強めのショット。

「あ、あっ！　凄すごいです！　奥まで入っちゃいます！　凄い凄い！　あっ！　イクっ！」

　一番の玉が三番の玉を弾はじき、さらに三番の玉が九番の玉を弾く。

　その全すべてが入りそうだった。

　もし、九番が入れば、その時点で啓治の勝ちだ。

　が──そうそう上う手まくはいかない。

　九番の玉は、ポケットギリギリで止まってしまった。

「イかなかったね」

「んー、ちゃんとポイントを突いていたんですけどねぇ」

　ここで、エリーはあることを思い出した。

　マホは言っていた。

　相手を褒ほめろ──と。

　それも、べた褒めにしろと。

「でも、すごいです」

　エリーは、何をどう言えばいいのか悩みながら切り出した。

「え？　何が？」

「ちょうど良いところ突いてましたし」

「いや、ちょっとズレてたけど」

「でもすごい！　棒の使い方が凄く上手いです！」

「いや、普ふ通つうだと思うけど」

「でもすごい！　あの、ほら、スニーカーでこの出来は凄いですよ！」

「靴くつとか別に関係なくない？」

「でもすごい！　あれですよね！　映画に出てくるあれみたいな──」

「いや、ビリヤードの映画見たことない」

「あ、でもすごい！　もう一〇〇回以上やってるような」

「いや、そこまではやってない」

「…………でもすごい！　なんかこう……すごいっ！」

「何がっ！　ねえ何がっ？」

　妙みようにフォローを入れてくるエリーに、啓治は思わず笑いながら返した。

「棒の使い方が凄く上手いです！」

「それさっき言ってなかった？」

「でもすごい！　ほら、ちゃんと玉に当たったし」

「俺はあれかな？　赤ちゃんなのかな？」

「いやあ、ホント凄いですよー。何が凄いって、水を一いつ滴てきも飲んでないですし」

「君はあれかな？　褒めるのが下手なのかな？」

「はい。ベタ褒めなんです！」

　エリーは満面の笑えみを浮かべた。

　やっと、引き出せた言葉。

『褒めるのが下手』

　マホが言っていたべた褒めを、エリーは『下手褒め』と解かい釈しやくしたのだ。

　これで、ほとんどの任務は達成したと言える。

　大満足だった。

「エリー、次打っちゃいなさい」

「はい……」

　エリーは少しだけ落ち込んだ。

　人を褒めるという難しさを痛感していた。

　相手に華を持たせるなんてことは、帝てい国こくにいた頃ころでもしていなかった。

　帝てい王おうに仕えてはいたが、帝王に対しても、毅き然ぜんとした態度で対等に接してきた。

　接待というモノを、したことがないのだ。

　褒めようとすれば、褒められる。

　だが、ここぞというときに褒めることが出来ない。

（相手に華を持たせるには、どうすれば良いのだろう）

　悩みながら、強めのショット。

（はっ！　そうだ！　このゲームは負けようっ！　さっきはダーツで勝ってしまった！　ここで勝たせれば、褒める口実が生まれるはずだ！）

　エリーの目に、やる気の炎ほのおが滾たぎっていた。

　行ける。行けるはずだ。

　出来る。出来るはずだ。

　そんなポジティブな思考のときほど、上手く行かない。

　エリーの放った一打は、あれよあれよと跳ねて、九番の玉を落としてしまった。

　啓治がポケットギリギリまで運んでしまっていたのが原因と言えなくもない。

　気付くのが、一打遅おそかった。

　せめて、ダーツのときに褒めるのを失敗していれば──

「あっ……入っちゃいました」

「あっちゃー。また負けちまったかー」

「も、もう一回やりましょう！」

「……いや、次行こう」

「ええー」

　啓治は、このゲームを続けられる精神状態ではなかった。

　このままでは、エリーに抱だきついてしまいそうなほどにエロスイッチが入ってしまっていた。

（ならば次だ！　次で絶対に華はなを持たせてみせる！）

「あ、これどうですかっ！」

　次にエリーが見つけたのは──パターゴルフだった。

　穴に入れる、大人のスポーツ。

　啓治の頭の中で、しゃがみ込んでパンツ丸出しのエリーが芝しばを読んでいる映像が流れた。

「絶対にダメーっ！」

「ええ！　ハイテンションダメだしっ！」

「もっと、こう、若者がやりそうなのにしよう」

「そうですね！　若者ですからね！」

「例えば──バスケとか……」

　とスリーオンスリーコートを探そうとした啓治は、気付く。

　穴に入れる、スポーツだと。

　ジャンプシュートを放つ瞬しゆん間かんに、おっぱいがぷるんと揺ゆれるはずだと。

「じゃなくて……出ようか。ここ」

「まだ一時間もいないですよ？」

「ほら、これはその、リハーサルだからな」

「……むー。じゃあ、もう出ます？」

「今日は、うん。またいつか、日を改めて」

「また……はいっ！」

　エリーは失敗したが、それでも満足した。

　また、いつか。

　それは、今回のデートが失敗ではなく、もう一回来てもいいという意味だ。

（さすがマホ。今回も、なんとか乗り切ったようだ）

　ほっと胸を撫なで下ろしたエリーは啓治と共にワリカンで会計を済まし、外へと出た。

「このあとはどうする？」

　どこへともなく歩きながら、啓治が切り出した。

「んー、水族館とかプラネタリウムとかでもいいですねー」

　ぶらぶら……ぶらぶら……

「喫きつ茶さ店てんでも入って、お茶するのでもいいかもな」

　ぶらぶら……ぶらぶら……

「あっ！」

　街を徘はい徊かいしていると、エリーがあるモノを見つけた。

「ショッピンクですっ！　ほら、あれ！」

　遠くに、ピンクの建物が見えたので、エリーが慌あわてて駆かけだした。

　啓治が後を追い、ついに発見した。
















　ショッピンクな、それはあまりにショッピンクな建物だった。

　外がい壁へきにライトが当てられ、そのピンクさをさらに強調している。

「こ、ここここここは……」

　啓治は、ここを訪おとずれたことは一度もなかった。

　だが、そこがなんなのかは知っている。

　いや、詳くわしくは知らない。

　知っているのは二点だけ。

　ここは、『ラブホテル』と呼ばれる場所。

　ここは、男女がいかがわしいことをするのを主目的に作られた場所。

「いいショッピンクですねぇ～」

　やっと発見した、完全にショッピンクな場所。

　エリーは感無量でその大きな建物を見上げていた。

　啓治はキョロキョロと辺りを見回し、焦あせっていた。

　誰だれもいなかった。

　あの、フクロウの前で待ち合わせることで有名な、人だらけの街でこれほど閑かん静せいな場所があるだろうか。

「エリー、ここがどこだかわかってるの？」

　思わず、小声になってしまった。

「え？　ええ……当然？　知ってますとも？」

　エリーは噓うそを吐ついた。

　啓治の萎い縮しゆく具合から、とんでもなく入りにくい場所なのだろうとは思ったが、それがどういう場所なのかまでは知らなかった。

「……エリー、お前……」

　知ってて、ここへ来たということは。

　エリーは、覚かく悟ごしてきたということだ。

　啓治と、初めてのアレをアレしてもいいということだ。

　そう考えると、今までの大人のゲームは、全てこのためだったのではないかと啓治は考えた。

　暗に、啓治と一戦を交えて一線を越こえて、一線を画する関係へと昇しよう華かしようとしている。

　その気持ちに、何な故ぜ気付いてやれなかったのか。

　エリーは、ノイエのことを誤解して、傷ついたのだ。

　それは、啓治に好意を持っていたとすれば、どうだ。

　男を取られたと焦って、決意したとすれば、どうだ？

「じゃあ……行くかっ」

　啓治は、覚悟を決めて、パンと頰ほおを打った。

　捨ててやる。

　何もかもを、このエリーで捨ててやる。

　ありとあらゆるファーストを。

　相手がエリーならば、本ほん望もうだ。

　胸がどきどきと高鳴る。

　息が荒あらく、長くなる。

　意を決した啓治は、ぎゅっとエリーの手を握にぎり、ショッピンクな建物の中へと足を踏ふみ入れた。

　中へ入ると、受付がある。

　大体のラブホテルは、受付などなく、店内で人に会うことなどないところがほとんどだ。

　だが、ここはおしゃれの街。

　受付がちゃんとあって、少し強こわ面もてのおじさんが座っていた。

「あの、すいません。二人ですけど」

　きりっとした表情で、啓治は指を二本立てる。

　エリーも同じくきりっとした表情で、指を二本立てていた。

「君たち高校生？　ここ、未成年は入れないんですよ」

　ちょっと怒おこってるような口調で、受付のおじさんが注意する。

「………………すいませんでした」

　啓治は頭を下げて、一目散に逃にげ出した。

　啓治の決意は、遂とげられはしなかった。

　だが、内心で少しだけ、ほっとしていた。

「あー、入っちゃダメだったんですねぇ」

「俺たちには、まだ早かったんだよ」

「残念ですぅ……あ、そうだ啓治さん」

「ん？」

「好きがあったら、接せつ吻ぷんをしてもいいですよ？」

（さ、誘さそわれてるーっ！　俺今、誘われてるーっ！）

　これは、つまりこういうことだろう。

　ラブホテルには入れなかった。

　だから、代わりというか、せめてもの思い出にという提案なのだろう。

「エリー」

　啓治は、エリーの小さな肩かたをがっしりと摑つかみ──

「俺たちには、まだ早いと思う」

　一度折られたテンションでは、エリーの思いには応こたえられなかった。

「……そう、ですか……ってな感じで！　デートってのはするんですよー」

　エリーは残念そうな顔を見せたあと、笑顔でまとめの一言を呟つぶやいた。

　啓治は、目を丸くする。

　そうだ。そうだった。

　エリーといるのが楽しくて、忘れていた。

　本気になってしまっていた。

　恋こい人びとになったような気でいてしまった。

　そして、それはエリーも同じだった。

　好きがあったら、キスをする。

　つまり、キスをしなかった啓治は、『好きがなかった』のだ。

　これは、ノイエとデートをするための、リハーサルであると、改めて思い知らされた。







　　　第三章「振ふり返れば奴やつがいる」







　エリーとのデートリハーサルをこなした啓けい治じは、自信を持っていた。

　あれは、あのほとんどは、絶対にやってはいけないことだろう。

　それを、反面教師的に、エリーは身をもって教えてくれたのだ。

　一人しか興味のないモノを探してはいけない。

　デートでの食事で、よくわからない演説をするべきではない。

　スポーツやゲームで、イヤらしいことを考えてはいけない。

　褒ほめるなら、上う手まく褒める。

　受付に人がいるラブホテルには、まだいけない。

　人は、成功するより、失敗した方が多くを学ぶことが出来る。

　だが、失敗を人は恐おそれる。

　完かん璧ぺきな人間などはいない。




　だが、出来る限り、完璧でいたいと人は思う。

　失敗したっていいじゃない。なんて言葉は、失敗してから出る言葉だ。

　さらに、それが失敗であると気付くまでには、時間が掛かかることもある。

　成功だと思っていて、実は失敗だったなんてことはよくあることだ。

　きっとエリーは、あえてあんなデートをしてくれたのだろう。

　啓治に、『ちゃんとしたデート』を短時間で教えるために。

　そして啓治は、本番へ臨のぞむ。

　待ち合わせは、駅。

　以前、ノイエと待ち合わせたことのある、駅の改札だ。

　前のときは柱の後ろにいて気付かずに無む駄だな時間を食ってしまったが、今回はちゃんと発見出来た。

　それも、前に失敗したからこそ、学んだことだ。

　電車に揺ゆられて、目指すは七英えい雄ゆうで言うところのロックブーケ。

　当然、ショッキングピンクは探さない。

「ご飯、何食べようか」

　平日でも恐ろしいほど人がいる街。日曜日ともすれば、海水浴場のような人出の中、啓治はノイエに笑え顔がおを見せた。

「……じゃあ、ラーメン」

　休日でも制服にヘッドフォン姿のノイエは、さらっと答える。

「え！」

　啓治は先手を打たれ、困り果てた。

　普ふ通つう、何食べようか？　と聞かれれば「んー何でもいいー」なんて答えをするはずだ。

　最初から食べたいモノが決まっている人間など、皆かい無むと言っても過言ではないだろう。

　そこで、寿す司しを提案するつもりだった啓治は──

「まあ、ラーメンでもいいか。寿司でもいいけど」

「……じゃあ、ラーメン」

　ノイエは、何の感情も感じさせないような目で、小さく、しかししっかりともう一度告げる。

「くっ。じゃあ、ラーメンで」

　啓治は折れた。

　さりげなく、寿司屋に行きたいという雰ふん囲い気きを醸かもし出したが、空気は読んで貰もらえなかった。

（まあ、いいか）

　事前にロケーションハンティングしたあの寿司屋にノイエと行ったとして、「こいつまた別の女連れて来てるよー」なんて、店主や常連の誰だれかが思う可能性がある。

　ノイエとは恋人ではないが、ノイエが嫌いやな気分になるかもしれない。

　浮うわ気きをしていたかどうかということではなく、自分たちのことでひそひそと陰かげ口ぐちを叩たたかれることにだ。

　だから、啓治はラーメンという案を受け入れた。

　エリーの与あたえてくれた教訓は、どの店でも通用するはずだ。

　向かった店は、前と同じ場所ではないが、同じ名前の店。

『ジローラモラーメン』だ。

　サンシャインな街にも、ジローラモラーメンは店を出していたのだ。

『ジロー系』と言われるこの店は、どこでも人気がある。

　人が多ければ多いほど、食べるためには並ばなければならない。

　ノイエはそんな待ち時間を苦にもせず、最さい後こう尾びに並んだ。

「ラーメン好きなんだなー」

　列に並んで、啓治は腕うでを組む。

　もしかしたら、毎日食ってるんじゃないかとすら思った。

　だが、ノイエはふるふると首を横に振る。

「え！　だって前もラーメンだったし」

　まさか、否定するとは思わず、啓治は驚おどろいた。

「私は、ラーメンを選んで食べる」

「どういうこと？」

　食べるってことは、好きってことじゃないのかと啓治は顔をしかめた。

「美お味いしいラーメンしか、食べたくない」

「そりゃあ、みんなそうだと思うけど、それがラーメン好きってことじゃないの？」

「むしろ、逆。私は、ラーメンが嫌きらい」

「……前、思いっきり美味しそうに食べてたけど」

　まだ啓治はノイエの言いたいことが理解出来なかった。

　ノイエはくるりと啓治に体を向けて、じっと上うわ目め遣づかいで言う。

「じゃあ聞くけど。どんな年ねん齢れいでも、どんな顔でもどんな性格でもどんな体型でも愛せる男と、可愛かわいい十代後半から二十代までしか愛せない男は──どっちが『女好き』？」

「……なるほど。前者かな」

　そうやってたとえ話をしてやっと、啓治は言わんとすることを理解し始めていた。

「どんなにクソマズイ、えげつないスープと嚙かみ応ごたえゼロの、冷めたラーメンでも美味しく頂ける奴こそ──真のラーメン好き。私には、それは無理」

　ノイエは悲しそうな表情で、首を横に振った。

「そうかー。じゃあ俺もラーメン嫌いだわ」

　店内で食べていた人間が一いつ斉せいに食べ終わったのか、並んでいた列が一気に進み、食券のあるところまで二人は辿たどり着いた。

「太嫌い」

「太嫌い」

　啓治とノイエは嫌いだ嫌いだと呟きながら、食券を買う。

『小ラーメン豚ぶた入り』この店は、小と言っても普通のラーメン屋の大盛りぐらい量がある。

　席について、食券を店員に渡わたす。

「にんにく入れますか？」

　と聞かれれば、そこでトッピングを頼たのむことが出来る。全すべて無料で盛り放題。

「「ニンニクマシマシヤサイアブラマシ」」

　啓治とノイエは同じ呪じゆ文もんを唱えた。

「やっぱり、ジローラモで食うならこれだよな」

「そう。やはり、私は選んでしまう」

「ホントだな。ラーメンが好きなら、トッピングとかなしでも美味いもんな」

「そういうこと」

「でもさ、それって、満足度の違ちがいだけなんじゃないかな？」

「満足度？」

「美味しいラーメンを、自分の美味しいようにしか食べないということが、ラーメン嫌いの根こん拠きよでしょ？」

「そう」

「普通のラーメンが好きで、それをさらに美味しく改造するのが好き。これはどっちも好きの範はん疇ちゆうじゃないかな」

「…………」

　ノイエは啓治の言葉を聞いて、ふむふむと頷うなずいたあと──

「だけど、私の言いたいことは、わかってくれる？」

「普通のラーメンは嫌いだから、自分好みの、好きなラーメンを頼むってことでしょ」

「そう」

「ってことは、豚の絵のインスタントラーメンとかは食べない？」

「食べる。あのコックはエースだ」

「……ってことは、わーかめ好き好きぴちぴちーお前はどこのわかめじゃラーメンは食べない？」

「食べる。石立鉄男ばりに食べる。エース級のコックが作ってるが如ごとく」

「じゃあ、ラーメン好きなんじゃないの？　ノイエの理論でも」

「ありとあらゆるラーメンを、私は愛せない」

「ってことは、好きなラーメンもあるし、嫌いなラーメンもあるってことだよね？」

「そう」

「俺ならこう考えるかな。好きなラーメンの数と嫌いなラーメンの数で、多い方だってね」

「そう。じゃあ、私の負け」

「え？」

「完全に、あなたの言うとおり」

「ええ！　認めんのかよっ！」

　啓治は呆あつ気けにとられた。

　てっきり、嫌いなラーメンが一つでもある時点でダメとか言葉の空中戦を繰くり広げると思っていたが、ノイエはあっさり啓治の意見を聞いてしまった。

「好きなラーメンの方が多ければ、ラーメン好き。その通りだと思う」

「だろ？　俺だって、ノイエのこと好きな部分と嫌いな部分があるけどさ」

「嫌いな部分、あるんだ」

「それでも俺は『ノイエ好き』だよ。そして『ラーメン好き』なんだ」

「好きの方が多いから？」

「そうだ」

「じゃあ、私は──やっぱりラーメン嫌い」

「え！　なんで！」

「今頭の中で好きなラーメンと嫌いなラーメンを数えたら、嫌いが勝っていたから」

「…………それはもう、ラーメン嫌いだわー」

　やられた。

　啓治は舌を巻いた。

　ノイエは空中戦を仕し掛かけていた。

　相手の理論を認めているように見せかけて、その理論を逆手に取る。

　それを崩くずすには、自分の理論を曲げなければならない。

　それを曲げた時点で負け。

　そのまま押し通しても負け。

　舌戦に、敗れたのだ。

（エリーだったら……勝てただろうか……）

　寿司屋で繰り広げられたような、訳のわからない説得力。

　あの演説力が、自分にあったなら。

　啓治は敗北感に打ちのめされながら、ラーメンが来たのでそれ以上は話さなかった。

　ラーメンってのは、無心になって食べるモノだからだ。

　啓治とノイエが食べ終わり、次の人間と入れ替かわる。

　その人物とすれ違ったとき、啓治は目を丸くした。

「あれ！　お前っ！」

　それは、ノースリーブにプリーツスカートとニーソックス──の上からだんだら羽織を着込んでいる黒くろ髪かみの少女だった。

　腰こしに携たずさえた刀まであれば、顔を見ずともわかる。

　カナエだ。

「すいません。まだ片付けが──」

　ラーメン鉢ばちがそのままで、テーブルもまだ拭ふいていない席に、カナエは座る。

「この鉢に替え玉で！」

　そして、ノイエが食べたばかりのラーメン鉢を両手で掲かかげた。

「え？」

　困こん惑わくする、店員。

「この残ったスープに、麵めんを入れて欲しいって言ってるんです！」

　その目は、輝かがやいていた。

　カナエはつまり、こう言いたいのだ。

　ノイエが食べたラーメン鉢で、少なからず唾だ液えきが混じっているであろう汁しるでラーメンを食べたいと。

　その発想だけ見れば、清すが々すがしいほどに気持ちが悪い。

　だが、同じラーメン鉢を二人で食べたと考えれば、鍋なべを囲んでいるのと変わらないと言えば変わらないのではなかろうか。

　そんなモヤモヤした気持ちで、カナエを眺ながめながら啓治はノイエと店を後にする。

「あいつ、なんでこんなところに」

「気付かなかったの？」

「ん？　何に？」

「ずっと、後ろにいた」

「ええっ！　マジでっ！」

　ノイエのまさかの告白に、啓治はぞくっと背筋が寒くなった。

「いつから？」

「二日ほど前から」

「……あの屋上で狙ねらってたときからかよ」

「襲おそってこなかったから、気にしてない」

「いや、気にしろよ。どのぐらいの距きよ離りにいたんだろう」

「振ふり向けば、目が合う距離」

「そんなに近くに！」

「普ふ段だん、人は振り向かない」

　ノイエに言われ、啓治は妙みように納得してしまった。

　車道を横切るときぐらいしか、歩いていて後ろを振り返ることなどない。

「ノイエ？」

　ノイエはいつも通り、感情をあまり出さない、ジト目の表情だった。

　だが、その手は少しだけ、震ふるえていた。

　エリーやカナエから聞いた話では、ノイエは捕ほ虜りよになって、ヒドい目に遭あわされてきた。

　つまり、トラウマの相手なのだ。カナエは。

「じゃあ、今のうちに逃にげるか！」

　啓治はそう言って、ノイエの手を握にぎった。

　せっかくのデートなのに、ノイエは楽しんでいないどころか、恐きよう怖ふすら感じている。

　だから啓治は、ノイエに笑顔を届けたかった。

「あっ」

　手が触ふれ合い、ノイエは赤面する。

「あいつが飯食ってる間に、行けるところまで行こう！」

「……逃げ切れない」

「ほんの少しでもいいじゃねえか」

「じゃあ……お試ためし」

　こくりと小さくノイエは頷いた。

「よし！」

　啓治はノイエの手を引いて、走る。

　走る。走る。走る。

　息が切れるまで、この気持ちが、収まるまで。

　一分か二分か、走り続けると、公園に差し掛かかった。

　小さな森のような公園。

　ホテルやマンション、首都高すら見えるような位置にある、急な自然。

　ベンチに座ってケータイを弄いじる若者。

　歩きながらケータイを弄る若者。

　寝ね転ころび、ケータイを弄る酔よっ払ぱらい。

　石いし畳だたみをぴょんぴょんと跳はねるハト。

　その中を駆かけ抜ぬけようとしたら──

「あっ」

　ノイエが何かを発見した。

「野の良ら猫ねこだな」

　この公園は、野良猫が多くて有名な場所だった。

　立ち止まったノイエに、啓治も立ち止まり、ベンチに腰こし掛かける。

「ふう」

　ちょっと一息。

　こってこてのラーメンを食べてすぐに走ったため、胸焼けがして、味のある唾液を飲み込んだ。

　それほどの距離をあけることは出来なかったが、とりあえず煙けむに巻いただろう。

　ノイエは近くの空いていたベンチに腰掛けて、近くで毛け繕づくろいしてる猫ねこに手を差し伸のべる。

　すると、少しだけじっと見つめたあと、尻尾しつぽをぴーんと立てた猫はすたすたとゆっくり歩き、すり寄ってくる。

　すると、どこからともなく、色々な猫たちが現れては、ノイエのところへとやってきた。

　それはさながら、ハーメルンの笛ふえ吹ふきのような集めっぷりだ。

「すごいな」

　あれよあれよと猫を集めてしまったノイエ。

　その空間に、啓治は近づけなかった。

「……動物は好き」

　膝ひざの上に猫を二匹ひきのせて、ノイエが言う。

　少し、微笑ほほえんでいるように見えた。

「お、じゃあ、全ての動物を愛せるんだ」

　ラーメン好きの理論で行くと、動物好きってのは、嫌きらいな動物がいない状態を言うはずだ。

「特に、飯のためならどんなことでもやる獣けものが好き」

　およそ、好きとは思えない暴言のような物言いだった。

　猫たちはごろごろと転がったり寝ねそべったりしている。

　癒いやしの空間だ。

「飯のためならどんなことでもやる……俺だってそうだな」

「……じゃあ、好き」

　面と向かって好きと言われると、どきっとするものだな、と啓治は言葉を失った。

　真まっ直すぐな瞳ひとみに、真っ直ぐな言葉。

「猫、可愛かわいいよな」

　そんな直球を受け止められず、啓治はしゃがみ込んだ。

　猫の背を撫なで、アゴを指でこちょこちょしようとしたが──

　すっくと立ち上がり、逃げていく。

　対して、ノイエに撫でられる猫は目を閉じて、気持ちよさそうな姿。

　すると、トコトコと一匹の白猫が啓治のところへとやってきた。
















　青い目をした、綺き麗れいな毛並みの猫。

　啓治は、おひけえなすってなポーズで手のひらを向け、こっちへおいでと心で呟つぶやく。

　白猫は少し足早に向かってきて──

　啓治をスルーした。

「え！」

　そのまま、白猫はノイエのところへ向かい、足に小さな額を擦こすりつけていた。

　ノイエの太ももは気持ちいいのか、さらにもう一匹猫が膝の上へ。

「……なんでノイエばっかり」

　啓治のところには寄ってきてくれない。

　啓治はむむむっと顔を歪ゆがませた。

　片かたっ端ぱしからナンパをして、片っ端から振られたような気分だった。

　まるでノイエ自身がまたたびにでもなったかのように、猫たちは蕩とろけていた。

　が、啓治が触さわろうとすると、さっと立ち上がり、逃げていく。

　ハトばりの警けい戒かい心だ。

「……ここらの猫は、餌え付づけ済み」

「え！　ノイエってここ常連だったの？」

「趣しゆ味みは、掌しよう握あくだから」

　と言われて、啓治は林間学校のことを思い出した。

　言葉で人の行動を操あやつり、扇せん動どうすることにノイエは喜びを感じているようだった。

　あれは、動物にでも同じなようだ。

「へえ。ちなみに、一番好きな動物はなんなの？」

「……ザリガニ」

「そりゃまたなんで」

「赤いから」

「……あれ、青くなったり白くなったりもするぞ」

「……マジで」

「食べるモノによって、色が変わるって話らしい」

「……尚なお、素す敵てき」

「ええー」

「あなたは、赤くなったりならなかったりする」

「……まあ、そうだな」

「きっと、ザリガニの生まれ変わり」

「はっきり言っていいかな？　それ、イヤだって」

「私の好きな男性のタイプは、前世がザリガニの人」

「それは、どうやって判断するんだよ」

「腕うでの上げ方とかで」

「腕の上げ方……」

「柔じゆう道どう家とか、ザリガニが多い」

「柔道家が両手を上げるのは、袖そでが鬱うつ陶とうしいからだと思うぞ」

「……マジで」

「いや、もしかしたら、前世がザリガニだからかもしれないけどさ」

「……そう。じゃあ……」

　ノイエはじっと啓治の目を見る。

「私の知っているザリガニの生まれ変わりは──あなただけ」

「……俺はもうザリガニで確定なのか」

　啓治は柔道をする際、絶対に手を上げないようにしようと心に誓ちかった。

「あ……」

　ノイエが、口を小さく開けたまま、ぼけーっと一点を見つめたので、啓治はその視線の方へと顔をやると──そこには、カナエの姿が。

　人ひと混ごみの中にいても、カナエを見つけるのは簡単だった。

「行くぞ！　ノイエっ！」

　啓治はノイエの手を摑つかむ。

　すると、猫が蜘く蛛もの子を散らすように四散していく。

　手を引かれて立ち上がったノイエを連れて、啓治は走り出す。

「なんでここだってわかったんだ……」

　ちらりと後ろを振ふり返ると、カナエは追いかけようという素そ振ぶりを見せていなかった。

「奴やつの嗅きゆう覚かくは、犬の一万倍と言われている」

「え！　あの、人間の一万倍の嗅覚を持つと言われてる犬の！」

　一万倍のさらに一万倍。

　億の嗅覚と言われても、訳がわからない。

「言わば、千せん里り嗅きゆうの能力」

「えー、ちょっと待って。一億倍の嗅覚ってどのぐらいなの？」

「私は隠おん密みつ行動を幾いく度どとなく取ってきたが、捕つかまったのは彼女にだけ」

「その嗅覚でか」

「そう。一度匂においを嗅かがれれば、世界中のどこにいても見つけられるぐらい」

「……なるほど、異世界に行きたがるわな」

「この世界にいることが彼女にバレたと情報があった」

「一億倍って言っても……地球の円周って確か四万キロぐらいだっけ？　仮に一いつ般ぱん人が一メートル先の匂いを辿たどれるとしたら」

　啓治は単純に計算してみる。

　風や多種多様な匂いを度外視して、ただ単純に、計算してみた結果──

「世界のどこにいてもって言われても、わかる気がするわ」

　倍の八万キロだとしても、余よ裕ゆうがある。

「犬の一万倍は皮肉で言っているところもある。動物みたいだと」

「あー、なるほど。八や百お屋やとか噓うそ八はつ百ぴやくとかみたいに、別に八百ではないけど、多いって言いたかっただけってことだな」

「そう。実際は、そのさらに一億倍は嗅ぎ分けてくる」

「…………そっちかよ」

　啓治はてっきり、犬の一万倍は言い過ぎだと思っていた。

　だが、逆だった。

　千里嗅の能力──

　それは、その世界に存在する限り、匂いを嗅ぎ分けてくるという力なのかもしれない。

「まあ、逃にげてきたノイエがそう言うなら、信じるしかないな」

「それでも、走る？」

「ああ、走る。いずれ見つかるとしても、見つかるまでは二人きりになれるだろ？」

「なるほど……彼女は身体能力が高い方ではない」

「あ、そうなの？」

「私たちが走れば──走った距きよ離り一〇〇メートルに対して二〇秒の時間が稼かせげるだろう」

「あいつが走ってこなければ、かな？」

「絶対に走っては来ない。必ずいつか追いつけると思っているから。これまでもそうだったし、これからもそう」

「……お前、苦労してんだな」

「そう、苦労している。だから──結けつ婚こんして」

「急だなおい！」

　千里嗅の『呪じゆ縛ばく』から抜ぬけ出すには、それしかない。

　ノイエの話を聞けば聞くほど、啓治はそれしかないように思えてきた。

　ノイエの手を取ったまま、走る、走る、走る。

　どれだけ逃げようが、逃げられないとわかっていても。

「どこへ行こうと言うの？」

「どこへ行きたい？」

　どこへともなく、ただただ逃げる。

　ふと、啓治はエリーの言葉を思い出した。

『目的のない冒ぼう険けんなんて、面おも白しろくないじゃないですか』

　あのときは、ショッピンクなモノを探していた。

（エリーはこう言いたかったんだ。どんな『目的でもいいんだ』と）

　たとえそれが、訳のわからない『ショッピンク』であっても、デートでは目的は持つべきだ。

　それを、エリーは教えたかったのだろう。

「ノイエ……一番得意なスポーツは何？」

「…………ダーツ」

「ダーツはダメっ！」

　ノイエの答えに、啓治は鼻水が出るほど噴ふき出した。

　脳のう裏りには、女め豹ひようのポーズを取るエリーの姿が浮うかぶ。

「ダメなの？」

　まさかの強い拒きよ否ひに、ノイエはきょとんとした表情を浮かべる。

「ダーツ以外で」

「……じゃあ、ビリヤード」

「も！　ダメーっ！」

「ダーツ以外ならって……」

「何かに飛ばしたり入れる奴はダメ」

「ゴルフとかもダメ？」

「どっちも入ってるからね」

「……じゃあ、卓たつ球きゆう」

「卓球か。それはいけそうだ」

　啓治はすぐに思い出すことが出来た。

　あの、ダーツやビリヤードが出来るアミューズメント施し設せつに、卓球台もあったことを。

「卓球やりたい」

「じゃあ、やりに行くか。卓球」

　啓治は、そう言って、角を曲がる。

　ずっと真まっ直すぐ走って逃げてきたが、アミューズメント施設は、公園よりも駅に近い場所にあるのだ。

　引き返さなければならなかった。

「戻もどるの？」

　じゃあ、今まではなんだったんだと言わんばかりのノイエ。

「あいつは俺たちを追っているはずだ。だからあえてＵターンするってのも、攪かく乱らんになるだろう？」

「……一理ある」

　納なつ得とくして貰もらえたようなので、今まで以上に急いで走り、目的の場所へ。

　振り返っても、奴はいない。

　受付をしようとしたら、ノイエがメンバーズカードを取り出したので、啓治は「あー」と呟つぶやいた。

　ダーツ、ビリヤード、卓球。

　それらをノイエが言ったのは、ここでいつも遊んでいるからだろう。

（エリーも会員だったけど、もしかして二人で遊んでいるのか？）

　なんて考えたが、すぐに首を横に振る。

（あいつだな）

　そして、辿り着く、最も納得出来る真実へ。

　マホだ。

　マホに相談したら、すぐにエリーがやってきたことから、マホはエリーを知っていた。

　元々、友達だったのかもしれない。

　エリーもノイエも、マホの友達だったとすれば、つじつまが合う。

　エリーとノイエがここで遊んでいたのではなく、エリーとマホが、ノイエとマホがここで遊んでいた。

　つまりここは、マホのプレイスポットなのではなかろうか。

　受付を済ませて、中へ。

　ダーツ台やビリヤード台を無視して、緑色のネットに囲まれた卓球台へと向かう。

　ネットで囲わないと、ピンポン球がどこへ飛んでいくかわからないからだ。

「お、空いてるね」

　卓球台は三つあったが、そのどれもが空いていた。

　これはちょうど良い。啓治とノイエは真ん中の台を選び、網あみの中へ。

「……勝負」

「何点先取にする？」

「……点数なんか、気にしなくても良い」

「え？　なんで？」

「あなたが私から、一本取れるとは思えないから」

　そう言いながら、ノイエはラケットを握にぎる。

　その握り方は、まるでしゃもじでも持つかのような、まるで棒でも握るかのような握り。

　卓球が得意な人間の握り方とは思えなかった。

「俺も結構得意なんだぞ」

　啓治は、握りの雑さから、鼻で笑う。

　啓治はちゃんとしたシェイクハンド。持ち慣れた握りだった。

　箱に入っているピンポン球を一つ手にして、もう一度ノイエに向き直ると──

「あ、ありなのか……それ」

　さすがに、驚おどろいてしまった。

　ノイエは──二刀流だったのだ。

　右手にラケット。左手にラケット。

　見たこともない、『型』だった。

「かかってこい」

　ジト目のまま、しかし威い圧あつ的な目でノイエは言う。

　啓治には、二刀流がやっていいことなのか悪いことなのかもわからなかったが、これは別に公式戦でもない。

　とりあえず、サーブを打ってみる。

　球をぽーんと高く上げてから、ぺしっと一発。

　テン、テン、と卓球台を跳はねてノイエのところへ──

　べし。

　右手の一いつ閃せん。

　スマッシュで返された。

　それは、端はしの端。絶ぜつ妙みようなところを跳ね──、緑のネットを揺ゆらした。

（み、見えないっ！　残像しか……）

　啓治は、指一つ反応出来なかった。

「っさー」

　いつもより二オクターブほど高い声で、奇き声せいを発するノイエ。

「……今ので確信したよ。卓球は、誰だれかに教えられたってな」

　啓治はこきこきと首を鳴らす。

　本気で行かなければならないようだと。

　今度はさっきのような、甘ったれた試ためしのサーブではなく、回転に回転を掛かけたカットボール。

　それを──ノイエはスマッシュヒット。

　さっきと同じコースで、球はネットに向かっていった。

「っさー」

「バカなっ！」

　必殺のカットを返されたのは初めてだった。

　それも、カットで返したのではなく、ドライブで返された。

　大きな振ふりではなかった。

　肘ひじから先だけを振っただけの、軽い振り。

　そんなフォアドライブに、回転が負けたというのか。

「忘れてたわ」

　ノイエが、異世界人であり、暗黒騎き士しであるということを。

「ボール三つでもいい」

「ちょっと、本気で行くぞ」

　啓治の髪かみの毛が、さわさわと揺れる。

　室内だというのに、風が舞まい起こった。

　エリーに負けるのは、我が慢まんが出来る。

　だが、ノイエには。

　人は誰しも、全すべての事こと柄がらに於おいて「こいつには負けたくない」という相手がいるモノだ。

　今、啓治にとってそれはノイエだった。

　だから啓治は、惜おしまずに使う。

　風使いとしての、風の力を。

「くらえっ！」

　啓治の周りに、ピンポン球が浮かぶ。

　一つ、二つ、三つ──

　箱にあった全ての球。

　一二個──一ダース分のピンポン球が放たれた。

　横よこ殴なぐりの雨のような、怒ど濤とうの攻こう撃げき。

　その全てを、ふたつのラケットで打ち返していくノイエ。

　それは、まるでうちわを扇あおぐかのような、ハエでも叩たたき落とすかのような動き。

　だが、一歩も動かず、眉まゆ一つ動かさずに全てを打ち返していく。

　その一つ一つが、全て高速のスマッシュ。

　しかし、今度は啓治も負けてはいなかった。

　右に左に、縦じゆう横おう無む尽じんに動き、一つ残らず打ち返していく。

　かかかかかかかか……

　いくつものピンポン球が絶え間なく卓球台を叩く。

　ラリーは何回続いたかわからない。

　ばす、ばす──と一つずつネットに掛かる、ピンポン球。

　全てのピンポン球がネットを揺らしたとき、啓治は両手をついて嘆なげいた。

「はあ……はあ……負けた……一つ残らず、負けた」

　息が荒あらい。整えようと深く呼吸しても、酸素が足りない。

　全力だった。

　持てる力の全てを出したつもりだった。

　だが、ノイエが最初に言ったように、一点も取ることは出来なかった。

「気にしなくて良い。あなたが弱いんじゃない。私が、強すぎただけ」

「まあ、暗黒の力使われたらな」

「……使ってない」

「え！」

「使おうかとも思ったけど、使わずに勝てるレベルだったから」

「完敗ってことか……」

　啓治はがっくりと肩かたを落とす。

　ノイエと命いのち懸がけの死し闘とうを繰くり広げたとき、二人の力は互ご角かくだったとノイエは言っていた。

　結果として、啓治はノイエに勝った。

　あのときから、ノイエには何をやっても負けないと思っていた。

　だが、こうもぼっこぼこにされるとは。

　自信をなくしそうになる。

　ふと後ろを振り返ると──拍はく手しゆをする人々。

　激しいラリーをしている内に、どうやら観客が出来ていたようだ。

　その中に、いる。

「ホント、どこへ逃にげても無む駄だなんだな」

　カナエが、ぷーっと頰ほおを膨ふくらませてこっちを見ていた。

「そもそも、逃げる必要はない」

「え？」

　啓治は、ノイエの言葉が寝ね耳みみに水だった。

「逃とう避ひ行こうは楽しかったけど、今回の目的は、私たちのラブラブ度を見せつけること」

「そりゃそうだけど」

　ノイエが恐きよう怖ふに怯おびえていたように見えたから──

　と啓治は続けられなかった。

　今恐おそれていないなら、その言葉で恐怖が蘇よみがえるかもしれないから。

「やろう。続きを──」

　そう言って、ノイエはラケットの上にピンポン球をのせる。

「この一球一球が全て──私の愛だ」

　剛ごう速そつ球きゆうのサーブ。

　それは、啓治の顔面にすこーんと当たった。

「やっぱり、受け止められねえな。お前の愛は」

　啓治は笑いながら、当たったおでこを撫なでる。

　そしてまた、ラリーが始まった。

　ギャラリーがいる以上、啓治は風の力を使う訳にはいかない。

　一つのピンポン球を、ノイエの愛を、言葉を──啓治はありのままの自分で受け止め、そして返していく。

　その様子を、カナエは見つめていた。

　ノイエのことはずっと見てきた。

　いつも、感情を表に出そうとしない、ジト目の少女を。

　ぱっと輝かがやかせる表情を見せるときはあるが、それは文明や文化に感激を受けたとき。

　誰か、人に対して笑え顔がおを見せることなどはない。

　そう、ましてや、楽しそうな顔なんて──

（エロメイドが……可愛かわいい）

　カナエは、笑みを零こぼすノイエを見て、恋こい心ごころを強めた。

　強めれば強めるほどに、啓治への嫉しつ妬との心も強まった。

　どうして、あの相手が自分じゃないのだろう。

　今すぐにでもこの緑のネットを押しのけて中に入り、啓治と代わりたいのに、それが出来ない。

　二人の間を裂さくことは、ノイエの笑顔を裂くことになると、わかっていたから。

　自分がそこにいても、ノイエは笑顔を見せてはくれないと、わかっていたから。







　そのまま、三回同じゲームを繰り返し──啓治は一点も取れずに終わった。

　次にやりたい人が待っているようなので、啓治たちは卓たつ球きゆうをやめて、ネットの外へ出た。

「タオルでも持ってくればよかったな」

　ぐっと額の汗あせを拭ぬぐう。

「気持ち良かった」

　汗一つかいていないノイエは、満足げだった。

　自じ動どう販はん売ばい機きでポカリ的な清せい涼りよう飲料を買い、ベンチに座った。

　ノイエと啓治は同じタイミングでキャップを開き、同じタイミングでぐびぐびと一気に喉のどへ流し込む。

「「っあー」」

　声が同時に出た。

　その一連の様子を見届けていた少女が一人──近くへやってくる。

「仲良しかっ！」

　第一声は、ツッコミだった。

「あれ、遠くから見てただけじゃないのか」

「……あんな幸せを見せられたから」

「幸せ？」

　啓治は言ってる意味がわからず、聞き返す。

「試合わせ？　仕合わせ？　幸せ？　シワ汗？」

「連呼されてもわからんわ」

「そう、私は幸せだった」

「ノイエ……」

　カナエの言う意味を理解したのか、ノイエは真ま面じ目めな顔で答えた。

「ずっと、見ていたんでしょう？　感想は？」

「あんなエロメイド……見たことがなかったです」

「素す直なおでいい」

「私とも……仕合わせしてくれます？」

「無理」

「……幸せする……あ、試合をするって意味か？」

　啓治はなんとか、カナエの言うことを理解した。

　あの卓球の試合が、カナエには堪たまらなく楽しそうに、幸せそうに見えたのだろう。

　そう、堪らなく。

　だからこうして、声を掛かけてきたのだ。

「私は、好きな人としかしない」

　ノイエはそう言って、啓治の手を取る。

「言ったろ？　恋こい人びと同士なんだって」

　啓治は少し照れ臭くさそうに言った。

「私は認めないです！　絶対に──」

「そう……」

　困った表情を浮うかべたノイエは、啓治の顔を見上げる。

　啓治も困った表情をノイエに返した。

　せっかくの恋人ごっこも、不発に終わってしまったようだ。

　と思っていたら──

　ちゅ。

　ノイエが、背せ伸のびをして啓治に口づけをした。

　突とつ然ぜんの不意打ちに、啓治は目を丸くする。

　そして、その柔やわらかな唇くちびるの感かん触しよくに、顔を赤く染めた。

「これでも？」

　そしてノイエは、もう一度カナエへと顔を向けた。

　カナエはわなわなと震ふるえ、目に憤ふん怒ぬの炎ほのおを滾たぎらせた。

「な、なんてことをっ！　お前！　絶対に許さないです！　マジ許すまじっ！」

「え！　俺！　今見てたろ！　やってきたのはノイエで──」

　ちゅ。

　ノイエは釈しやく明めいを果たそうとしている啓治の頰に、追つい撃げきの一撃を加えた。

　それを見たカナエは『あーっ！』と大きく口を開いたあと、びしっと啓治に人差し指を向けた。

「あなたは絶対にしばくっ！　……この国の法ではなく、私の法でしばく！」

「それは、裁く……ってことかな？」

「砂さ漠ばく？」

　ノイエも首を傾かしげていた。

「いや、何でもいいです！　勝負ですっ！　どちらが相応ふさわしいか、ここでやってやるです！」

　カナエは刀のツバに親指を掛けて、構える。

　その構えは、抜ばつ刀とう術と呼ばれるものであると、啓治は瞬しゆん時じに判断した。

（へえ、暗黒騎き士しさんの世界にも、抜刀術なんてあるんだな）

　啓治は向けられた敵意よりも、その技術に関心を示した。

　立ち居い振ふる舞まいで、わかるのだ。

　今敵対している相手が、自分より上か下か。

　そして──カナエは、かなり下だ。

「……って、殺し合いをやろうってのか？」

　仕合……ではあるが、命懸けの仕合。

　幸せとは、ほど遠いモノだった。

「太丈じよう夫ぶ。あなたは負けない」

　啓治の心配そうな顔を見て、ノイエは小さく太たい鼓こ判ばんを押した。

　だが、啓治が心配していたのは、カナエをどこまで攻こう撃げきしていいのかという点だ。

　本気の殺し合いをするには、バカげた相手だ。

「ド肝ぎもを抜ぬいてやるです」

　にやりと笑うカナエ。

「それは、そのままの意味かな？」

　腹を裂いて、臓物をぶちまけようということだと受け取り、啓治は苦笑いをしながら立ち上がる。

　キョロキョロと辺りを見回し、周りに人がいないことを確かく認にんすると拳こぶしを構えた。

「はっ！」

　鞘さやが、払はらわれる。

　抜刀術は鞘から剣を引き抜き、斬り払う剣術だ。

　その性質上、突つきや、上段、袈け裟さ懸がけはそうそう出来るものではない。

　右側からの攻撃。さらに言えば、横に薙なぎ払うか斬り上げるかしか出来ない。

　それだけわかっていれば、最も早はや避さけるのは容易である。

　だが、達人の抜刀術は、それだけわかっていても尚なお、止めることなど出来ない。

　速すぎるからだ。

　音よりも速く、剣は啓治の体を斬り裂いた。

　が、浅い。

　ぱっくりと傷は出来たが、皮ひ膚ふを斬り裂いただけだった。

　啓治は一歩下がって避けることも出来た。が──あえて食らいながら、攻撃に転じていた。

　抜刀術は、一手目こそ剣筋の予想が容易たやすい。しかし、抜いたあとの剣撃は、自由自在だ。

　返す刀で攻撃されるより、一撃加えて終わらせようと考えた。

　右手に、風の力が込こめられる。

　カナエが二撃目を加えるより速く──

　啓治は親指で一〇円玉を弾はじく。

　ちょうど、自販機でお釣つりが出たところだった。

　──指し弾だん。風と指の力で弾き飛ばす。ただそれだけの技わざ。

　弾丸と化した一〇円玉はカナエの頰ほおを打っていた。

　ただの一〇円玉をぶつけられただけで──小さな身体からだが、鞠まりのように……てん、てん、と地面を跳はねる。

　だんだら羽織が埃ほこりに汚よごれ、手から刀が離はなれ、地面に落ちる。

　そんなカナエに、啓治はさらに追撃を掛けるべく、カーペットの地面を蹴ける。

「ま、待ったーっ！」

　啓治の握にぎり締しめた拳が振ふり下ろされんとする瞬間、カナエは思わず手を上げた。

「え？」

　まさかの『待ったコール』に、啓治は目をぱちくりさせる。

　カナエは立ち上がり、ぱんぱんと埃を払う。

　そして、ノイエの方へと近づき、困こん惑わくの表情で頰に手をやった。

「どうかした？」

「ええー。めちゃめちゃ強いんですけど……あいつ」

「そう。めちゃめちゃ強い」

　こくりと、ノイエは頷うなずいた。啓治の指弾を、ノイエも食らったことがある。その強さは、十分理解していた。

「戦ったことあるんです？」

　カナエの言葉に、ノイエは頷く。

「私と同じぐらいの強さ」

「あ、暗黒騎士と！　そんなのがいるんですか！　この世界に……」

「と言っても、暗黒騎士最弱の私と互ご角かく」

「十分強いですっ！　ええー。暗黒騎士と互角ぅ～」

　カナエは悩なやんでいた。

「……俺は、どうすればいいんだ？」

　啓治も、悩んでいた。

　拍ひよう子し抜ぬけだ。

　まさか、戦せん闘とうを仕し掛かけておいて途と中ちゆうでやめるなんて、思いもしなかった。

「おっけーです！　なしで！　法でしばくの！　なしっ！」

　カナエは両手で×を作りながら、啓治のところへと帰ってきた。

「え！」

「戦って勝敗を決めるのは戦国の世の常。そして今、ここは戦国ではないのです！」

　腕うでを組んで、人差し指を立て、うんうんと頷いた。

「はあ」

　勝手な言い分だが、カナエが納なつ得とくしてくれないといけないと感じている啓治は、じゃあどうしろと？　という顔で溜ため息いきのような気のない返事をした。

「なので！　別の方法で決着をつけるのです！」

「別の方法って」

　それを言い出してる時点で、自分の勝ちなんじゃないかと啓治は思ったが、とりあえずカナエが納得してくれないと解決しないような気がしたので続きを聞いてみる。

「………………カードファイト、ヴァンガードで」

　カナエは悩みに悩んだ結果、トレーディングカードの名前を挙げた。

「カード持ってないし」

「……こんなこともあろうかと、デッキを用意してる」

　ノイエがカバンから、一組のカードの束──デッキを取り出した。

「やり方わかんないんだけど」

　名前は聞いたことはあるが、内容までは知らない啓治は、ただただ困惑していた。

「ふっふっふ……私のロイパラデッキの格好良さにビックリッヒするがいいです」

　だんだら羽織の袖そでから、もう一組デッキを取り出すカナエ。

「ビックリッヒってどういう状態なんだろう」

「ドイツ語で『マジでっ？』って意味。ビックリの語源と言われている」

　相変わらず知らない単語を繰くり出してきたので、いちいち引っかかっていた啓治に、ノイエが説明をした。

「ビックリッヒっ！　あれってドイツ語だったのかよ！」

　啓治は吃驚びつくりした。

　そして、ノイエに教えられながら、カードファイトを行うが──

　結果は啓治の圧勝だった。

「……………………ちょっとこっち来て」

　カナエはデッキを片付けて、ノイエを自じ動どう販はん売ばい機きの陰かげへと連れて行く。

　そして、小声でノイエに文句を垂れた。

「そんな世界大会で使うデッキのコピーを出してくるなんてダメです」

「どうして？」

「デッキ構築ってのは、独創性も加味すべきなんですぅ」

　啓治に聞こえないよう、小声で話をしていたが、あまり距きよ離りが離れていなかったために、啓治には丸聞こえだった。

「知らなかった」

「こっちはイラストの美び麗れいさを重視して、趣しゆ味みの範はん囲いでやってるんです」

「それも知らなかった」

「なんかこう、猫ねこが遊びでじゃれ合って軽くネコパンチしようとしたら、思いっきり首をがぁぶぅ～って嚙かみつかれたような気分です」

　一通り言いたいことを言ったカナエは、啓治のところへと戻もどる。

「さっきのは無効です！　スタート地点が公平じゃなかったんで無効です！　あっ！　っていうか！　一対一じゃなかったです！　そっち二人がかりだったので無効です！」

　良いところに目を付けたと自画自賛しながら、カナエは意い気き揚よう々ようと再試合を申し出る。

「で、どうするんだ？　ダーツとかで決めるか？」

「………………ここは、愛の差で決めるべきだと思うんです」

「と、言うと？」

　啓治は、『思ったよりいいことを言うじゃない顔』で聞き返した。

「愛あい撫ぶの上う手まさ「絶対やだ」」

　ノイエが即そく座ざに否定した。

「キスの美う味まさ「じゃあ、こうしよう」」

　カナエの提案に、ノイエが被かぶせた。

　変態的な思考と嗜し好こう。カナエの提案を聞いていられなかった。

　その意見には、啓治も大いに賛成なのだが──

「明朝、クイズで勝負」

　ノイエもまた、おかしな思考だった。







　　　第四章「クイズ！　田た中なかノイエ一人に聞きました」







　啓けい治じは、朝六時に、学校へとやってきた。

　誰だれもいない教室──ではない。

　そこには、すでに三人の女子がいた。

　一人は、ノイエ。いつも通り制服姿だ。

　一人は、獅し叢むら鼎かなえ。いつも通りの新しん撰せん組ぐみ姿だ。

　そしてもう一人。

　黒くろ髪かみのツインテール。一見すると大人しそうに見える少女──マホ。

「お、来たね。じゃあ始めよっか。八時ぐらいから誰か来るかもしれないしさっさと」

　マホが、アゴでくいっと席を促うながした。

　自分の席ではないが、啓治は教きよう壇だんの前に座る。

　隣となりに座っているのは、自分の席どころか、自分のクラスどころか、完全な部外者だ。




「ふっふっふ……ハンデとして片手でやってやるです」

　机の上には、レストランで使う呼び出しボタン。

　マホはレストラン経営もしているので、この手のアイテムは入手し放題だった。

「むしろ両手でやる方がハンデだろ」

　得意気な表情のカナエを、『ただ言いたいだけちゃうんか顔』で啓治は見ていた。

「一日掛がかりで問題を考えてきた」

　ノイエは教壇に立つマホの隣で、チョークを手にして、何やら黒くて四角い箱を虚こ無む僧そうのように首から提さげていた。

　その妙みような機械がなんなのかは、啓治にはわからなかった。

　黒板には、カナエ、啓治と名前が書かれていた。

　どうやら、点数を書き込むのだろうと推測出来る。

「このクイズで、本当にカナエは納なつ得とく出来るのか？」

「出来るに決まってるです」

　何な故ぜなら、負ける気がしないからだ。という言葉は吞のみ込んだ。

　啓治とノイエがどれだけ仲が良いのかは知らないが、出会ってせいぜい一ヶ月か二ヶ月。カナエはノイエのことをもっと昔から知っている。

　年季が違ちがうのだ。

　カナエが有利であることを今再認識されると、この勝負をやっぱり辞めるなんて言いかねない。

（私はつくづく、策士ですぅ）

　そんな自分が、カナエは好きだった。

　対して、啓治は少し緊きん張ちようしていた。

　ノイエが作ったクイズならば、きっと啓治に有利な問題にしてくれているだろう。

　だが、それをカナエが知らないとは限らないのだ。

　指をポキポキと鳴らし、ボタンに中指を置く。

「とりあえず、一〇問出題します」

　とマホが前置きをする。

（とりあえず……）

　その言葉が気になったが、もう始まりそうなので啓治は言葉を吞んだ。

「では──クイズ！　田中ノイエ一人に聞きました～。第一問、田中ノイエの本名は？」

　マホが問題を出すと、ノイエがデデンという音を鳴らせる。

　黒くて四角い箱は、どうやらＳＥ（サウンドエフェクト）のためだったようだ。

「………………」

　第一問目から、啓治は頭を抱かかえる。

　啓治はノイエの本名がなんなのか、知らなかった。

　だが、カナエは当然知っているはず。

「ふっふっふ……第一問は私に有利なようですねぇ」

　したり顔のカナエは、意気揚々と机の上にあるボタンを叩たたいた。

　それはさながら、格好付けてエンターキーを弾はじくパソコン初心者のようだった。

　ピンポン。

　教室に、呼び出し音が鳴り響ひびく。

　教きよう卓たくに置いてあった二つのランプの内、一つがオレンジ色に灯ともる。

　全員の注目を浴びながら、カナエは自信満々に言った。




「……エロメイド・団地妻・ゲイル」




　…………ブー。ノイエが首から提げている黒い箱から、不正解のＳＥが流れる。

「え！」

　驚おどろいたのは、啓治だった。

「……………………」

（あっれぇ～。なんだっけかなぁ～）

　自信の答えを不正解にされて、カナエは顔をしかめる。

　そして、沈ちん黙もくが流れた。

「……………………」

（エロメイド。エロメイドはあってるはずなんだ）

　啓治は目を閉じ、天を仰あおぐ。

　何度も何度も、エロメイドという言葉は聞いているし、それをノイエが訂てい正せいしたことはない。

　そこから先が、一いつ切さい出てこない。

　もしかしたら、そこから先を一度も聞いたことがないのかもしれない。

　カナエも、ファーストネームでしか名前を呼んだことはなく、いざフルネームとなると思い出せずにいた。

　そう、昔は覚えていたのに、携けい帯たい電でん話わの電話帳から電話を掛けるもんだから、電話番号を忘れてしまったように。

　二人は、熟考した。

「今、マジでキレる五秒前」

　まさか、名前がわからないと言われるとは思っていなかったノイエは、表情にこそ出さなかったが、内心で憤ふん慨がいしていた。

「早いっ！　一問目で早いですっ！　ちょっと待って下さい！　もう、ここまで出てきてるんです！」

　カナエはそんなノイエを宥なだめる。

　喉のどの奥には来ているが、引っかかって出てこない感覚を、喉を押さえることで表現した。

　ピンポン。

　押したのは、啓治。

「エロメイド・団地妻──ガイル？」

　ブー。

「論外」

　ノイエは啓治に対しても、冷たい言葉を掛けた。

　ピンポン。

　押したのは、カナエ。

「エロメイド・団地妻──メイル」

　ブー。

　ピンポン。

　また押したのは、カナエ。

「エロメイド・団地妻……「もう、そこが違うから」」

　団地妻と間違えられるのが一番不ふ愉ゆ快かいなノイエは、答える前に被かぶせるように『ブー』ボタンを押した。

「エロメイド……ダンジズマ・ゲイルっ！」

　カナエは、閃ひらめきに喜びの表情で言う。

　ピロピロピロン。

　それは、初めて聞く、『正解音』だった。

「はい、獅叢さんに一〇点入ります」

　マホがそういいながら、黒板に一〇の文字を書いた。

（まだ、焦あせるには早い）

　啓治は気を取り直して、マホの言葉に耳を傾かたむける。

「第二問、田中ノイエの、血液型は？」
















（し、知らねえ……）

　聞いたこともない。

　こんなことになるんだったら、もっと根ね掘ほり葉は掘ほり聞いておけばよかった。

　もっと、彼女を知るべきだったと啓治は後こう悔かいする。

　ピンポン。

　押したのは──カナエ。

「Ａっ！」

　ブー。不正解だった。

　だが、カナエがＡと答えてくれたのは、啓治にとってはいいことだ。

　異世界に於ける血液型ではなく、この世界標準の考え方でいいってことになる。

　もしかしたら、異世界では輸血なんてしないのかもしれない。

　ピンポン。

　押したのは、啓治。

「ＡＢ！」

　ブー。これも不正解。

　ピンポン。

　押したのは、カナエ。

「Ｂ？」

　ブー。これも不正解──ということは──

　ピンポン。

　最後の早押しに勝ったのは──啓治だ。

「Ｏ型っ！」

　ブー。まさかの不正解音だった。

「四種類しかないだろ！　異世界の言葉や表現が正解だったとしても、この世界の標準でも答え合わせろよ！」

　ピンポン。

　悩なやみながら、カナエが押す。

「アールエイチ、ナル」

　啓治は、聞き慣れない言葉だった。

　ピロピロピロン。

　正解の音がなる。

「へえー。田中さん、アールエイチナルなんだ」

　マホは意外な答えに感心しているようだった。

　この言葉から、マホは答えを知らないようだ。

　答えは全すべて、ノイエが判断する。

　それが、『クイズ！　田中ノイエ一人に聞きました』なのだ。

「どういうの？」

「よくさ、アールエイチマイナスとかって言葉、聞かない？」

「あー、なんか珍めずらしい血液って奴やつだな」

「その中でも最上級に珍しい血液よ。世界中を探しても、五〇人程度しか見つかっていない奴。黄金の血って呼ばれててね。誰だれにでも輸血が可能なの」

「すげーな。カナエはなんでわかったんだ？」

「私も、そう言われたです」

「……多分、私の世界には、この血液型しかいない。エールリンクから聞いていると思ってた」

　ノイエは、啓治が暗黒騎き士しとそういう話題も話していたと思っていた。

　だが、啓治には初耳だった。

「なるほどねー。じゃあ、輸血し放題なんだ。アールエイチナルは誰にでも輸血出来る万ばん能のう血液だけど、本人は同じアールエイチナルの人からじゃないと輸血出来ないのよ」

　この世界だと五〇人しかいないから、本人が怪け我がをしたときは大変だろう。

　だが、全員がそれだったら、何の問題もない。

　なんなら、輸血で血液型を合わせるという概がい念ねんも、血液型を計るという意味もなくなるだろう。

「第三問、田中ノイエの、好きな言葉は？」

（好きな言葉……）

　それは、ノイエが一番よく言う言葉ということだろうか。

　かなり、幅はばの広い問題だ。

　ピンポン。

　押したのは、カナエ。

　啓治は、どきっとしてしまった。

（これはマズイっ！）

　カナエは、ノイエを監かん視ししていた。

　よく言う言葉も、知っている可能性は高い。

「少年よ。正体位で抱いだけ」

（なんだよそれ！　クラークに謝れ！）

　ブー。ノイエは不ふ機き嫌げんそうに、じっとカナエを睨にらんだ。

（不正解で良かったーっ！　北海道に謝らずに済んだ！）

「私と同じだと思ったんですけどねぇ」

　違ちがうのかと残念そうに呟つぶやくカナエ。

「ヒントとか、貰もらえないですかね？」

　啓治に至っては何にも出てこないので、提案をする。

「ジュリアス・シーザー」

　ぼそりとノイエがヒントを呟く。

　ピンポン。

　すると、条件反射的に啓治が回答権を得た。

「え？　ブルータスお前もか？」

　急な常識問題に困こん惑わくしながらも、一番有名な台詞せりふを言ってみると──

　ピロピロピロン。

「正解かよ！　意外だな」

　啓治は、もっとへんてこな台詞が好きなのかと思っていた。

「私も、同じような目に遭あったことがあるから」

　その寂さびしそうな言葉に、マホも啓治も声を掛かけられなかった。

　カエサルが腹心であるブルータスにまでも裏切られていたことを嘆なげいた台詞。

　それと同じ目に遭った。

　つまり──

「私がモカフラペチーノを頼たのんだときに──」

「え？　お前モカなの？　って意味じゃないよ。あの台詞」

　瞬しゆん時じに、マホが訂てい正せいをした。

　暗黒騎士といつも話をしているマホは、言葉の間違いに敏びん感かんだった。

　啓治は裏切られたとか命を狙ねらわれたとか、そんな暗い話だと思ったが、ただの日常会話だったことに愕がく然ぜんとした。

「………………じゃあ、何？」

「いや、ある王様が裏切りにあって、最後に信しん頼らいしてた親友？　か何かのブルータスまで裏切りに荷か担たんしてたから、ブルータスお前もかって」

「それのどこが名言なの？」

「いや、ブルータスお前モカ？　の方が『どこが名言なの』感強いだろ！」

「大昔からモカってあるんだーっていう歴史の証人的な」

「よし、次行こう次」

　ノイエが折れないので、マホはさらっとこの件を終わらせた。

　こういう対応もまた、暗黒騎士で慣れているのだ。

「第四問、田中ノイエが、欠かさず観みているテレビ番組は？」

（これもまた……）

　悩ましい問題だった。

　ノイエとは何度か話をしたことがあるが、テレビ番組の話題など一いつ切さいしていない。

「テレビ番組ってなんです？」

　カナエは右手を挙げて聞いた。

　根本から、わからない問題だった。

　ここで、啓治はあることを思い出す。

（そうかっ！　ノイエは、動物が好きなんだ！）

　ピンポン。

　軽快にボタンを押して──

「ダーウィンが来た」

　ブー。

「アニマルプラネット」

　ブー。

「野生の王国」

　ブー。

（違うのか？　バラエティより本格的な動物ものだと思ったのに）

「ヒントを下さい！　私に不利なのはダメです！」

「学校に行く前」

　ピンポン。

　すかさずボタンを押す啓治。

「ニュース番組」

　大まかな言い方で行けるかどうかをやってみた。

「の、中の？」

（中の？）

　ピンポン。

「……おはよう朝日？」

　番組名で言ってみるが──

　ブー。

　間違っているようだ。

　ピンポン。

　カナエが押す。その顔は、確信を得たようには見えない。

「朝の占うらない」

　もしかして……と恐おそる恐る答えた。

　ピロピロピロン。

「ええ！」

　まさかの正解に、啓治は驚おどろいた。

「毎日欠かさず観ていたのを、観ていましたです」

　ふふん、と得意気に言う。

　人はクイズをやるとき、答える前までは不安だが、いざそれが正解だとわかると、ドヤ顔で饒じよう舌ぜつになるモノだ。

「第五問、なりたい職業は？」

（また厄やつ介かいな）

　啓治は幅の広すぎる問題に、また頭を悩ませる。

「ヒントを」

　カナエが手を挙げる。

　啓治はヒントが出てからすぐに答えられるよう、身構えた。

「世界中でやっている」

　ピンポン。

　押したのは、啓治。

「スタバ？」

　ブー。不正解。

　ノイエはスタバを好んでいるし、さっきの『お前モカ』の件でも、コーヒー好きなのがわかる。

　世界中にあるだろう有名なチェーン店が正解であるだろうと啓治は考えたのだが、不正解。

（自信があったんだけどな）

　となれば──

　ピンポン。

　もう一度、啓治。

「ジローラモラーメン」

　ブー。これも、不正解。

（世界中にはないもんな）

　まさかと思って答えたが、やはり違ったようだ。

「もう一つヒントを」

「夢」

（いや、なりたい職業って時点ですでに夢だろ……）

　ヒントになっていないヒント。

　啓治は何の手て掛がかりも無いまま──

　ピンポン。

　カナエが、押す。

「大統領」

　ピロピロピロン。

「ええーっ！　大統領になる気だったのかよ！」

「なる気は無い。ただ、『なりたい』というだけなら、壮そう大だいな夢を語る」

「ふっふっふ、エロメイドの思考はお見通しなのです」

　カナエはどうだと言わんばかりのドヤ顔で啓治を見る。

（まだだ。まだ慌あわてる段階じゃない）

　啓治は、焦あせる気持ちを必死に落ち着かせた。

　五問終わって、まだ一問しか正解出来ていない。

　だが、一〇問あると言っていた。

　これから、逆転は可能だ。

　とにかく一問。目の前の一問を着実に取っていこう。

「第六問、田中ノイエの、好きな男性の──前世のタイプは？」

　チャンスだった。

　これは、啓治が知っている問題。

　ピンポン。

　押したのは──カナエ。

「ザリガニです」

　ピロピロピロン。

（知ってやがった！　くそっ！　そりゃあそうか）

　カナエは、ノイエと結けつ婚こんしたいんだ。

　そりゃあ、好きなタイプの話ぐらいしたことがあるはずだ。

（甘く見た！　俺の甘さがっ！　負けたんだっ！）

　好きな男性の前世。この時点で、早押し出来たはずだ。勝てる問題だった。取れる問題だった。

　甘さの、問題だった。

「第七問、田中ノイエが、一番得意なスポーツは？」

　ピンポン。

　ほぼ同時に押されたが──回答権は、啓治。

　ぐっとガッツポーズを取る。

　これはもう、間違えることもないだろう。

「卓たつ球きゆう」

　きりっとした顔で、啓治は答えた。

　ブー。

「ええ！」

　啓治は驚かざるをえなかった。

　確かに、卓球だったはずだ。

　あんなに、楽しんだ仲じゃないか。あんなに、強かったじゃないか。

　頭が混乱するほどに、動どう揺ようしていた。

　判定ボタンの押し間違えじゃないか？　と考えていた時──

　ピンポン。

　カナエが回答権を得る。

「ダーツ」

　ピロピロピロン。

　カナエの答えは、正解。

（…………あっ！　ああっ！）

　啓治は思い出した。

　自分の不ふ甲が斐いなさに、頭を抱かかえて机に突つっ伏ぷしてしまうほどだった。

　そうだ。

　あのとき、啓治は確かにノイエに聞いた。

　一番得意なスポーツは？　と。

　そしてノイエは答えた。

　ダーツだと。

　だが、啓治はダーツを女子とやるのはエロいことを考えてしまうからとそれを即そく拒きよ否ひしたのだ。

　結果として、卓球をすることになったが、得意なスポーツは？　というＱの答えは、確かにダーツだった。

　少し考えれば、出てきただろう。

　だが、一点も取れなかったあの卓球が印象深過ぎて、失念していた。

　不正解のショックに、それ以上考えるのを忘れていた。

　もしかしたら、いや、必ず──考え続けていれば、思考していれば、辿たどり着いた答えだ。

　だが、何な故ぜカナエは知っているのだろう。

「ふっふふ、よくダーツをしにいくのを見ていたんです」

「そういうことか」

　ノイエは、普ふ段だんからダーツをしていたんだ。

　卓球より得意なんだから、そりゃあ、好きなスポーツだろう。

　何度も遊びに来ていて、それをカナエは見ていたのだ。

　啓治は、再三にわたる失態に、パンと頰ほおを打った。

（集中しろっ！　わからない問題じゃなかったはずだ。これ以上は、絶対取らせない）

「もうこれ、私の勝ちでいいんじゃないですか？」

　一問一〇点。

　すでに残りの問題を全すべて正解したとて、負けになるだろう。

　だが、啓治は期待していた。

　クイズ番組ならば、必ずある展開。

　最後のボーナス。大どんでん返しを。

　言わば、最後の一問さえちゃんと答えれば、勝ち。

　クイズとはそういう不条理なゲームなのだ。

「第八問、田中ノイエの、好きな動物は？」

　ピンポン。

　これも、同時に押されたが──回答権は、カナエ。

「猫ねこ！」

（しまった。これは言われてしま──）

　ブー。

「えっ！」

　と、ここで啓治は先ほどの答えを踏ふまえて、考える。

（思い出せ……思い出せっ！　思い出せっ！）

　自問して、自答を待つ。

　あのときの映像。

　猫に囲まれたノイエ。

　手を差し出しても逃にげられる啓治。

　そのとき交かわした会話。

　ピンポン。

　啓治は、押す。

「飯のためならどんなことでもやる獣けもの」

　ピロピロピロン。

　正解だ。

　ふうと一息吐ついた。

　考えれば、わかる問題は、最後まで思考を止めてはならない。

　きっと、考えればきっとわかるはずだ。

　きっと、次の問題も──

「第九問、田中ノイエの、今日のパンツの──」

　ピンポン。

　押したのは、カナエ。

「ピンク」

　ピロピロピロン。

（なんて速さだっ！）

　ほんの一いつ瞬しゆんすら、思考の余地がなかった。

「ごめんなさい。今の答え、はたして本当に正解です？」

「……は？」

　自分で答えて自分で正解したのに、いちゃもんを付けるカナエに、マホが聞き返す。

「見せて貰もらわないと納なつ得とく出来ないです」

　ヨダレを拭ふき、ゲスな提案。

（こいつ……なんて野や郎ろうだっ！）

　啓治はカナエのエロさに、引いていた。

　引いてはいたが──この意見には反対ではなかった。

　大きな声で賛成は出来ないが。

　幼い幼児体型ではあるが。

　可愛かわいい女子高生のパンツが見れるなら、止めはしない。

　ノイエは何も感じさせない表情のまま、すっとスカートをめくり上げた。

「正解は、ピンク」

　めくり上げて、すぐに手を離はなす。

　はらっとスカートが閃ひらめいて、ほんの一瞬だけ顔を出したパンツ。

　啓治は思わず、鼻を押さえた。

　紐ひもパンだった。

　布地の面積が小さめの、紐パン。

　リボンが付いていて、透すけそうな薄うすいピンク色のパンツ。

　カナエと啓治は、ぐっと親指を立てた。

　グッジョブ。と言いたかった。

「可愛いです！」

　カナエの言葉はパンツのことなのか、ノイエのことなのかわからない。

「最後の問題です」

　マホの言葉で、啓治の顔は引き締しまる。

　これが、勝負所だ。

　この一問。

　これに答えたモノが、勝者となるはずだ。

　絶対に、間ま違ちがえる訳にはいかない。

　ノイエのために。

　信しん頼らいのために。




「田中ノイエは、最近どう？」




（………………なんて問題だ）

　啓治は、最後の問題まで考えられなかったのだろうと推察する。

　九問や八問で終わらせるのは、ナンセンス。

　やるなら、五問か一〇問にするべきだ。

　まるで、消費税増税のような気持ちで、強ごう引いんに『一〇問』を推おし進めた。

　その結果が、この曖あい昧まいな問題。

　何にしようか悩なやんだ挙げ句、思いつかなかったという思いが手に取るようにわかる。

　カナエも、今回は悩んでいた。

（一〇〇人に聞いても、最近どう？　でハッピーと答える奴やつなんかほとんどいないさ）

　最近。

　そう、最近だ。

　カナエに監かん視しされ続ける最近。

　デートにいった最近。

　ピンポン。

　先手を取ったのはカナエ。

「ハッピー」

　ブー。

　不正解の音がなる。

（違ちがうのか！　てっきり、俺とデートにいったときのこと。幸せと言っていたときのことだと思ったが）

　カナエは、啓治と同じ思考で考えた。

　カナエが監視していた最近のことを言うなら、それは『不ふ愉ゆ快かい』だろう。

　自分を嫌きらっていることは知っている。

　そこに、驕おごりはない。

　だとすれば、啓治の件だろう。

　あのとき、卓たつ球きゆうのとき、確かにノイエは幸せだったはずだ。

　だが、違った。

　最近──

　最も、近い。

　ピンポン。

　啓治は、ボタンを押す。

「ノイエ。可愛いよお前は──ハッピー」

　ピロピロピロン。

　ノイエは少し照れ臭くさそうに俯うつむきながら正解の判定をした。

「ちょっと待つです！　同じ答え同じ答え！」

　納得出来ないカナエ。

「最近ってのは、最も近いって意味だ。それは、今現在、一秒ごとに変化している。だな？　ノイエ」

「そう。最も近いのだから」

　ノイエは、漢字の細かいところにこだわる癖くせがある。

　カナエに可愛いと言われたときは違っても、啓治に可愛いと言われた今は、ハッピー。

「むむむ……」

　カナエは何も言い返さなかった。

　納得して貰えたようだ。

　ふう、と啓治は溜ため息いきを吐く。

　なんとか、なったようだ。

「鞍くら馬まくんに一〇点」

「はっ？」

　マホが黒板の数字を書き換かえ、啓治は飛び上がった。

　啓治、三〇点。カナエ、七〇点。

　最後の大どんでん返しは、なかった。

　それはつまり──

「負けたのか……俺は」

　その時になって、啓治はことの重大さに胸が張り裂さけそうだった。

　これは、バカげた勝負だが──人の人生が掛かかっている勝負。

　それも、自分の人生ではない。

　自分を慕したってくれている、少女の人生なのだ。

　そんな焦しよう燥そうの中──

「第二ステージ」

　マホが笑え顔がおで言うと、ノイエがぱちぱちと手を叩たたいた。

　啓治が狼狽うろたえている様子を見ていて、マホは楽しくて仕方がなかったが、さすがに可哀かわい想そうだったので、泣き出しそうなギリギリのタイミングで、『希望』を見せた。

「そうか……一〇問出題するって言ったとき、とりあえずって付けてたよな！」

　啓治は、ぱあっと笑顔になる。

　そんな天てん真しん爛らん漫まんな心模様を、マホは楽しんでいた。

（朝早くに来た甲か斐いがあったわねぇ。鞍馬の息子むすこがこんなに狼狽える姿を見られるだなんて）

　にひっ──と、イヤらしい笑みを浮うかべたマホの横で、ノイエもまた、楽しんでいた。

「第二ステージは三問。全すべて、○×クイズで正解すれば三〇点でーす」

　簡単な説明に、啓治はうんと頷うなずいた。

　三〇点対七〇点。

　一問三〇点で三問。

　逆転のチャンスは、大いにある。

　だが、○×クイズは正解率がフィフティフィフティ。

　カナエが全問正解する可能性は、大いにある。

「机の中に、二つの札があるでしょ？」

　マホに言われて、机の中を探さぐると、確かにあった。

　棒の先に、丸い画用紙が付いたモノ。

　○と×の二つ。このどちらかを出して、意思表示をするのだ。

　同じモノを、ノイエも持っていた。

　つまり、問題を出して、せーので札を上げる。

　ノイエと同じだったら、正解という運びだ。

　説明を受けずとも、啓治は理解した。

　が──いまいち要領を得ないカナエは、マホから手取り足取り説明を受けている。

（ここが、正念場だ。絶対に、勝つ。勝たなきゃならない。じゃないと、ここにいる意味がない。ノイエを自由にしてやるんだ）

　啓治は膝ひざの上で手のひらの汗あせを拭ぬぐい、深呼吸をする。

　そして──

「第一問、田中ノイエは……ラーメン好きである。マルかバツか」

　思わず、啓治に笑みが零こぼれた。

　この問題は、啓治向きだ。

「せーのっ」

　マホのかけ声と共に──

「当然○です！」

「×なんだな、これが」

　二人が反対の札を上げた。

「正解は、×」

　ノイエは、啓治と同じ×の札を上げる。

「よしっ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締めた。

「んなっ！　なんでです！」

　カナエは、ずっとノイエの後を尾つけていた。

　だから、ラーメン屋に入っていくのを見ていたし、デートをしていたときも、場所はラーメン屋だった。

　当然、○だ。

　普ふ通つうはそう答えるだろう。

　カナエはノイエの後ろを目で追える範はん囲いで尾けていた。

　そう、声までは届かない距きよ離りで。

　カナエは千せん里り嗅きゆうを持っている。

　だがそれは、それでは、声を嗅かぎ取ることは出来ないのだ。

　だから、啓治とノイエが話していたことまでは、知らなかったのだ。

　対して、啓治は今回のデートで一番印象に残っていた出来事だったため、覚えていた。

　完全に、啓治が有利な問題。

　そう、ノイエは勝たせてくれようとしているのだ。

「第二問、田中ノイエの胸は、右よりも左の方が大きい。○か×か」

　…………勝たせてくれようと……している？　のだ？

　啓治の中で、疑ぎ問もん符ふたちが社交ダンスを踊おどっていた。

　啓治は一度、ノイエのおっぱいを触さわったことがある。

　ブラの上からだったが、左右のおっぱいを見たことがある。

　水着のときも、布地が少なかった。

　見ているはずだ。おっぱいを──

（いや、そうじゃない。そういうことではないはずだ）

　これまで、推理をする問題ばかりだった。

　考えれば、結論が出る問題ばかり。

（考えろ！　どっちだ！　考えろっ！）

　何な故ぜ左右の大きさが違う。と言わずに、左の方が大きいと言ったのか。

　左の方が大きいとすればどうして？

「せーの」

　マホの声は、タイムアップの知らせでもあった。

「○ですね！　左には心臓があるです。心臓を守るために筋肉が厚くなるです。左の方が大きくなるのは必然。おっぱいという脂し肪ぼうの話ではなく、胸の大きさと言ったことが重要ですね」

　自信満々のカナエ。

　これほど自じ慢まん気げに話すのには、理由がある。

　啓治が、×を出していたからだ。

「俺は、それで終わるならわざわざ問題として出してこないと考えたから、こっち」

　ノイエは×の札を上げる。

「今の、二人の意見を聞いてから上げたです！」

「普通、左の方が大きくなる。確かにそうだけど、私は違う。私のは、均等の取れた胸であることを、この場を借りて伝えたかった。──大きさなど、形の良さの前ではなんの自慢にもならんということをっ！」

　ノイエは両手を広げ、切実に訴うつたえた。

「……見なければ、目の前で見なければ納なつ得とく出来ないです！」

　カナエはヨダレを拭ぬぐい、にやりと笑う。

　ノイエは黒い箱を一度首から外し、両手で胸むな元もとをぐっと開いた。

「こればっかりは、舐なめてみないとわからないですねぇ」

「いや、舐めたからどうってもんじゃないでしょ」

　マホのツッコミに、カナエは「あっ」とさすがに言い過ぎたことに気付いた。

「じゃあ、触るのは？」

　上うわ目め遣づかいに、カナエはじっとノイエの目を見る。

「構わない」

　ノイエは目を閉じて、小さく答えた。

「いいのか？」

　心配したのは、啓治だった。

　ノイエにとって、カナエはトラウマの対象だ。

　触られることは、恐きよう怖ふだろう。

「じゃあ、早さつ速そく──」

　すりすりと手を擦すり合わせて、カナエは嬉うれしそうに立ち上がる。

　そして、ノイエが広げた胸元──ではなく、シャツの裾すそから手を入れて、下から胸を触る。

　びくっとノイエの体が震ふるえた。

「腋わきは……関係ない」

「はあ……すべすべぇ」

　カナエは恍こう惚こつな表情を浮かべて、幸せそうに呟つぶやいた。

「……もう、いい？」

　ノイエがカナエに聞く。

「もうちょっと」

　スパコーン。

　そのとき、カナエの髪かみの毛が広がった。

「いい加減にしなさい。この変態が」

　○×の札で、マホが思いっきりカナエの後頭部を叩いたのだ。

「すいませんでした」

　あまりの見事な一いち撃げきに、カナエは手を引いて謝ってしまった。

（𠮟しかられれば、素す直なおに聞くんだな）

　その様子は、啓治には意外だった。

「あなたも」

「え？　俺は答えに不服はないんだけど」

「お願い」

　強く言われ、啓治は困こん惑わくしながらも、制服に手を入れる。

　むに。

　右手にも、左手にも、おっぱい。

　ブラジャー越ごしにノイエの体温や鼓こ動どうが伝わってくるようだ。

　いや、熱くなっているのはもしかしたら、自分かもしれない。
















「もう、いい？」

　今度は啓治がノイエに聞く番だった。

「もうちょっと」

　スパコーン。

　啓治の伸のびた鼻が、札で弾はじかれた。

「長すぎ！　さっさと終わらせなさい」

「すいませんでした」

　さっと手を引いて、マホに頭を下げる。

「では、最後の問題です」

　やれやれと溜ため息いき交じりにマホが言うので、背筋をぴんと伸ばして席に座り直す二人。

　ノイエは制服を正し、黒い箱を首から提さげた。

（今度こそ、これで終わりだ）

　今、点数は七〇対九〇。

　差を一気に取り返し、啓治は逆転していた。

　このまま正解すればいい。

　きっと、正解出来る問題が来るはずだ。

　ノイエはきっと、そんな問題を用意してくれているはず。

　もし、カナエが正解したとしても、啓治も正解して、結果的に啓治が勝つような──

「──境界を持たないコンパクトな二次元曲面が、どのようなループであっても連続的に引き絞しぼれば回収できるようであれば、その曲面は二次元球面に同相であると思う？」

「………………え？」

　啓治は、全部ちゃんと聞いた上で、聞き返した。

「………………え？」

　カナエは、さらにかみ砕くだいて考えてみたが、聞き直した。

　啓治に至っては、『コンパクトな』という部分しか頭に残っていない。

　思うか思わないか。

　まさかの、最終問題。

　考えても、わからない問題だった。

「せーのっ」

　マホの声で、二人は札を上げる。

　啓治は、×。カナエは、○だった。

「×、×と来てるから、今度も×じゃないかなと」

「同じ理由で、今度こそ○だと思うです！」

　ノイエに二人の視線が集まり──そして──

　正解は、○。

　啓治は、痛つう恨こんの失敗だ。

　一〇〇対九〇。

　届かない。

　点数は、届かなかったのだ。

（やっちまった……）

　今度こそ、今度こそ負けた。

　最後の最後に運うん否ぷ天てん賦ぷで、負けた。

　………………啓治は天てん井じようを仰あおぎ、目を閉じた。

（運否天賦？　最後の最後の問題を、運任せなんかにするだろうか？）

「さあ、これで最後の対決っ！　……ためしてガッデーム！」

　マホの怒ど鳴なりに、ノイエがぱちぱちと手を叩たたく。

　目を開けて、マホを見る啓治。

「なんだそれ」

　聞き慣れているようで聞き慣れていない言葉に、啓治は啞あ然ぜんとしていた。

「田中さんには、こちらのボタンを」

『ガッデム！』

　ノイエがボタンを押すと、マホの声なのか、高い声で淡たん々たんとガッデムが鳴り響ひびく。

「田中さんがイラっとしたり、負の感情がわいたら、これを押して頂きます」

『ガッデム！』

「より回数の少ない方が勝利となります。ちなみに、回数は野鳥の会の方々にお願いしました」

　双そう眼がん鏡きようを持ったおじさんが教室に入ってきた。

「なんでわざわざこんな朝早くにっ！　それほど適任でもないよっ！　彼らは数を数える集団じゃないんだよ！」

「一回押す毎ごとに、点数が一〇点引かれます」

　マホが、にやりと笑う。

　そこでやっと、啓治は概がい要ようを把は握あくした。

　この、『クイズ！　田中ノイエ一人に聞きました』は、『ためしてガッデム』の前ぜん哨しよう戦せんに過ぎなかったのだ。

　今までのクイズで獲かく得とくした一〇〇点と九〇点。

　これを、この最後のクイズでどれだけ残すことが出来るのか。

　そういう対決なのだ。

「ふっふっふ『ガッデム！』この勝負は『ガッデム！』かなり『ガッデム！』私に有利で『ガッデム！』すね」

　カナエが喋しやべる毎に、ノイエは惜おしまずガッデムボタンを押す。

「ちょっと！　押しすぎですよ！　しゃっくりぐらいの頻ひん度どで押しすぎですよ！」

「えー、思ったより押すみたいなので、一回で一点引かれることにします」

　マホはこの調子でいくとカナエに勝ち目がないと早々に悟さとり、ルールを変へん更こうした。

「で、俺たちはどうすればいい？」

　ガッデムボタンを使わせないとして、だったら無言でいればいいわけだし、いつまでやるのかもわからない。

「古今東西、懐なつかしいと思うモノ～」

「え？」

「交こう互ごに、懐かしいと思うモノを挙げていってください」

「古今の今の方に懐かしいは入ってないんじゃないか？」

　古今東西。昔から今まで、あらゆる場所で。

　懐かしいと思うモノが、今にあるというのは矛む盾じゆんであるという指し摘てきだが──

『ガッデム！』

　いちいちうるさい。とでも言いたげな『ガッデム！』だ。

「容よう赦しやなしか！」

　まさか、啓治に対しても『ガッデム！』を押されるとは思っていなかったため、啓治は嘆なげいた。

「じゃあ、私から…………ニャンちゅう」

　カナエはとりあえず始めてみることにした。

『ガッデム！』

「な！　なんで！」

（なるほど、そういうことか）

　啓治は気付いた。

　懐かしいと思うモノを挙げていく──中で、それがノイエにとってありなのか無しなのかを判定するクイズということなのだろうと。

　ニャンちゅうの何が悪いのか、それはノイエにしかわからないが──

「今のは、何がダメだったの？」

　と小さく手を挙げて聞いてみる。

　今までと同じなら、ちゃんと理由を答えてくれるはずだ。

「ニャンちゅうは、今でもいるから」

　明確な理由だった。

「じゃあ、やっぱり古今って言うべきじゃなかったんじゃ……」

『ガッデム！』

「……すいません」

「あなたの番です」

　私はもう言ったんだと、カナエに急せかされる。

「…………あっけらかん」

　啓治は悩なやんだ末に、ぼそりと呟つぶやいた。

（いけるか？）

『ガッデム！』

（ダメだったーっ！）

「理由は？」

　懐かしいモノで間ま違ちがいないはずだ。

「なんなのかがわからない」

　懐かしすぎても、ダメということだった。

「なかなかの、難問ですねぇ」

　カナエは、ふむ。とアゴに手をやり長考する。

　ノイエが知っている範はん囲いの知識、かつ、懐かしいと思うモノ。

　趣しゆ味み嗜し好こう、趣しゆ向こう、私行。

　ノイエのことを知っていないと、即そくガッデムだ。

（ある意味、クイズよりも質たちが悪いな）

　クエッションアンサーを突つきつけられるのではなく、自ら発信して、ノイエの好むモノを当てるクイズ。

　となれば──

「ワンダースワン」

　カナエは、自信なさげに言った。

　だが、確信はあった。

　ノイエは、この世界の、主に文明に興味がある。

　科学的なモノには、敏びん感かんだ。

　そんな中で、懐かしそうなモノ。

　これなら──

『ガッデム！』『ガッデム！』『ガッデム！』『ガッデム！』

「いっぱい押されたですっ！」

　カナエは泣き出しそうな顔で嘆いた。

「まだ、現げん役えきで使ってる」

　その言葉で、また啓治は悩んだ。

　電子機器やゲーム機は、確かにノイエの興味がある案件だ。だが、それらは大事に使っている。

　古いモノ、懐かしいモノでも、彼女にとっては現役。全すべてが斬ざん新しんで、魅み力りよく的なのだ。

「ぬーぼー」

　啓治は、食べ物で行ってみた。

　すると──

　ノイエは両手で一度×を作り、そして──

「セーフ」

　両手を水平に広げた。

　啓治はガッツポーズを取る。

　ためしてガッデムに於おいて、初めての正解だ。

　この正解に、カナエも続きたいと考えていたが──

「食べるラー油」

『ガッデム！』『ガッデム！』『ガッデム！』『ガッデム！』『ガッデム！』

「今でも、ご飯のお供」

　ノイエは濃こい味が好きだということを、カナエは忘れていた。

「墾田永年私財法」

『ガッデム！』『ガッデム！』

「ダメか」

「言ってる意味がわからない。でもリズムは素す敵てき」

　歴史関係には、あまり興味はないらしい。

「ドラゴンボール」

　カナエは、完全に迷走していた。

『ガッデム！』『ガッデム！』『ガガガガガガガガガガガッデム！』

「連打しすぎです！　超スーパー武ぶ闘とう伝２の隠かくしコマンドみたいになってるですから！」

「論外。一度も忘れられていない」

「っていうか、これ、いつまでやんの？」

「誰だれかが登校してくるまで」

　マホがくいっと親指で窓の外をさした。

　この教室に、ではなく、校舎に誰か生徒がやってくるまでの残り時間を、このためしてガッデムに使うということだろう。

「……一〇〇点なんて、すぐなくなりそうだな」

　啓治の言葉に、カナエが同意した。

　こうして、ためしてガッデムは繰くり返された。

　そして──

「結果発表～っ！」

　マホが大きく声を上げた。

　黒板に書かれた点数を、啓治とカナエは眺ながめる。

　啓治──マイナス一六点。

　カナエ──マイナス六〇八点。

　圧勝。

　終わってみれば、圧勝だった。

　何かをする度たびに、カナエはノイエの機き嫌げんを損そこね続けたのだ。

「……ぐぬぬぬ」

　ぐうの音ねも出ないカナエに、啓治が疲つかれを吐はき出すように大きく溜ため息いきを吐ついてから言う。

「で、これでノイエを諦あきらめてくれるのか？」

「嫌きらわれてることは、知ってたです。今いま更さら、ショックはないです」

「……そうか」

　啓治は頭を搔かく。

　愛の力が強すぎて、どんな手も敵かなわないのではないかと思った。

　諦めて貰もらうにはどうすればいいのか、わからない。

「これは私からの提案なんだけどさ」

　マホが髪かみの毛の先を指で遊ばせながら言う。

「はい」

　カナエはぐで～っと机に体を預けて聞く。

「友達から、やり直せば？」

「え？」

　啓治が聞き返す。

「私も田中さんから全容までは聞いてないんだけど、田中さんは、獅叢さんだっけ？　と結けつ婚こんするのがイヤ」

「そう」

「で、鞍馬くんと恋こい人びとになることで、絶交をしたかった」

「ああ、そうだな」

「で、獅叢さんは、絶対結婚したい」

「したいです」

「いい？　獅叢さん。結婚するには、恋人にならなきゃいけないの。で、恋人になるには友達にならなきゃいけないのよ」

「でも、エロメイドは私を嫌ってるです。友達になるには、嫌われてるのをどうにかしないとです」

「田中さんは、何がそんなにイヤなの？」

「彼女が、変態なところ」

「んー、変態っていう意味がイマイチ」

　マホは、啓治と同じところで引っかかった。

　そこで、ノイエはカナエに向かって言う。

「……例えば、ここに私の他に可愛い女子がいたとする」

「うん」

「ノーブラでタンクトップで、無防備だったら？」

「腋わきを狙ねらって入念にぺろぺろします」

「こういうところ」

　くるりと反転し、ノイエはマホに向かって言った。

「むー」

「私が一番嫌ってる理由は、この節操の無さ」

「完かん璧ぺきにわかったわ。確かに、異常っちゃあ異常かなー」

　マホがふむふむと頷うなずく。

「私だって、本当は男に生まれたかったです！　男だったら……堂々とロリアディだって公表出来たのにっ！」

　カナエは、目の端はしに涙なみだを浮うかべて叫さけぶように言う。

「いや、そうでもないぞ」

　啓治はカナエの理論に横やりを入れる。

「……じゃあ、もしあなただけを愛すると誓ちかえば、婚約解消はしないんです？」

「それだけでは、ダメ」

「……じゃあどうすれば」

「……子飼いにしている若い女の子を全て解放。いい加減、そういう性的な行動は慎つつしむ」

「それが出来たら……」

「考えてもいい」

　ノイエは、少し悩なやんでから言った。

「今はまだ……無理かもしれないけど、それでもいい？」

「……今すぐ出来ないの？」

　ジトっとした目が、カナエを捉とらえる。

「……わかったです！　私、ロリアディ辞めますっ！　あなたが好きだからっ！」

　意外な言葉に、ノイエは目を丸くした。

「……でも、私と結婚したら、犬のように舐なめ回してくるんでしょう？」

「そりゃあだって──好きっていう気持ちは、エロさに比例しますし」

「なんだその理論」

　カナエの言っていることに、啓治が呆あきれたように言う。

「結婚したなら、舐め回してもいいんじゃない？」

　マホの言葉に、ノイエは首を傾かしげる。

「そういう仲になったなら、互たがいにもう好き同士でしょう？」

「なるほど」

　ノイエはマホの言いたいことの真意を理解した。

　そういう仲になるほど好き同士になる。

　結婚するほどの仲になれば。

「じゃあ、結婚するまで、手出し無用」

「はいっ！　ようしっ！　私頑がん張ばるですっ！」

　計画通り。

　マホとノイエは、ほくそ笑えんだ。

　結婚するまで、ぺろぺろはしない。

　ならば、結婚しなければ、実質性せい癖へきを封ふう印いんすることが出来る。

「ってことは、俺はもう解放されたってことでいいんだな」

「あー、そうねぇ」

　すっかり存在を忘れていたと言わんばかりのマホだった。

「助かったよ。神しん藤どう。なんつーか、お前って女子高生にしては、かなり大人だよな。俺なんて、やることなすこと全部裏目裏目で──この件が話し合いで解決出来る問題だと思わなかったよ」

「人は失敗を認めてから成長する。今回の件を経て、君も成長出来るといいね」

「難しいな」

「とりあえず、進展しなさいな。意中の人と」

　マホは笑顔を感取られないよう、口に手を当てた。

（さあ、鞍馬くん。欲よく望ぼうの叶かなえ方、少しは理解出来たかなぁ？）

　マホは示したのだ。

　欲の神となるべき少年に、それぞれの欲を叶える方法の一いつ端たんを。







　　　エピローグ「バカにしてたけども」







　こうして、鞍くら馬ま啓けい治じはノイエとの恋人ごっこを終わらせた。

　カナエは、ロリアディを辞められるのか？

　特とく殊しゆな性癖。性的行動を抑おさえられるのか？

　ノイエへの愛は、変態を常人に出来るのだろうか？

　カナエにとって、それは苦しい闘たたかいになるだろう。

　学校から帰ってきた啓治は、万まん年ねん床どこの布ふ団とんに飛び込んだ。

　どっと疲れが襲おそってきた。

　眠ねむ気けが、脳に休めと言っている。

　この疲れは、精神的、心神的な疲れだ。

「俺が、もっと上う手まく立ち回れてたらな」

　結局、エリーの件もノイエの件も、マホがなんとかしてくれた。

　もっと早く、相談すれば良かった。

　自分でどうにか出来ると思い上がっていた。

　瞼まぶたを閉じたとき──

　ぴーんぽーん。

　チャイムが鳴った。

　啓治は、チャイムが鳴ったぐらいでは眠い目を開けない。

　宗教の勧かん誘ゆうだったり新聞の勧誘だったりするからだ。

「くーらーまーくーん、あーそーぼー」

　ぱちりと目が開いた。

　可愛らしい声。

　この声が聞こえたなら、いち早く出なければならない。

　風の如ごとく部屋を駆かけ抜ぬけ、僅わずか一秒後には、玄げん関かんへ。

　戸を開けると、そこには制服姿の女子が一人。

「やあ、エリー」

「こんにちは。啓治さん」

　ぱあっと輝かがやくような笑顔。

　啓治にとっては、何よりの癒いやしだ。

「とりあえず中へどうぞ？　烏龍ウーロン茶でいい？」

「はい！　ありがとうございます！」

　冷蔵庫からペットボトルを取り出し、食しよつ器き棚だなからコップを二つ取って、部屋へと戻もどる。

　すると、エリーが布団の隅すみで体育座りしていた。

「啓治さん、寝ねようとしてたんですか？」

「どうして？」

「いえ……その……残り香がが」

　エリーはちらりと枕まくらを見る。

　啓治は、この年で加か齢れい臭しゆうが出てきたのかと心配になり、脇を臭におう。

　帰宅してすぐに風ふ呂ろに入ったから、フローラルな香かおりがした。

「エリーは千せん里り嗅きゆうでも持ってるのかな」

　からかうような声で言うと──

「なんですかそれ。あっははは」

　明るい笑顔。

（ああ、俺はこの笑顔が見たかったんだ）

　ノイエとの恋人ごっこの開始を見られ、消えてしまった笑顔。

　デートのリハーサルをやったことで、もういつものエリーに戻っていたようだ。

「……で、寝ます？」

「え？」

「よ、良かったら……一いつ緒しよに、寝ましょうか？」

　エリーはそう言いながら、ゆっくりと布団に横たわり、ぱんぱんと布団を叩たたいた。

　それはまるで、悪代官が町まち娘むすめを「近ちこうよれ」と言っているようだった。

「一緒に……」

　啓治はぽりぽりと頰ほおを搔かき、照れ臭くさそうに視線を逸そらしたあと、布団へと向かう。

　布団の上に寝そべって、エリーと対面する。

　掛かけ布団は掛けずに、じっと顔を見合わせた。

「で、どうなりました？」

「何が？」

「エロメイドとの、懇こん親しん会？」

　エリーは、デートという言葉を使いたくはなかった。

「あー、うん。それがさ、上う手まくいかなかった」

「ええー。じゃあ、どうするんですか？」
















「いやあ、でも、神しん藤どうが間を取り持ってくれてさ。結局丸く収まりそうなんだ」

「さすがマホですね」

「あ、やっぱり友達だった？」

「え！　あ！　は、はい。まあ」

　歯切れの悪い、しどろもどろな返事だった。

　ふと、啓治の視線がエリーの胸元へと行った。

　ノイエやカナエのモノとは、モノが違ちがう。

　デカい。

　とにかくデカい。

　そしてエロい。

　とにかくエロい。

　ごくりと喉のどがなる。

　頭の中に、裸はだかのエリーが横切る。

　そこで、啓治はある言葉を思い出す。

　バカにしていた、言葉だ。

（ああ、そうか。そういうことか）

　カナエの口から聞いたときは、「何言ってんだこいつ」と思っていた。

　でもそれは、カナエが変態であるという先入観のせいだった。

　今なら、わかる。

　バカにしていたけど、理解出来る。

　共感出来る。

　啓治が変態になってしまったのかもしれない。

　だが、気持ちは、同じだ。

「俺、気付いたんだ」

　啓治は、その思いの丈たけを吐と露ろした。

「え？　何にですか？」

　急に話が変わったようで、エリーはきょとんとした目を向ける。

「俺が暗黒騎き士しさんに抱いだいていた感情は、恋こいだと思っていた」

「え……ええっ！　そ、そうだったんですか！」

　初耳だった。

　そうと知っていれば、今ここにはいなかったろう。

「だが、違っていたんだ」

「ええええ！」

　初耳だった。

　まさか、いつの間にか恋心を持たれ、そしていつの間にか振ふられていたなんて。

　暗黒騎士本人であるエリーは、ショックの連打に打ちのめされていた。

「俺が暗黒騎士さんに抱いていた感情は──憧あこがれだったんだ」

「そ、それって──」

　マグロ女になってしまったのが、悪かったのだろうか。

　やはり、シマアジになるべきだったのだろうか。

　エリーはドキドキしながら、啓治の言葉を聞く。

「……カナエと話していて、あいつの言ってることはそのほとんどが意味がわからず、理解に苦しむようなことだった。だけど一つだけ。一つだけ、もしかしたら本当にそうなんじゃないかって思うようなことがあったんだ」

「はあ」

　カナエが言っていた、好きというのはエロさに比例するという話。

　なんだその理論は──とバカにしていたが、あながち間違っていないのかもしれない。

　少なくとも、啓治はそれに当てはまっているのではないかと思い始めていた。

　ノイエといるとき、マホといるとき、カナエといるとき、──暗黒騎士といるとき。

　エロいことなど考えない。

　だが、エリーのときは違う。

　ただのスポーツなのに、ただのゲームなのに。

　何な故ぜか意識してしまう。

　何故か、エロいことばかり気にしてしまう。

　今もこうして、一緒に横になっているだけなのに。

　手を触ふれている訳でもないのに。

　それは、もしかしたら──

「俺は、好きな人が出来たんだ」

「え！　だ、誰だれですかっ！　誰なんですかっ！」

「……それは」

　エリー。お前なんだ。

　そう言おうと決意してこの話を始めたのに、声に出せない。

　断られることが、怖こわくて堪たまらない。

　エリーは、誰が見ても可愛かわいい女の子。しかも、巨きよ乳にゆう。

　彼氏がいるかどうかすら、知らない。

　フルネームで名前も知らない。

　だが、エリーはどこの誰だとかは関係ない。

　啓治が知っている範はん囲いのエリーで十分。

　それだけで、ありのままの等身大のエリーで十分だ。

　だが──告白が出来ない。

　エリーのことを、好きになってしまったと、俺と付き合ってくれと。

「…………ええ！　言わないなんてずるいです！　気になって昼も眠れませんよ！」

「やだよ。恥はずかしい。また今度言うわ」

　言うタイミングを逸いつした啓治は、笑ってごまかした。

　エリーは頰を膨ふくらませて、ぷいっとそっぽ向く。

「まあまあ、そう拗すねるなよ。……いつか、必ずエリーには伝えるから」

「約束ですよ？」

「ああ、絶対にだ」

　啓治の真しん剣けんな眼まな差ざしに、エリーはぷっと小さく笑った。

「そんな啓治さんの顔、久しぶりに見た気がします」

「そうかな？」

「はい」

　エリーは、嬉うれしそうに笑った。

　そう。エリーが啓治に恋をしたのは、この眼差しにだった。

　それを目にすることが出来て、エリーは嬉しかった。

　啓治は、明日あした告白しよう。ともう一度心を整理させることを決めた。

　だが、啓治もエリーも知らなかった。

　今、エリーの自宅のポストに、一通の通知が来ていることを。







　　　あとがき




　こんにちは。女子高生がバスを待っていると、とりあえず時刻表を確認する木き村むらです。

　今回は、デートをする話。皆みなさんはどんなデートの思い出がありますか？

　私も様々な思い出があります。

　その中でも、一番『危機が迫せまっていた』思い出が強いですね。

　それは私が学生の頃ころ。大おお阪さか駅で待ち合わせをしていたときのことです。

　私は京都は山やま科しなに住んでいて、大阪まではおよそ三〇分。

　新快速の電車に乗って、京都駅、高たか槻つき駅、新しん大おお阪さか駅、大阪駅と向かうのですが──

　突とつ如じよ、それはやってきます。

　さすがに言葉に出すのは下品なので、『奴やつ』と表現します。

　ドアの近くにもたれ掛かかって、外の景色を眺ながめていたら、奴が目を覚ましたのです。

（くっ！　バカなっ！　俺の中の奴がっ！　暴れてやがるっ！）

　私は、必死に抑おさえました。

　悪あく魔まの如ごとき力。絶対に暴走させてはならぬ、──兵器。

　それが、私の体内で動き出していました。

（静まれっ！　今はマズイっ！）

　私は腹をぐっと押さえます。

　私の意思とは裏腹に、奴は「ぐるるるるる……」とオオカミが唸うなるような声を発しました。

（どうする？　逃にげるか？）

　私は悩なやみます。

　激げき烈れつな腹痛。汗あせがじんわりと額に滲にじむ。

　行きたい。トイレへ行きたい。

　だが、駅のトイレは混こむはずだ。

　並んで待っている時間を考えれば、このまま乗っている時間と変わらないだろう。

　さらに、並んだ場合、トイレを選べない。

　私は、腰こしをいわしている。

　今の私に、和式トイレは難しい。足あし腰こしが、和のテイストにマッチしていないのだ。

　私は海外旅行をしたくない理由の最も大きなモノが、この『トイレ事情』なのである。

（はっ！　そうかっ！　こういうときはっ！）

　私は閃ひらめいた。

　インターネットだ。

　ケータイで『オッケーグーグル』するんだ！

　当時のケータイには、音声検けん索さくなんてありませんでしたので、普ふ通つうに検索する。

『駅　トイレ　キレイ　オススメ』

　……あ、駅を限定しないと。

　全国区で検索を掛ければ、東京ばかりが目立ってしまうだろう。

　次の駅は、京都か。

　京都駅──トイレ。

　そのとき、私の脳に電流が走る。

　ぴきーんと来た。

　圧あつ倒とう的てきな閃き。

（京都駅っ！　そうだっ！　次の駅は、京都駅っ！）

　駅のトイレに行くのは躊ちゆう躇ちよするが、京都駅には駅ビルがある。

　デパート、電器量りよう販はん店てん。

　各階毎にトイレがあるため、全てが同時に埋うまるという危険性は少ない。

　さらに、ホテルも併へい設せつされている。

　ホテルのトイレほど、安心出来る場所はない。

（くっくっくっ。俺の中の竜りゆうよ。今は暴れるがいい。すぐに、鎮しずめてくれるわ）

　天才的発想。絶対的安あん牌ぱい。

　駅に着くまでの間に、インターネットで京都駅ビルからホテルのホームページへ飛び、フロアガイドを見ながらトイレの位置を確認。頭の中でロケハンを済ませる。

　京都駅に降り立った私は、すぐにホテルへと向かう。

　が──埋まっている。

　トイレ、三人待ち。

（クソっ！　奴はもうそこまで来てるってのに！）

　待ってはいられない。

　次の階へと向かう。

（クソっ！　急げっ！　急げ急げ急げっ！）

　犬や猫ねこはトイレの場所を覚えるというが、人間もまた同じ。

　トイレが近づくにつれて、奴はその力を増し、出てこようと躍やつ起きになる。

　ぐっと、門を閉じる。全ての筋力を用いて門を塞ふさぐ。

　だが、ドンっ！　ドンっ！　と、私の門が叩たたかれ、括かつ約やく筋きんと言う名の閂かんぬきは、今にも折れそうだった。

　上の階に行っても、空いていない。

　その上の階に──あった。

　空いている。

　洋式が、空いておるっ！

　私はベルトを外しながら中へと入り、ズボンを下ろしながらトイレットペーパーの有無を確認する。

　よく、漫まん画がなどでトイレットペーパーがないというネタがあるが、そんな失敗はしない。

　便座にどっかりと腰こし掛かけて、両手をクロスさせる。

（うおおおおおっ！　コッスモノヴァっっっっっっ！）

　便器を破は壊かいしかねない勢いで、奴が放出された。

　タメにタメた必殺の奴。

　その解放感は、何とも言えない愉ゆ悦えつだった。

　こうして、危機を乗のり越こえた私は、新快速の電車に乗り、再度大阪へ向かう

　……これで、全てが終わったと勘かん違ちがいしたままに。

　そして、また奴が騒さわぎ始めた。

（バカなっ！　貴様はもう死んだはずっ！）

　私は目を丸くして、お腹なかを押さえます。

　どくん、どくん。

（いるっ！　奴はまだ……生きているっ！）

　これは、大誤算でした。

　まさか、全て捨ててきたはずの奴が、ただの尖せん兵ぺいに過ぎなかっただなんて。

　そう、コスモノヴァによって放たれたあの奴は、言わばフタのようなモノ。

　これから、ゲッタービームのようなドロドロとした本体がやってくるのだ。

　ワーオン。ワーオン。ワーオン。

　なんかルパンとかで失敗したときに鳴る警報のような音が頭の中で流れている。

（クソっ！　この悪魔めっ！）

　ぐっと奥歯を嚙かみしめる。

　次の駅は、高槻。

（マズイっ！　高槻までは一〇分は掛かるはずっ！）

　急がば回れとはよく言ったモノで、もう少しトイレに籠こもっていれば、こんな失態は起こさなかったろう。

　俺の頭の中で、ガンダムＷの後期オープニングがＳＥ込みで流れていく。

　いや、むしろＳＥの方がメインだろう。

　シュピーンと降りていく奴。

　ピピピピピピと起動する奴。

　発進する奴。

（耐たえるんだ……今はもう、耐えるしかない……）

　気にすればするほど、奴はその勢力を増す。

（いやだっ！　これから俺は、女子に会うんだぞっ！　漏もらしてなるモノかっ！　神よっ！）

　そんな私の思いは、神に届く。

『お手洗いは一号車、九号車……』

　それは、車内アナウンスだった。

（あ、あるのかっ！　あるというのかっ！　サンクチュアリがっ！）

　これに賭かけるしか無い。今は一刻も早く、奴を放出するしかない。

　だが、今いるここが、何号車なのかが──

　キョロキョロと辺りを見回すと──

（あった！　書いてあったっ！　ああっ！）

　神は、私に味方していた。

　ここは、この車両こそが──九号車だったのです。

　私がもたれ掛かっていたそれこそ──トイレだったのです。

　あまりの偶ぐう然ぜんに、私は神の存在を感じました。

　揺ゆれる電車と人混みをかき分けて、私はスライドドアを開けます。

　そこにあったのは──

（クソっ！　クソっ！　クソったれ！）

　和式。しかも、一段上がるタイプの、和式。

　掃そう除じはしているのだろう。キレイで臭においもない。が──消せない『年季』がある。

　この『年季』こそが、私が最も畏い怖ふするものなのだ。

　だが、一度開けたそのドアを閉めることなど出来ない。

　中に、足を踏ふみ入れる。

　トイレットペーパーは、ある。

　覚かく悟ごを決めるしかない。

　だが、出来るだろうか？　この、運動不足の足で。腰で。

　ズボンに引ひっ掛けるなんて、あってはならない。いや、便器の縁ふちに零こぼすことすら、あってはならない。

　ズボンを膝ひざまで下げ、バイクに跨またがるような気持ちで──いや、最後の直線を走るサラブレッドに跨がるかのようなモンキースタイルを取る。

　電車が揺れる。

　配水管を摑つかみ、ライディーンのゴッドバードよろしく照準を合わせる。

（これが、俺の最高の技だ！　奥義っ、ギルティブレイク！）

　どどどどど……奴やつは連射されていく。

　電車の揺れに負けず、私は全てを出し切りました。

　そっと立ち上がり、下を見る。

　はみ出ては──いない。

　やった。やりました。私は、やったのです。

　今の私でも、まだやれるんだと、ほっとしました。

　その日のデートは、何をやったかうっすらとしか覚えていません。

　一生添そい遂とげていく『奴』と、デートしていたせいで。

　皆みなさんはこんなことがないように、正せい露ろ丸がんを飲みましょう。あと酔よい止どめも。コンディション、大事。
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